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　黒こく曜ようが旅立ったのは、秋の終わりだった。

　白しら雪ゆきに記き錐すいの手紙を託たくされたのは四よつ羽はだが、彼女の体を案じた斎さい王おうの命を受けて、黒曜は彼女に同行したのである。

　それからほぼひと月が過ぎ、今は十二月の終わりだ。

「使者の入国は正式なものだから、長ちよう汀ていからの陸路になるそうよ」

　神しん杖じようの国内ならば、情報のやりとりは散さん光こう信しんを使える。だが、復活盟約国の使節団が長汀から上陸したという報しらせには書面が用いられた。

　神杖では公文書は縦書きだ。しかし、使節団からの報せは横書きの、異国ふうの書面だった。また、神杖では、公文書の末まつ尾びには責任者の印章が押されるが、異国では署名が記される。

　長汀を介かいして使節団から送られてきた文書は、そのような書式をとられたものの他ほかに、もう一通あった。今、白雪と蘇す芳おうが問題にしているのはそちらのほうだった。

　神杖では、公文書の類たぐいは今でも筆と墨すみで記される。もう一通、神杖斎王個人宛あてに送られてきた文書は、そうした神杖の流りゆう儀ぎに則のつとった書式だった。しかも、内容がひどく意味深なのだ。

『お会いできるのを、生まれる前からお待ちしておりました』

　大まかにはそのような意が記されており、私信に近い。その内容に、白雪は戸と惑まどうばかりだ。

「この、式師たちに命を下している統とう帥すいという人物に、君は心当たりはあるのかい」

　蘇芳の問いかけに、白雪は首を振ふる。

「いいえ、全然」

　署名は崩くずし字でまったく名前が読み取れない。そうでなくとも、『生まれる前から』待っていた相手なぞ、白雪に心当たりはない。

　この文書を斎王の執しつ務む室に届けた蘇芳は、考え込んでしまった。

　王が政務を執とり行う際、神杖では本来ならば為い政せい者しやのすぐ近くにあって助言や諫かん言げんをする輔ほ相しようがいる。白雪の場合は後見として実際の政務を杖じよう州しゆう公賀が宗そうが仕切っているため、輔相の座は空いていた。

　斎王を守る四人の近衛このえのうち、杖州公と血けつ縁えん関係のある蘇芳が輔相に近い役割を担にない、この年若の斎王に助言を与あたえている。近衛に王を諫いさめることはゆるされていないため、あくまでも助言の範はん囲いに過ぎなかったが、白雪にとってはそれだけでもありがたかった。

「……この人、とても神杖に詳くわしいのね」

　白雪は、再び卓たくに広げた書状を眺ながめた。「きちんとした筆ふで遣づかいで書面を作成できるってことは、統帥本人じゃなくても、相当、神杖に詳しい者があちらにはいるんだと思うわ。ちゃんと押印もあるし」

「そのようだが、それはそれで問題だな」と、蘇芳はやや顔を曇くもらせた。

「どうして？」

　思いがけない蘇芳の言葉に、白雪は目を丸くした。

「国内に内通者がいるのかもしれない」

「内通者が？」

　蘇芳の懸け念ねんが、白雪には理解できない。

「ああ。──今はともかく、三年前までは入出国が自由ではなかった。先方は我が国を知りすぎている。たった三年でここまで調べ尽つくせるものだろうか」

　眉まゆ根ねを寄せながら、蘇芳はつづけた。「三年前から入国は自由になったというが、無制限に身元不明の者まで受け容いれているわけではない。それに、このような公文書の形式を知ることのできる者は限られるだろう。調べれば、対象となる者は限られてくるはずだ。また、我が国の公文書を扱あつかう立場にある者は、たやすく入出国はできない」

「でも、それは三年前までの話でしょう？　もし内通者がいたとしても、さほど気にすることでは、」

「いや、今もいるとしたら、……」と、蘇芳は難しい顔をした。「こちらの手の内をすべて読まれている可能性もある」

「でも、だとして、何か困るようなことはあるかしら」

　白雪は考えながら、言った。

　その答えに、蘇芳は目を瞬まばたかせる。

「困ると言うか……その、情報の漏ろう洩えいは見過ごせないだろう」

「それはそうよね。でも、この件に関しては、何もかもが先方に漏もれていたとしても、何も困らないのではないかしら」

　白雪がたたみかけると、蘇芳は目を白黒させた。

「白雪、それは」

「だって、こちらは先方の意を汲くんで、竜りゆう珠しゆを断絶させようとしているのよ。先に言ってきたのはあちらだもの、これからとことん協力してもらわなきゃいけないじゃない。だったら、こちらの状じよう況きようはすべてわかっておいてもらったほうがいいんじゃない？」

「だからといって、手の内をすべてさらけ出すわけにはいかないだろう」

　蘇芳は白雪の意見に戸惑ったようだ。

「もちろん、すべて知られるのは困るわ。だから、気をつけなくちゃならないだろうけど、内通者がいるかもしれないと考えながら行動するのは難しいわね。ためらいがちになるし、決断も鈍にぶるし」

　白雪が言いたかったのはそれだ。自分の隣となりにいる者が敵対している存在と通じていると疑いながら過ごすのは精神衛生上よろしくない。

「その、白雪、俺が気になっているのは、」と、蘇芳は卓に広げた書を指で指した。「この押印だ。このように、文書……というかこれはほとんど私信だが、正式に押印を使用してくるという慣習は、我が国と正式に国交のある国でなければ知ることはない。そうでなければ、我が国の政まつりごとを詳しよう細さいに知る者だ。問題は、そこだ」

「正式に神杖と国交があるのは、三年前までは長汀だけだったわね。今は西方ともあるけれど……だから、先方が押印のある正式な書を送ってくるのはおかしくはない、とも言えるわ。ただ、怪あやしいと思えばいくらでも怪しめる。そういうことよね」

　白雪は言いながら、改めて手元の文書を見た。朱しゆ色いろの押印は、縦に長い方形に文字が詰つまっている。文字の意匠が凝こらされすぎていて、もはや元がどんな字だったかまではわからない。

「これ、なんて読むのかしら」

　白雪は疑問に思って呟つぶやいた。押印をじっと見る。二文字とも、さほど線の多い字ではない。

「この字が、この書を書いた人の名前でしょうね。つまりは、今、こちらに向かっている、『統帥』」

「……七なな樹きも、その統帥については、訊きいても答えてはくれないからな」

　蘇芳が小さく溜ため息いきをついた。

　四羽が発たってから七樹は、彼女についていった黒曜の代わりのように庭園で作業に励はげんでいる。今は黒曜の代理として黒猫隊の補助要員としても登録されていた。身み柄がらを保証したのは賀宗だ。とはいえ本格的な業務を任せるわけにはいかないので、黒曜がしていたように植物の冬支じ度たくをしたり、傷いたんだ樹木がないか見回ったりと、主に庭仕事をしているのだ。そのおかげで城内だけでなく、城下への外出も可能となっていた。

「あのわたしの手紙を読んで来てくれる気になったんだから、それほど頑がん固こでもないだろうし、無む駄だに自尊心が高いというわけでもなさそうね。年ねん齢れいはいくつくらいかしら」

「君が訊いてみればいいんじゃないか」

　やや不安げだった蘇芳が、ふと微び笑しようを浮うかべた。白雪は思わず目を瞠みはる。

「わたしが？　何を誰に」

「七樹に、その統帥のことを」

「……訊いたって、答えてはくれないと思うわ」

　白雪は憮ぶ然ぜんとして答えた。

「では、灰かい桜おうに訊いてもらえばいいんじゃないか」

「灰桜が訊いたって、」

　そこで白雪は、ある可能性に気づく。思わず立ち上がった。

「灰桜」

　白雪が椅い子すから離はなれて落とした影かげから、灰桜がするりと現れた。

「どうした、白雪」

　漆しつ黒こくの髪かみの少年は、ふわりとその場に浮き上がり、すぐに床ゆかに降り立った。白雪を見上げる瞳ひとみは不思議そうに瞠られている。

「ねえ灰桜、あなた以前、七樹の記き憶おくを引き出したでしょう」

「それが？」

　あの一件は灰桜にとっても後こう悔かいが多いようだ。彼の顔が曇ったので白雪はためらったが、つづけて尋たずねた。

「七樹が統帥と呼んでいる人が、どんな人だったか、憶おぼえている？」

「憶えているが」

「わたしに見せてくれないかしら？　そういうことはできない？」

「できるかどうかわからないが、やってみよう」

　灰桜はうなずくと、白雪を椅子に座らせた。そうすると、白雪と灰桜の目線は近くなる。灰桜は手を伸のばして、白雪の両手を取った。

「目を閉じて、……少し、かがんで」

　灰桜の言うとおりにすると、こつん、と額に何かが当たった。灰桜が額をつけたのだ、と気づくと同時に、脳のう裏りに人の姿が浮かび上がる。

　明めい瞭りようではないが、どうやら七樹の視界を再現しているようだ。壁へき面めんには本がいっぱい詰まっている部屋。書しよ籍せき館のようだと白雪は思った。

　本ほん棚だなの前に人が立っている。その人は本棚に向かっていて、最下段から分厚い本を引き抜ぬこうとしていた。その本がやたらと厚くて大きいのに白雪は驚おどろく。ひとりでは抱かかえられないような大きさなのだ。

　見かねたのか、七樹が手をのばすのが視界に映った。ふたりがかりでその本はやっと本棚から引き出される。ふたりでその本を卓に持ち上げると、相手がこちらを見て礼を言った。そこでようやく相手の顔がはっきり見えた。大人おとなの男だ。

　年は蘇芳くらいだろうか。笑った顔が子どものように見える、少年じみたつくりの顔立ち。明るい茶色の髪と、薄うす茶ちや色いろの瞳。見憶えがあるような気がして白雪は眉を寄せた。しかしまったく知らない人間だ。会ったこともないだろう。既き視し感かんは、白雪の中にいる誰かが反応したような感かん触しよくだった。

　相手が何かを言う、七樹がそれに返事をする。と、相手はそれがおかしかったようで、笑いを嚙かみころしていた。この情景から、相手と七樹がそれなりに親しい間あいだ柄がらであることがわかる。

　ふっとその人の像がかき消えた。灰桜が離れていく。白雪は目をあけて灰桜を見た。

「今の人？」

「たぶん、白雪が言っていたのは、今の者だ。……と思う」

　灰桜はややためらいがちに言った。見上げてくるまなざしが不安げに翳かげっている。白雪は灰桜の頭を撫なでた。

「いいのよ、灰桜。その人は来てくれるはずだから」

「灰桜、」と、ふいに蘇芳が直接、灰桜に呼びかけた。「その姿の像を、俺たちも見ることはできないだろうか」

　灰桜はきょとんと蘇芳を見た。そのように戸惑うと、無邪気な子どもに見えるのは相変わらずだ。可憐な子どもの中身が、強大な力そのものだとは誰も思うまい。

「どうして？　蘇芳」

「先方が本物の統とう帥すいをこちらに寄よ越こすとは限らないという考えも、念頭に置いておくのは必要だろう」

　白雪は思わず蘇芳を見た。蘇芳は小さくうなずく。

「でも、……彼が信しん頼らいしてる人が、そんなことをするはずがないと思うわ」

「俺もそう思う。実際に、あちらの人々が我々と友好を保とうとしているなら、そのような小細工をしてくるとも考えにくいが、……前例のない状況だ。最悪の事態を想定して対処方法を考えておくべきだろう。これは他ほかの近衛とも話し合った。──黒曜が発つ前にだ、白雪」

　黒曜の名に、白雪はゆっくりと瞬まばたいた。

「それは、……わたし、考えていなかったわ」

「君が考える必要はない。そこまで俺たちが考えるのは、王である君に危害が及およばないようにという懸け念ねんからだ」

　蘇芳は微笑ほほえんだ。慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおだ。白雪はこの顔で見られると、蘇芳にとっては自分が今も十四のときと同じに見えているのだろうかと考えてしまう。

「君は自分が強いと思っているかもしれない。実際に、強いんだろう。だが、俺たちは近衛だ。王の御おん身みを守る役目を担になっている。それだけは、受け容いれてほしい」

「……でも、無理はしないで」

　白雪にはそれだけしか言えなかった。










　自分の命がわずかしか残されていないと思い込んだ四羽が、白雪を襲しゆう撃げきして神杖の国民にこの世界がどれほど切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きように立たされているかを知らしめようとした件は公おおやけにはされていない。また、それによって斎さい王おうが負傷し、寝ね込こんだことも。

　白雪の喉のどに空けられた穴はきれいにふさがって傷ひとつないが、冬で寒くなったためもあって、身につける衣装は喉が隠かくれるような襟えりの高いものばかりになっている。これが白雪は苦手だった。顎あごをやや上げる姿勢を取らざるを得ず、それが鏡に映すとひどく高こう慢まんそうに見えるからだ。

「今年はこんな服ばかりなのね」

　斎王の装束からひいなの制服に着き替がえた白雪は、首を左右に傾かたむけながら言った。

「陛下がしなくてもいい怪け我がをなさったから、首が隠れるように誂あつらえてもらったんですよ」

　着替えを手伝ってくれた由ゆ永えいが、じろりと鏡越ごしに睨にらんでくる。

「ひょっとして、わざわざ衣装房ぼうに頼たのんだの？」

「もちろんですわ。ですが、陛下が怪我をした、とは漏もらしてはおりませんから、ご安心を」

　白雪が振ふり返ると、由永は澄すまし顔をしていた。

「それは心配してないわ。由永はそういうところ、ちゃんとしてるもの。感謝してます」

「たいした手間ではございませんから、お針子たちも気持ちよく引き受けてくれましたよ。わたくしなぞは口を動かすだけで、実際に手を動かすのはお針子たちです。感謝ならお針子たちにしてくださいませ」

「本当に、そうね」と、白雪は苦笑した。「年が明けたら、衣装房には何か特別なお年賀でも贈おくりましょう」

「では、それはわたくしが憶えておきます。陛下はこれからも忙いそがしくなるようですし。──異国の方がいらっしゃると伺うかがっておりますが、いつごろになるかは決まっていないのですか？」

　由永は一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに斬り込むように白雪に問う。白雪はやや驚きながら彼女の顔を見直した。

「ええ、年始のご挨あい拶さつに、長汀の方がいらっしゃる予定です……でも、由永が言っているのは、そのことではないのね」

「……はい」

　由永の顔が曇くもった。「遠い異国から、得体の知れない者たちが近々やって来るという噂うわさが、城内で広まっております。その者たちが、竜珠を滅ほろぼそうとしている、陛下はそれを見過ごそうとしている、とも」

「噂が」

　白雪は繰くり返した。

　七樹たちによってもたらされた情報により、この世界は竜珠のために滅めつ亡ぼうに瀕ひんしているとわかった。その後の調査により、神杖の国内でも、その情報が偽いつわりではなく事実であり、早さつ急きゆうに対応しなければこの大地は近いうちに凍こおりつくだろうという結論が出ている。

　だが、その事実はまだ公にはされていない。

　竜珠を断絶し、その代わりに式を導入することは決定しつつある。だが、のちにやってくる復活盟約国の使節団にまずそれを知らせて協力を仰あおがねばならない。この国は竜珠については世界でもっとも詳くわしいが、式についてはまるで無知だった。問題は、式の導入に復活盟約国が協力してくれるかということだ。白雪の後見である賀宗も、白雪の意見に賛同しながらもその点だけは懸念していた。

　七樹ら式師を擁ようする復活盟約国は、国と便べん宜ぎ上じよう呼ばれているが、その実態は複数の国々の集まりらしい。

　政まつりごとはおろか、文化、風ふう俗ぞく、習慣などすべてが異なる国々が、ひとつの目的の下もとに集つどっているのは、世界的に見ても例がない。神杖で生まれ育ち一度も国外に出たことのない者には理解しがたいようだが、諸国を放ほう浪ろうしてきた白雪にはその異様さがよくわかった。ふたつ以上の国があるのに諍いさかいなく協力し合えるのはまれだ。今でこそ平和で戦いもほとんどなくなってきているが、昔は国同士で大がかりな殺し合いが何度もあったのだから。

　なのに、七樹が所属する復活盟約国は、氷期の到とう来らいを憂うれえた国々が協力し、あらゆる手を尽つくして何もかもが凍りつくのを防ごうとしているのだという。また、氷雪に覆おおわれつつある極地の国々へ救いの手を差しのべてもいるようだ。

　そんな者たちが、神杖だけに非協力的な態度を取るとは思いたくない。だが、蘇芳が案じるように、まだ、相手を完全に信頼しきって何もかも預ける段階ではなかった。

　それらの事情により、竜珠の断絶に関する事こと柄がらは未いまだ公表されていない。少なくとも、先方が式の導入に協力してくれることが正式に決まってからでなければ、術師として生計を立てる者たちが納なつ得とくしないだろう。

「得体の知れない者たちではないわ。……その方たちが正式に入国したら、布ふ令れを出します。それからでもお迎むかえする支し度たくはできると思うの。それに、その方たちは竜珠を滅ぼそうとしているのではないのよ……」

　白雪はためらいながら口をひらいた。「でも、近いうちに竜珠はすべていなくなるかもしれないわ」

　由永の目が驚きに瞠みはられた。

「それは、……」

　彼女の動どう揺ように、白雪は首を振る。

「竜珠をすべて殺すという意味では決してありません。そんなこと、わたしが許さないわ。わたしだって、竜珠です」

　きっぱりと白雪が告げると、由永は小さく息をつく。が、すぐに顔を上げ、白雪をまっすぐに見る。

「陛下、このようなこと、一側そば仕づかえとして伺うのは差し出がましいとは思いますが、先日のお怪我と、その方々とは、関係があるのですか？　竜珠でなくなるとは、いったいどういう意味なのですか？　楓ふう美みの報告によると、噂は城下にも流れ始めており、民たみも不安な状態に陥おちいっているようです」

　由永は、白雪が伏ふせった本当の理由を知らない。ただ、喉に怪我をして一時的に声が出なくなったと聞かされているだけだ。実は喉に穴を空けられて死にかけたとは、さすがに白雪も言えなかった。言えばどれほど由永が驚おどろき、悲しみ憤いきどおるか想像がついたからだ。近衛以外には、手を下した四羽とその場に居合わせた七樹、それに斎さい宮ぐう殿でんに詰つめていた夏か乃のしか知らない。今回ばかりは他の者に知らせられる内容ではなかった。

「ごめんなさい、それは、……」

　白雪は由永から顔を背そむけた。夏乃は、元は白雪の生母、白しら鷺さぎの側仕えで、破は天てん荒こうだった主あるじの行動のおかげで、今回の件でも不必要に動揺はしなかった。だが、由永は違ちがう。

　それに、今はまだ、竜珠の断絶を自分が公の場で口にすることはできないのだ。

「わかりました」と、由永がきっぱりとした声こわ音ねで告げる。「陛下、では、いつかお話しいただけるときがきたら、教えてくださいませね。一いつ介かいの側仕えとしてはおこがましいとは存じますが、わたくしは、陛下のことはなんでも知っておきたいのです」

「……ありがとう、由永」

　彼女の言葉がうれしく、またほんの少し済まなさも感じながら、白雪はうなずいた。




　側仕えの姿で奥おく殿どのの外に出ると、そこかしこを忙しく行き交かう者たちが見られた。側仕えや侍じ従じゆうだけでなく、術師や下人などもいる。

　由永がすでに噂としてあのようなことを耳にしている以上、城内で働く者たちもうっすらとではあるが、竜珠の断絶について耳にし、不安を感じているのだろう。白雪は溜ため息いきをつきかけたが、はっとして口元を押さえた。気に病やんでばかりいては始まらない。首を軽く振って歩き出す。向かう先は書しよ籍せき館だった。

　封ふう印いんの術に関して調べているうちに気づいたのだが、封印を施ほどこすには竜珠の力に頼たよらざるを得ない。竜珠の力の源は竜泉、あるいは竜道だ。

　白雪が求めているのはその力の源を封ふうじるための術である。もし自分が谷の竜泉を封印する場合、封印後に自分から竜珠が消えるのか、それとも封印の途と中ちゆうで竜珠の威い力りよくが薄うすれるのか。それを知りたかった。

　書籍館の、王族だけが閲えつ覧らんできる奥の部屋には記き錐すいだけが収められている。また、中央の柱の中には地下に通じる階段もあって、降りていけば無数の記錐が詰め込まれているのも白雪は知っていた。しかし、その中から封印の術についてだけを引き出すのは容易ではない。地下の記錐はきちんと分類されてはいるものの、白雪の求める情報をどう探せばいいのかわからないからだ。

　あるのかないのかわからないものを探す、つまりは、すべてを探しきってそれが『ない』ことを確かく認にんするまでこの作業をつづけなければならないのだろうか？　白雪は鬱うつ々うつとそんなことを考えながら、書籍館への道をたどっていた。

「へ、……小こ雪ゆき」

　不意に声をかけられ、はっとして白雪は振り返る。ためらいがちに呼びかける声は聞きなじんだものだった。

「道どう延えんさま」

　涼りよう州しゆう公、道延が近づいてくる。

　元は青竜隊の侍じ司しだった彼は、三年前、佳か春はるに押しつけられるようにして涼州公の位を託たくされ、他ほかに適任もいなかったためにその座に就ついていた。

「その、『さま』は勘かん弁べんしてくれませんか」

　近づいてきた道延は、ひそひそと言った。

「それはそれでおかしいわ、だって道延さまは八公で、小雪はただの御庭係ですよ」

　白雪の言葉に、道延は眉まゆを寄せた。

「なかなか、慣れませんね」

「八公の座に、ですか」

「それもですが、私は芝しば居いがかったことは嫌きらいなんですよ。……まあ、いいでしょう」

　思わず白雪は笑った。青せい磁じも似たようなことを言っていたが、上司と部下は似るのだろうか。元は道延は、青磁の直属の上司だった。

「これから、どちらに？」

「書籍館へ、ちょっと。道延さまは？」

「……お急ぎでなければ、お話がしたかったのですが」

　眉み間けんの皺しわがますます深くなる。道延の顔立ちは地味ながら整っていて、城内の女性たちの中でこっそりつけられている番付でもかなり上位にいるのだが、いつも難しい顔をしているので、彼に近づこうとする勇気ある者は少なかった。何より、近づいても、道延自身が色いろ恋こい沙汰に疎うといようで、女性から送られる秋波に気づかないのだ。

「わたしにですか？」

「お知らせしたいことがありまして……」

　つまり、斎王に報告があったのだが、その前に側仕え姿の白雪を見つけてしまったのだろう。公式の報告ならばたいてい先さき触ぶれがある。このように本人が直接来るということは、公式ではなく、さらにとても急いでいるのではないだろうか。

「では、斎宮殿へ参りませんか？　あそこなら、このままでも話せますし」

「……仕方ありませんな」

　道延はしばらく考えていたが、やがて渋しぶ々しぶうなずいた。

　若いころ、斎宮を守る騎き士しを務めていた道延にとって、斎宮殿は縁ゆかり深い場所だ。そこに行くのをためらうのは、よほどろくでもない思い出があるのだろう。

「道延さまは、斎宮殿が苦手ですか？」

　奥殿の裏から、斎宮殿への近道である草地を抜ぬけながら、白雪は尋たずねた。周りにもちろん人はいない。かなり遠くでないと木立もないので、この会話が盗ぬすみ聞きされている可能性は低いし、もし聞かれていても特に問題はないと白雪は判断した。道延がどう判断したかはわからないが。

「斎宮殿にいると、我が姫ひめを思い出すのです」

　道延は複雑そうな表情を浮うかべて白雪を見た。「あなたは最近、行動が我が姫に似てきた。青磁が嘆なげいておりましたよ」

「血ですよ」

　白雪はさらりといなす。「それに、母さんほどではないと思うわ。どうかしら？」

「確かに、母君ほどではありませんよ。あなたが母君のような振ふる舞まいをされていたら、青磁たちは体がいくつあっても足りません」

「ごめんなさいね、母がいつも迷めい惑わくをかけていたようで」

　白雪の言葉に、道延は顔をほころばせた。

「そうおっしゃっていただけると、……こんなことを申し上げるのは不敬に値あたいするかもしれませんが、あなたが我が姫のもとに来てくださったのは本当によかったと思えます」

　白雪が生まれてきてよかったと、道延は言っているのだ。あまりにもまっすぐな言葉に、白雪は照れくさくなる。

「私はずっと、死ぬまで我が姫に仕えるつもりだったので、……正直、あなたの知らせを聞いたとき、その、落らく胆たんしたのですよ」

　死ぬまで、という言葉に白雪ははっとした。道延の横顔を見上げると、自らの言を恥はじるような色がその頰ほおを染めている。

　つまり、と白雪は察した。──つまり、道延は、……我が姫、と呼んでいた者を。

「……ごめんなさい」

「いえ、謝るのは自分です。あなたが来てくださってよかった。我が姫は本当にあなたを大切に思っていたし、いざとなったら、三人であなたの父親代わりを務めようと言っていたのですよ、私たちは」

「三人って！」

　白雪は思わずふき出した。

「私と、佳春と、夜よ鳩ばとです、もちろん」

　道延はまじめくさって答えた。「騎士の全員で……」

　言いかけた道延の顔が曇くもる。

「母さんの騎士は、四人ではなかった？」

　道延の沈ちん黙もくに思い当たって、白雪は問う。

「──そうです」

「もうひとりの方は、今はどうしていらっしゃるんですか？」

「それが、」と、道延は深く深く溜息をついた。「その者は永なが礼れというのですが、そのことでお話があるんです」

　道延の態度はひどく困こん惑わくしているようだった。さらに、怒おこっているようにも見える。

「あのばか、いや永礼は、我が姫に本気で懸け想そうしていたので、我が姫がご懐かい妊にんを公おおやけにしたと同時に、城はおろか、国まで出て行ったんですよ」

「……」

　白雪は笑っていいのか、呆あきれていいのか、それとも驚おどろくべきなのか見当がつかず黙だまり込んだ。

「もちろん、当時の理法に照らし合わせれば無断で国を出るのは重罪です。戻もどれば涼州の砦とりで行きですよ。──ですが、今は違ちがう」

　今は神杖も開かれて、人々は自由に異国へ行くことが許されている。また、異国人も科とが者ものであったり、伝でん染せん病にかかっていたりなどの問題がなければ、入国に制限がなくなった。

「永礼から、手紙が届いたんです。一度、国に戻りたいから、陛下に取りなしてくれないか、と」

「それは、かまわないと思います」

　白雪は少し考えてから、うなずいた。「一応、大おお伯父おじさまに報告してみますが……」

「陛下、自分としては、あまり賛成できません」

　自分で報告しておきながら、道延はそんなことを言った。白雪は目を丸くする。

「どうして？」

「惚ほれた女が他の男と契ちぎったからといって泣きながらとび出すような軟なん弱じやく者なぞ、国の存亡の危機に招き入れたら、ややこしくなりそうだからです」

　白雪はとうとうこらえきれず笑い出した。道延は憮ぶ然ぜんとする。

「ご、ごめんなさい……その、永礼さんは、そんなに母さんを好きだったの？」

「そりゃあもう、神のように崇すう拝はいしてましたよ」

　道延は憮然としたまま答えた。「その、たいそう言いにくいんですが、永礼は本気で我が姫を想おもっていたのです。生まれたときからずっと見ていたから、他のものが見えない。今もそれが変わっていなければ、……陛下にとっては、なかなかやっかいな存在になると思われます」

「やっかい、ね」

　白雪は呟つぶやいた。「それより、そんなにも母さんを好きだったのなら、……もう母さんがいないことは、その方にとってつらいことなのではないかしら」

「自分もそれが気になっています。私のもとに届いた手紙には、そのことについて一いつ切さいふれられていなかった。だから、永礼が知っているのか、知らぬままなのかはわかりません。今日にでも返信を書くつもりですが、そのことを知らせるべきなのかも迷っています」

　神杖の王が代だい替がわりしたことは国外にも知られているだろう。だが、斎さい宮ぐうの代替わりはどうだろうか。斎宮は外政に深く関かかわる職ではない。おそらく、神杖に斎いつきの職があり重きを置かれているとは知られていても、その座に就いている者の詳しよう細さいまでは知るまい。いや、知られていてはならない。

　風が吹ふいて、白雪の頰を撫なでた。髪かみが乱れたので手でかき上げる。風が運んできた匂においに、白雪は眉まゆを寄せた。土と草の匂いに混じって、水の匂いがする。

「雨が降るわ」

　思わず呟いた。道延がはっとする。

「雨、ですか」

「雪になるかも」

　時季的にはおかしくない。だが、白雪は不安になった。天てん藍らんが雪に覆おおわれれば、異国人の入国も手間取るだろう。

「道延さま、母さんのことは、その方にまだ知らせないでおいてください。わたしから話しますから、その方がいらしたら、わたしに会わせてください」

「わかりました」

　道延はうなずくと、わずかに顔をほころばせた。「では、私は失礼いたします」

　それだけ言うと、道延は気が済んだのか、さっと身を翻ひるがえした。早足で草地を去っていく。取り残された白雪は周囲を見回した。何か、気配を感じるのだ。

　もし雨でなく雪が降れば、本格的な冬が来る。年々、冬の訪おとずれは早くなっており、春の到とう来らいは遅おそい。また、長い冬が始まるのだ。

「……白雪」

　長く伸のびた白雪の影かげから灰桜が現れた。彼は呼ばなくても姿を現すようになっている。以前と異なるのは、その点だけではない。いつもどことなく楽しげに感じられるのだ。

「灰桜」

「ここで風に当たっていたら、体が冷えるぞ」

「うん……」

　白雪はうなずいて、目を閉じた。

　目を閉じると何も見えなくなる代わりに、竜珠が反応して人の気配をより強く感じるようになる。近くに誰かがいるのがわかった。冬のひだまりのようなぬくもりとして感じるその気配に、白雪はもうなじんでいた。

「白雪？」

　目をあけてあたりをもう一度見回すと、灰桜が首をかしげて見上げてきた。「誰を捜さがしているんだ？」

　灰桜は、白雪の感情の波を悟さとれても、考えていることまでは把は握あくできない。だから今も、白雪の焦しよう燥そうを感じ取っただけなのだ。

「別に、捜してなんて、……」

　白雪は頰が熱くなるのを感じた。「その、誰かがいるような気がしただけよ」

　その気配は、近づくと目を閉じていてもわかるほどに明るく感じられる。

「誰か？」

　灰桜があたりを見回した。最初は首だけだったが、やがて白雪から離はなれて、体ごとぐるぐると回り出す。

「あっちだ、しらゆき！」

　それを二回ほど繰くり返すと、うれしそうな声が上がる。灰桜は白雪の傍そばに戻ってくると、手を摑つかんで引っ張った。

「灰桜？」

「行こう！」

　ほころぶ灰桜の顔はひどく愛らしい。白雪は灰桜に手を引かれるまま走り出した。走ったせいだけでなく息苦しくなる。灰桜がこんな顔をするときは、いつも、──

　どれくらい走っただろうか。木立を抜ぬけると、見慣れた場所にたどりついた。

「七樹！」

　やっと立ち止まって、灰桜は叫さけんだ。




「……よう」

　噴ふん水すいの水すい盤ばんを上から覗のぞき込んでいた七樹は、灰桜の呼び声に振ふり返った。「どうした」

「気配がしたから」

　灰桜は白雪と手をつないだまま、七樹に近づく。つまりは自然と白雪も七樹に近寄らざるを得ない。白雪は下腹に力を込めて平静を装った。

「七樹は、何してた？」

「噴水の整備。冬は水の栓せんを閉めておかないと、凍こおるだろう」

「そこの噴水は、止まってるのよ」

　白雪は思わず、口を出した。
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「止まって？」

　七樹がやっと、白雪を見た。だが、その視線はすぐに白雪から外されてさまよう。

「ここは、あまり人が来ないから。よく入れたわね。術が、」

　かかっているのに、と言いかけて白雪は気づいた。式師の七樹に術はきかない。

「なるほどな」

　七樹は察したのか、肩かたをすくめた。

「……ここは、先代正せい妃ひたちの憩いこいの場だったの。緑りよく陰いん庭園というのよ」

　白雪は、さらに奥にある大木に目をやった。太い枝からつり下げられたぶらんこは今もある。

　先代正妃の葉よう子こを始めとして、先々代斎宮である白鷺、そしてふたりの共通の友人でもある四人の側室たちは、この場所を気に入って、自分たちだけの秘密の庭園として憩っていたという。ここにいると、ごくまれにその当時の幻げん視しをみることがあるので、白雪はこの場に術をかけて、決まった者しか入れないようにした。

　過去の残像が見えるのは、その場に人の想いが強く残っているからだと言われる。この場を気に入っていた者たちは、よほどここを大切にしていたのだろう。だからこそ白雪は、できるだけ人目に触ふれさせたくなかったのだ。

「へえ……」

　七樹は呟きながらあたりを見回す。「道理であずまやにいろいろ揃そろってるんだな。あの卓と椅い子す、大理石だった。それも、きちんと手入れされてて、傷いたんでない」

「いつもは黒曜が、……あなたはここで何をしていたの？」

　どうやら七樹は、その問いを詰きつ問もんととらえたらしい。ややむっとした顔を白雪に向けた。

「何って、冬支じ度たくのもれがないか、見て回ってたんだ。あいつに頼たのまれたからな」

「黒曜は、あなたを信しん頼らいしてるのね」

「それはどうだろうな」と。七樹は肩をすくめた。「四羽のこともあるし、あいつにとっちゃ、あんたを傷つけるろくでもない敵だって認にん識しきだと思うぞ」

「それはどうかしらね」

　くすっと白雪は笑った。

　四羽は白雪を殺そうとした。それは彼女なりに理由あっての行動だった。自分の命が長くは保もたないと思い詰つめたゆえに、彼女はことを急ぎすぎただけである。

　そのため、四羽は近衛たちに受けが悪い。特に琥こ珀はくはひどく四羽を忌いんでいた。黒曜もまた、しかりである。蘇芳と青磁は、白雪に、必要以上に関かかわるなと口を酸すっぱくして言うが、もちろん白雪は聞き流していた。四羽の痛々しさは、白雪には何な故ぜか放っておけないという気持ちを強く起こさせるからだ。だからこそ、黒曜に彼女の施せ療りようを頼んだ。

　黒曜は四羽に腹を立てながらも、彼女の傷をすべて癒いやした。ひどく傷んでいたと思われる体の内側すらも、だ。もちろんそれは白雪が頼んだからだったが、渋しぶ々しぶとはいえ、憎にくんでも憎みきれない敵を癒す黒曜が、四羽には理解しがたいようだ。

　しかし、自分自身を無む闇やみに軽々しく扱あつかう四羽に腹を立てていた黒曜の気持ちがやわらぎつつあることに、白雪は気づいていた。

　四羽のやり方は、たとえどんな事情があったとはいえ賛同できない白雪だが、彼女の覚かく悟ごや、自分の行動に対しての責任感には一目置いている。それに、あのさっぱりとした性格は好ましい。できれば友だちになりたいとも考えるから、使者の役目を終えたあとも、黒曜が四羽を連れて帰ってきてくれないだろうかと思いもする。

「なん、だよ、……それ」

　何故か七樹は白雪に背を向けると、噴水の近くにしゃがみ込んだ。どうやら、水の栓を確かく認にんしているらしい。

「黒曜は、心でも体でも、どこかに痛みを抱かかえている人が気になるみたいだから。……四羽さんはいつでもどこかが痛いみたいよ」

「あいつは、古傷が多いからな」

　七樹の答えは明めい瞭りようでなかった。この話題にはふれないほうがいいのだろう。白雪はそう判断して話題を変える。

「あの、訊ききたいことがあるんだけど」

「ん？」

　問いかけても、七樹は振り向きもしない。

「あなたたちの統とう帥すいって、どんな人なの？」

「どんな……」

　そこでようやく、七樹は困ったような顔をして白雪を見上げた。

「なんでそんなことを知りたがるんだ」

「本当は違ちがう人が来ても、わたしたちにはわからないじゃない。あなたが、この人がそうだって言ったら信じるしかないわ。だから、先にどんな人か、教えてもらおうと思って」

　白雪は早口で思いつきを述べた。なるほど、と七樹が立ち上がる。そうすると不意に視線を上げねばならない。白雪は一歩下がった。七樹の顔がよく見えるように。

「姿かたちってことか？　俺より背は低いぞ。髪かみの色は、」

「そういうことじゃなくて、どこの出身だとか、名前とか、年はいくつくらいとか」

「名前……」

　七樹は顎あごに手を当てて、考え込んだ。「名前か。そういや、知らねえわ、俺」

　思わず白雪は目を丸くした。

「知らないって」

「名前を知らなくても、困らなかったからな。いつも統帥って呼んでたし、そんなに頻ひん繁ぱんに会わなかったし」

「でも、親しかったんでしょう？」

　さらに尋たずねると、考え込んでいた七樹は、ふと白雪に視線を戻もどす。

「なんで知ってんだ？」

「俺が見せたから！」

　それまで黙だまっていた灰桜が、足もとで声を上げた。七樹は、ああ、とうなずく。

「俺の記き憶おくを見たのか」

「ごめんなさい」

「いや、いいけど、親しいっていうか……あの人は、俺たち仲間の全員の、兄貴みたいなもんなんだ」

「兄貴っていうなら、男のひとよね」

「ああ、年は三十より下だって言ってたな。正確には知らん。若く見えてただけかもしれないし」

「どこの生まれとかは……」

「そこまで話したことはないな。俺なんかはいつも力仕事を頼まれてばっかりだったから」

「音が聞こえてなかったから」

　灰桜が七樹に話しかける。ん？　と七樹は灰桜を見た。

「音って、なんのことだ」

「さっき、白雪に見せたのは映像だけ。声は聞こえなかった。七樹が直接見せてくれれば、音も聞こえる。そうすれば声がわかる」

　白雪と手をつないだままだった灰桜は、もう一方の空いた手で七樹の手を摑つかんだ。とたんに、灰桜とつながった白雪の手からびりっと痺しびれがはしる。同じ思いを七樹もしたらしく、顔をしかめている。

「なんだよ、これ」

「俺があいだに入ってこうしてつなげれば、ふたりの記憶や考えていることをやりとりできる。言葉で伝えるより正確だし、早い」

　灰桜が無む邪じや気きに言った。「俺が記憶を読み取らなくても、七樹が思い出してくれれば、それを白雪に伝えることができる」

「よせよ」

　七樹は邪じや慳けんに灰桜の手を振ふり払はらった。「なんだってそんなことをしなくちゃならんのだ」

　灰桜は、悄しよう然ぜんと肩かたを落とした。

「ごめんなさい……」

　小さな声で謝るさまが憐あわれに思え、白雪はその場に膝ひざをつく。

「いいのよ、灰桜。気にしないで」

「いいのよって、そりゃあんたはいいかもしれんが、俺は嫌いやだからな！」

　七樹の声に、白雪はきっと顔を上げて睨にらみつけた。

「わたしだってよくはないわよ、あなたとつながってるなんて」

　灰桜が言うには、七樹が自分の持つ輝き石せきの力で白雪を治ち癒ゆしたため、ふたりはつながってしまったのだという。おかげで白雪は、他ほかの者を捜さがすより容易に七樹の居場所を感じられる。おそらく七樹もそうなのだろう。

「おい、なんとかならねえのかよ、この状態は」

　七樹が呼びかけたのは灰桜だ。それに気づいたのか、灰桜はおずおずと顔を上げた。

「なんとかって……」

「俺と、そこのお姫ひいさんを、いつまでつないでおくつもりなんだよ」

「つなぐも、何も」

　灰桜はぱちぱちと瞬まばたいた。「七樹の一部を使って白雪を治したから、……その一部はもう白雪のものだ。でも、もとは七樹だったから、七樹にはそれを通じて、白雪のことがわかる。白雪にも、自分にとけ込んだ七樹の一部を通じて、七樹のことが少しだけ、わかる。その状態を解消したいなら、白雪から七樹の部分を取り出さないとならない」

「それは、今すぐできねえのかよ」

「今は、無理だ。まだ本当は、白雪の負った傷は癒いえていない。今は、七樹の一部で傷を塞ふさいでいるだけだ。傷が完治すれば可能かもしれないが……不可能かもしれない」

　灰桜の言葉に、七樹は眉まゆを寄せた。その剣けん吞のんな顔つきに、白雪は悲しくなり、次いで腹立たしくなった。嫌きらわれている自覚はあるが、そんなにもわかりやすく嫌がらなくてもいいではないかと考える。

「わたしとつながってるのがいやなのは、もうわかったから、……しかるべきときがきたら、灰桜に直してもらうわ。できるでしょう、灰桜」

　白雪が意気込んで言うと、灰桜は目を白黒させた。

「できる、けど……」

　灰桜のまなざしには疑問が浮うかんでいる。白雪はそれに気づいて戸と惑まどった。

「けど？」

「近衛たちに、言われた。白雪は野放しにしておくと何をしでかすかわからないから、できればこのままにしておいてほしいと」

　ぶっ、と七樹がふき出した。

　白雪は眉を寄せつつも、何な故ぜか安あん堵どを感じる。

「そんな、……野放しって、わたし、」

「七樹さえ押さえておけば、白雪の居所がわかるから、できれば白雪が落ち着くまではこのままにしたいとも言っていた」

　灰桜が言いつのる。白雪はそれに反論しようとしたが、笑いをこらえるためか、七樹が身を折ったのでやめた。

「そ、そんなに笑いたいなら、我が慢まんせず笑いなさいよっ」

　それだけ言い捨てると、白雪は七樹に背を向け、斎さい宮ぐう殿でんへ向かって駆かけ出した。




　笑いをこらえていた七樹は、身を起こすと、去っていく白雪の背をぼんやりと眺ながめた。早足なので、たちまち木立のあいだにその姿は消えていく。

「追わないのか」

　足もとで声がしたので、七樹はぎくりとしてそちらを見た。黒くろ髪かみの子どもは、じっと七樹を見上げている。

「……そんなことをしたって、ひっぱたかれるのがおちさ」

「白雪はそんなに凶きよう暴ぼうじゃないぞ」

　子どもがまじめくさって言うのがおかしい。七樹はやれやれと噴ふん水すいのへりに腰こし掛かけた。意外と幅はばがあるので、七樹は内側のへりに手をかけて、長い脚あしを前に投げ出した。

「おまえは、追わないのかよ」

「今はひとりになりたいみたいだ」

　灰桜は、七樹をまねて隣となりにちょこんと腰掛けた。小こ柄がらなので、脚はつかない。それをぶらつかせながら、灰桜は七樹を見上げる。

「なのに俺に追えっていうのかよ。どんないやがらせだ、そりゃ」

「なんとなく、白雪はそうしてほしいんじゃないかと思っただけだ。ひとりにはなりたいけど、なりたくない。そんな感じだな」

「ややこしい女」

　七樹は溜ため息いきをついた。

　この国を治めるあの女が、七樹を煙けむたがっているのはもうわかっている。だから七樹はなるべく会わないようにしていた。ただ、姿を見かけることがあれば、思わず見入ってしまう。まずい、と自分でも思う。

　彼女が自分をきらいでも、自分は彼女を好きなのだ。

「言えばいいのに」

　ぼそりとしたつぶやきに、七樹はたまげた。灰桜を見ると、まっすぐな双そう眸ぼうに射い貫ぬかれる。

「……俺にはおまえが何を考えているか、少しだけわかるんだ、七樹」

　ためらいながら、灰桜は七樹に告げた。七樹は溜息をつく。

「なんでそんなことになってるんだよ」

　ひとりごちるように呟つぶやくと、灰桜は不思議そうな顔をした。

「いやじゃ、ないのか」

「少しだけって言ったよな。それってどの程度だよ」

「口に出す直前の考えくらいだ。それがいやだというなら、読まないようにはする」

「じゃあ、とりあえず今は勘かん弁べんしてくれ」

　七樹がそう言うより前に、灰桜は神しん妙みような顔をした。どうやら七樹の考えがわかる、というのは事実らしい。

　竜珠に対たい抗こうするようにして人じん為い的に編み出された式は、他人を攻こう撃げきしたり傷を癒いやしたりすることはできても、人の心を読み取ったりはできない。だからそのあたりは、式師である七樹にとって未知の領域だった。

「……おまえは、どうしたいんだ？」

　不思議に思って尋たずねる。灰桜は七樹を見上げて、ゆっくりと瞬まばたいた。

「どう……」

「俺のことがわかるって、それでいいのか？」

「七樹の前ぜん生しようは、俺の主あるじだ。俺は、だから、七樹の近くにいたいとは思う、だが、……今の主は、白雪だ」

　灰桜の眉が徐じよ々じよに寄っていく。「七樹は、俺を拒きよ否ひしたいか？」

「拒否って？　意味がわからん」

「封ふう印いんを完全に解除すれば、おまえは俺を使し役えきできる。白雪のように」

「そんなことは望んでねえよ」

　七樹がぴしゃりと言うと、灰桜は大きく目を瞠みはった。その瞳ひとみがたちまち潤うるむのに、七樹はぎょっとする。

「おい、……何も泣くこたねえだろ」

　みるみるうちに、灰桜は涙なみだを落とし始める。七樹は困こん惑わくしたが、昔を思い出して、灰桜の肩を抱だき寄よせた。そのまま両りよう腕うでで自分の胸に押しつけるようにして抱きしめる。……昔、小さな弟妹たちにそうしてやったように。

「近くにいたいってのは、別にいいさ。でも、俺はおまえみたいな子どもをこき使うようなことはしたくねえんだよ」

　だが、灰桜は何も言わず、声すら上げず、ただ七樹の脇わき腹ばら近くに顔を押しつけて、肩を震ふるわせている。

　七樹は溜息をついて、灰桜の背をそっと撫なでた。

「泣くなよ、なあ……」

　慰なぐさめるでもなく、七樹は呟く。

　泣いている子どもほど、七樹を弱くするものはない。斎王はこの子どもは外見と中身が違ちがうと言ったが、それを知っていても、このように泣かれると胸が痛む。

　声をころして泣き続ける灰桜に罪悪感を覚えて、七樹は抱きしめる手にぎゅっと力を込めた。
















　それから十三月に入ると、白雪の身辺はたちまち多た忙ぼうを極きわめた。

　年末年始は斎事が多い。加えて、復活盟約国からやってくる使節団は、年末近くになって天藍に到とう着ちやくすると決まった。

　斎王の一日は、午前は朝議、午後は斎事のための準備となる。白雪は、夕刻から夜にかけてのみ、封印について個人的に調べることにした。




　封印方法を探していることを、白雪はまだ誰にも口外していなかった。書しよ籍せき館が閉館されてからひとりで忍しのび込み、王族閲えつ覧らん室の地下にこもることが多くなった。うっかりしてそのまま記き錐すいの中で寝ねてしまったことも何度かあった。

　体がふわふわするので、ああまた寝てしまったんだな、と思っていると、あたたかい気配が傍かたわらにあるのを感じた。ごく自然な心ここ地ちよさに、白雪は思わず腕うでを伸のばして、そのぬくもりを摑つかみ引き寄せた。手て触ざわりのよい布きぬが頰ほおに触ふれる。そして、懐なつかしい匂におい。

　子どものころによく嗅かいだ匂いは、術師特有の、薬草や乾かわかした花、それらを火で煮にたり焦こがしたりするためにちょっとだけ火の香かも混じっているあの匂いだった。白雪は懐かしさのあまり、涙をこぼしそうになった。

　ひょっとしたら、自分はまだ小さな子どもで、夜風の音が怖こわくて潜もぐり込んだ父の寝ね床どこにいるのかもしれない。このぬくもりと感かん触しよく、そして懐かしい匂いが白雪を騙だまそうとする。

　そう思い込めたら、──いや、それが事実だったら、どれほど幸せだったか。

「白雪、泣いてるの……？」

　戸と惑まどいを含ふくんだ声は、琥珀のものだった。

　白雪はゆっくりと目をあけた。

　思いがけないほど近くで、琥珀が顔を覗のぞき込んでいる。白雪は慌あわてて、布を摑んでいた手を放した。

「こ、はく？」

　どうしてここに？　という混乱のすぐあとで、ここはどこだったかと、白雪は両手をついて体を起こした。琥珀がちいさく溜息をついてから、離はなれていく。

「君こそ、こんなところでこんな時刻まで寝てしまうなんて、何をしてたんだい？」

「こんな時刻って」

「もうおひるの時間だよ」

　琥珀はいつも、食事で時間を表現する。このときもそうだったが、白雪は笑うより驚おどろいた。

「おひる!?」

　朝議は、と慌てて立ち上がったが、突とつ然ぜんだったので眩暈めまいがして、近くに積み上げられていた記錐に足をとられ、転びかける。と、それを琥珀の腕が抱き留とめた。

「白雪、慌てないで」

　くすくす笑う声が耳のすぐ後ろでした。「そんなにお腹なかすいた？」

「……そうじゃ、なくて」

　白雪は、胴どうに回された琥珀の手を、そっと外した。「そんなに寝てたのかと」

「体はどこも痛くない？」

　周囲の記錐のおかげで、頭上の入り口から差し込んだひかりを反射し、あたりはそれなりに明るさを保っている。白雪は琥珀を見てうなずいた。

「痛くはないけど、強こわばってるわ。だから、転びそうになったのよ」

「黒曜がいれば、治してもらえるのに」

　ところで、と琥珀はそのやさしげな顔立ちを引き締しめた。「こんなとこで寝てるなんて、どうしたのさ」

「どうって」

　白雪は言葉を濁にごした。だが、ちゃんと説明して協力を請こうほうが能率はいいと考え直し、封印の方法を探していたのだと説明する。

　と、琥珀は眉まゆを寄せた。

「そういうことは、早く言ってくれなきゃだめでしょう」
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　どことなく怒おこっているような声で、琥珀は言った。「九く連れんが困っていたよ。あの子は白雪の言うことしかきかないから、僕たちが問い詰つめたら泣きそうになってたし」

　九連には、誰に訊きかれても自分がどこにいるか喋しやべってはいけないと命じてきたのだ。白雪はそれを悔くやんだ。明け方には戻もどるつもりだったのだから、今が昼ということは、九連が代わりに朝議も出てくれたのだろう。

「悪いことをしたわ」

「まったく、七樹がいなかったら捜し当てるのにもっと手こずったと思うよ。彼も、いろいろと忙いそがしい身ではあるからさ」

　琥珀の口調がやや穏おだやかになる。

「……そうね」

「やっとのことでとっ捕つかまえて訊いたら、このへんじゃないかって言うからさ。──便利だね、こういうのって」

　琥珀はにっこりした。「とりあえず、封印の術についてはまた改めて探すとして、上に行こう。みんな待っている」

「ええ。本当にごめんなさい」

　琥珀の手を借りて、白雪はゆっくりと部屋の中央にある螺ら旋せん階段を上る。

「本当にここにいたな」

　王族閲覧室に出ると、青磁の声がした。まだ眠ねむい白雪はまぶしさに瞬まばたく。地下も記錐のおかげで明るくはあるのだが、斎さい宮ぐう殿でんの祈き禱とう所と同じでそれほど強い明るさではないのだ。外に出るたびに目が痛むように感じる。

「お手て柄がらだぜ、七樹」

「お手柄も、何も」

　青磁の声につづいて聞こえてきたのは七樹の声だった。白雪はぎょっとして身を強ばらせる。寝ぼけた顔を見られるのがいやだという気持ちが、たちまち体をしゃんとさせた。

「おはよう、みんな」

「何がおはようだ」

「陛下、もう昼です」

　青磁と蘇芳が口々に言う。白雪は肩かたをすくめた。あたりを見ると、円形の王族閲覧室には、蘇芳と青磁がいる。七樹は戸口の向こうにいた。王族以外は入れないためだろうが、近衛たちが入室しているのに、と白雪は思った。

「で、こいつ、何してたんだ？　九連は必要なことは何も言わないし」

「九連をあまり、いじめないで。あの子、おとなしいんだから」

「おまえと同じ顔なのになあ」

「青磁、言い過ぎだ」

　さすがに蘇芳がたしなめる。青磁もそれは自覚があったようで、すぐに黙だまった。

「いじめてなんかないよ」と、琥珀が苦く笑しようする。「ただ、九連は白雪に不都合なことは口にしないからね」

　白雪が命じなかったとしても、九連は自分で判断して言っていいこととわるいことの区別をつけるから、白雪が知られたくないという気持ちを慮おもんぱかって、言わなかっただろう。これは九連環かん杖じようの性質だと、製作者である初代斎宮の経誌に記されていた。

「ごめんなさい、今度から九連には、近衛になら居場所を言ってもいいって伝えるわ」

「それはいいよ、七樹がいるから」

　琥珀はにっこりした。「ね、七樹。忙しいとこ、ありがとうね」

　それに七樹は、いや、とか、どうも、とか、もごもごと答えている。白雪は憮ぶ然ぜんとした。七樹は明らかに白雪から目を逸そらしていた。

「陛下、早く食事と、身み支じ度たくを調ととのえてほしい」

　白雪が釈しやく然ぜんとしない気持ちで七樹を見ていると、蘇芳がそう言った。「長汀から使者が来ている」

「使者？」

　思わず訊き返すと、蘇芳は神しん妙みような顔をした。

「今朝早く、天藍入りした。何か重要な用件があるそうだ。夕刻までに謁えつ見けんしたほうがいい」

「わかったわ」

　白雪はうなずいた。




　浅あさ緋ひは長汀の国主代理として来ており、白雪より先に執しつ政せいである賀宗と謁見した。それによると、復活盟約国は長汀にも竜珠の断絶を勧かん告こくしたという。

　長汀ではもともと竜珠は少なく、神杖と異なって忌いまれる傾けい向こうにある。だが、復活盟約国のもくろみを前もって白雪から知らされていた静せい玄げんは、今すぐには無理だ、と返答したそうだ。何な故ぜなら、

「復活盟約国は、我が国を貴国の属国扱あつかいしたのですよ。そのせいで、我が君は腹を立てたようです」

　浅緋はやや苦笑した。「貴国と対等とは言いませんが、属国とはまた違ちがうという感覚ですから、我が国では」

　白雪と浅緋の引見は、城内南面の来らい賓ひん館の一室で行われた。広い中庭を三方から囲むように棟むねが立てられている来賓館は、開国してから新しく作られた。

　その一棟に、くつろいだりお茶を飲んだりするための部屋がある。南の中庭に面していて、冬でも陽光がさんさんと降り注いでいた。

「そりゃあ、怒るでしょうね。長汀は、神杖のように国を鎖とざしてもいなかったのだし、他国には別の国だと認にん識しきされているはずなのに」

　白雪は言いながら、お茶のおかわりを浅緋に差し出す。斎王が客人に手ずから茶をいれるのは、さすがに神杖でもめずらしい。

「ですから、私は思ったのです。ひょっとしたら私どもは先方に試ためされているのではないかと」

「試されて？」

「はい。復活盟約国は、こちらを挑ちよう発はつして怒おこらせようとしているのではないかと」

「なるほど、……つまり、こちらが怒れば、あちらはそれを正当な理由にして、何かいちゃもんをつけてくるかもしれないってことね」

「いちゃ……まあ、私が言いたかったのはそんなようなことです」

　浅緋は苦笑した。素すの出た白雪は慌あわてて口もとを押さえる。どうも、浅緋の前では気がゆるむ。……朱あか月つきに似た印象があるからだろうか。

　もちろん、浅緋と朱月は全然似てなどいない。ただ、同じ長い長い時間ときを生きつづけてきたというだけだ。

　今は浅緋も、常人のように年を取っているという。おそらく、朱月と結び合わされていた命は、朱月が滅めつすると同時に、正常な時の流れを取り戻したのだろう。

「……陛下はずいぶんと、その、変わられましたね」

　それまでやや形式張ったやりとりをしていたが、ふと、浅緋がものやわらかな口調で言った。その顔に浮うかぶ柔にゆう和わな微び笑しようは、初めて見まみえたときの殺意を悪夢のように感じさせる。

「あら、そうかしら？　ねえ？」

　白雪は思わず、壁かべぎわに立った近衛を振ふり返った。三人とも、まじめくさった顔をして答えない。白雪は肩をすくめて浅緋に向き直った。

「でも、本当に、髪かみがずいぶんと伸のびられたからかもしれませんが」

　浅緋はゆっくりとしゃべる。「いささか、……凜り々りしくなられた印象が、あります」

「それは、褒ほめてくれてるのかしら？」

「もちろんです」

「ありがとう」

　白雪は礼を言ってから、ちょっと笑った。「じゃあ、ここからは私的な話ね。──浅緋さんも、元気そうで何よりだわ。静玄さまも、お元気みたいですね」

　今は隣りん国ごくの国主である静玄は、最初は白雪を排はいそうとしていた。そのころから、浅緋は静玄の密命を受けて動く間かん諜ちようのような役割を担になっていた。神杖ふうに言えば御庭係だろうか。

　朱月とその身を運命さだめで結ばれていた浅緋は、白雪が朱月を滅する唯ゆい一いつの存在と知っていたから、静玄を唆そそのかして白雪を殺そうとした。結局それは果たせず、彼は半身とも呼ぶべき友、それ以上の存在を失った。

　その後の浅緋については、静玄が手紙で詳くわしく知らせてくれた。朱月を失ったことで心身を病やみかけもしたようだが、今は立ち直っている。

　彼がどれほどの辛しん苦くを味わったか、この地上で知っているのは自分だけだと白雪は思っている。──同じ苦しみを、白雪もまた味わったからだ。

「相変わらず、政まつりごとに明け暮れていますよ。陛下からの信書が何よりの楽しみだそうです。我が君の返書を預かってきました。私の手ずから、陛下にお渡わたしせよ命じられて」

　今では我が君と呼ぶ主あるじの話をするとき、浅緋はうれしげだ。子どものころから世話をしてきたというから、静玄を息子むすこのように思っているのかもしれない。

　浅緋の差し出した紙束を、白雪は押し戴いただいた。中身はあとで読むことにして脇わきへ置く。

「何はともあれ、先方の意が読めない今、陛下には、お気をつけられたほうがよろしいかと」

「そうね。わたしは短気だもの」

　白雪は溜ため息いきをついた。「けれど、できるだけことを荒あら立だてたくはないという気持ちは強いです。それに、こちらは先方の望む竜珠の断絶を決めてしまっているし、こちらに不利な条件をのませようとしない限り、先方の挑発は無む駄だだと思うわ。──ただ、この国を支配したいとでも考えていない限りは」

　国の支配、と考えて、白雪は気が重くなった。

　今では生まれた土地である神杖に愛着もあるし、政にやりがいも感じている。だが、国をひとりで動かすことができるとはまだ思えない。多くの者たちの助けがあってこそ、自分は斎さい王おうたれるのだとしみじみ考える。

「ところで、……陛下は、今後、どうなさるおつもりですか？」

「どう、とは？」

　唐とう突とつな問いかけに、白雪は我に返る。

「その、陛下は現在、執政者として玉座に在るわけですが、後こう継けいについては、何かお考えなのですか？」

「いいえ、全然」

　白雪は首を振った。浅緋は微び妙みような表情を浮かべて、白雪から目を逸らす。

「では、その、……どなたか、約定を交かわしたお相手は、いらっしゃいますか？」

　一いつ瞬しゆん、白雪は何を言われているかわからなかった。まず、なんの『約定』かが理解できなかったのだ。

　白雪は、背後で近衛の気配が乱れたのを感じ取る。

　止まった思考がすぐに動き出し、直前の会話から、遠回しな浅緋の言葉の意味を理解した。

「それつまり、言い交わした相手がいるか、ということですか」

　頰ほおが熱くなるのを覚えながら、白雪は問い返した。浅緋に対して照れるのもおかしな話だ。彼をそのように特別に想おもっているわけではないのに。

「不ぶ躾しつけとは思いましたが、その、陛下もお年ごろですから、良りよう縁えんがあるのではないかと思って、……我が君は、我が国を貴国の属国扱いをされるのは腹立たしいが、国同士が強く結びつくことに否いなやはないようで、……自分と陛下が縁を結べばそれがかなうと考えているようです。身分や年ねん齢れいも、釣つり合っているし」

　白雪はますます顔を赤らめた。

　静玄が自分を特別に扱ってくれているのは知っていた。過去に不幸な行き違ちがいはあったが、信書のやりとりで好感の持てる青年なのはわかっている。しかし正直なところ、白雪は彼をそのような対象として見たことはなかった。

　そしてまた、浅緋にその可能性を示し唆さされて、まず真っ先に白雪の脳のう裏りに浮かんだのは、七樹だった。

　彼と言い交わした憶おぼえはない。それどころか、いやな女だと思われているのは間ま違ちがいない。でなければ、灰桜を通じてつながっていることを、あれほど嫌いやがりはしないだろう。

「このたびは、その申し込みも兼かねていたのです」

　浅緋はやわらかくつづけた。「我が国が貴国の属国と見られるのは、我々としては心外です。だが、元々は友好国として通じ合ってきた。それに、復活盟約国の言げんが事実であれば、今後、世界的に危機的状じよう況きようが訪おとずれるでしょう。この際、二国で手を結び、力を合わせてはどうかと、我が君はお考えになったようです。──つまりこのたびは、陛下と自分で縁を結び、国も結んでしまおうと、結けち縁えんのお申し込みをさせていただきたく、私わたくしが参上した次し第だいです」

　うつむきかけていた白雪は、思わず顔を上げた。

　気づくと傍かたわらに気配がある。青磁なのが、振り返らずともわかった。

「突とつ然ぜんですな、そのようなお申し出は、」

「貴国にとっては突然やもしれませぬが、我が君は以前から、陛下を想っておりました」

　浅緋は青磁を見て、はっきりと言った。

「青磁、戻もどれ」

　蘇芳が厳しく言う。「陛下の言を遮さえぎるな」

「しかし、」

「いいのよ、蘇芳、青磁も。──浅緋さん、それは、……」

　白雪は首を振った。「正式なお申し出とあっても、わたしの身の振り方は、わたし自身では決められることではありません」

「そうでしょうね」と、浅緋は白雪に視線を戻す。「議によって論ずるべき問題ではあります、これは」

　確かに浅緋の言うとおりだった。

　王位にある白雪の結縁については、白雪個人の意思でどうこうできるわけではない。神杖では、女性が王位に就ついた場合、そのほとんどが正式に夫を持つことなく位を退しりぞくのが慣習になっていた。男性が王位に就くのとはわけが違うのである。

　もちろん、女性の王でも在位中に愛人を持ったり、子を産んだりすることは可能だ。だが、男性の王に与あたえられる王おう妃ひや側室が異国人で固められ、政の権限を与えられないのとは異なり、女性の王が縁えんづくのは周りにいる者である場合がほとんどだった。そうなれば政が私わたくしされる可能性が高まる。事実、初めて女性が王位に就いた代はそうなった。

　そのため、以降はそのようなことがないよう、理法で定められさえした。──曰いわく、女性の王は、国の不利益になる相手と縁を結ぶべからず、と。

　これにより、神杖で女性が王位に就くのはまれなこととなった。

　しかも白雪は斎王である。ただの聖王とはわけが違う。国を守っていた結界が解かれ、輝キ石セキノ神カミがいなくなり、斎職が形けい骸がい化しつつある今もそれは変わらないだろう。

「しかし、問題はそのようなことではございますまい」

　浅緋は静かに告げた。「そのごようすでは、陛下はどなたか、心に決めた方がいらっしゃるのですね」

　白雪は息をのんだ。

　これが近衛ならば、日常を共に過ごす相手に見み透すかされたと納なつ得とくできただろう。しかし相手は年に一度会うか会わないかの浅緋である。

　思わず白雪は振ふり向いた。近衛たちはいっせいに、ぎょっとしたような顔をする。

「ごめんなさい、みんな、退出してくれないかしら？」

　懇こん願がんする白雪の言葉に、全員が顔を見合わせた。だが、近衛は斎王の言に逆らえない。三人は黙だまってうなずくと、退出の礼をとって部屋を辞した。




　全員が隣となりの控ひかえの間に入ったのを見て、白雪は無意識に肩かたに入っていた力を抜ぬいた。

「そんなことは、……ないです」

　浅緋に向き直り、首を振る。

　心に決めるも何も、これは一方的な感情だ。それに白雪は、過去にこのような惹ひかれ方をしたことがない。──朱月とは、違う。

「けれども、そのようには見えません」と、浅緋は小さく笑った。「もし陛下が、どなたかを想ってらっしゃるとしたら、私はそれをうれしく思います」

　白雪は頰を赤らめたまま、じっと浅緋を見た。

「何な故ぜ、……」

「あんなひどい男のことはさっさと忘れたほうがいいと、思うからです」

　その言葉に、白雪は思わず苦く笑しようした。

「そんなのは、無理です。だって、あの人は他ほかの誰とも違うもの。……浅緋さんだって、そうでしょう？」

「確かにそうですが、……俺と違って、あなたはまだ若いから」

　ふいに浅緋の口調がくだけたものへと変わる。「俺は、あいつのことを憶えていても、たいして痛みも感じない。あなたはそうはいかないだろうから……誰か他の者を好きになれば、早く忘れられる。人はそういうものだ。──特に女性はそうらしい」

　最後の一言に、白雪は思わずふき出した。あまりにも浅緋の言い方が滑こつ稽けいだったからだ。

「そうね、男性より女性のほうが、そういうことには強いってよく聞くし。……でも、わたし、誰のことも好きなわけでは、」

　そこで白雪は言葉を失った。好きなわけではない、とは偽いつわりでも言いたくないと思ってしまった自分に愕がく然ぜんとする。

　白雪の変化に、浅緋は眉まゆを上げた。

「陛下？」

　恭うやうやしい呼びかけに、白雪は再び頰を染める。

「好き、なのかしら、これは」

　自分でも驚おどろくほど声が小さくなってしまう。

　彼のことを考えると、自分が今までとは違う自分になってしまうのがわかる。胸の奥で心臓が激しく自己主張をして、体が熱くなるのだ。

「わからないわ……」

　好きという気持ちは、今までの白雪にとって、もっとやさしく、あたたかく、やわらかなものだった。

　たとえば、父と慕したっていた朱月を、白雪はとても好きだった。何も知らなかったころはただただ慕い、彼とともにいることが生きることそのものだった。

　彼を失ったと思い、その傷を癒いやそうともしたが、結局は彼自身にもっと深く傷つけられた。憎にくんでいたとさえ告げられ、白雪は、親愛の情と信しん頼らいを裏切られた。

　だが、その彼の憎しみゆえに白雪は、それまでとは異なった想いを抱いだくようになった。ひとりの人間として朱月を憐あわれに思い、彼の負った傷を癒したいと考えた。朱月の心が憎しみで冷たく冷え固まり、重たくなっているならば、それを自分があたためたい、と。

　それが愛しているということだと琥珀に教えられた。

　──だが、七樹に対しては、違う。

　彼は白雪を苛いら立だたせる。自身を削けずり、棄すててまで自分の大切なものを守ろうとする。いや、大切なものでさえない白雪すら救った。それが白雪には腹立たしくてならないのだ。

　もっと自分を大切にしてほしいと思う。

「その、お相手の方を伺うかがいたいのではないのです」

　浅緋の言葉に、白雪は落ちつきを取り戻す。

「ごめんなさい……」

　謝ると、浅緋は首を振った。

「ただ、陛下に想おもう方があるならば、この話をすすめるのは酷こくですから、お気持ちを確かめたかっただけなのですよ」

　浅緋は小声で言った。「我が君にはそれとなく伝えておきます。陛下はまだ、そのようなことを考えてはいないと」

　白雪は無言でうなずいた。




「あの人も、余計なことを言ってくれるなあ」

　控えの間で最初に口を開いたのは琥珀だった。

「しかし、白雪もこれで自分の気持ちをはっきりさせられるんじゃないだろうか」

　そう言いながらも、蘇芳の顔は浮うかない。「なあ、青磁」

「……ああ」

　応こたえる青磁は上の空だった。

「蘇芳はそれでいいの？　諦あきらめちゃうわけ？」

　琥珀はどことなく詰なじるような口調で問う。

「諦めるも何も、俺たちに何ができる？」

　蘇芳は苦笑した。「斎さい王おうにとって、俺たちはただの臣下に過ぎない。臣下が主あるじを想う心までは禁じられはしないが、それを口に出してどうなるわけもない」

　口に出したことのある琥珀は、憮ぶ然ぜんとしながらも口をつぐんだ。

　斎宮にとって騎き士しは、位を退いたのちの結けち縁えん相手の候補でもある。だが、神杖育ちでない白雪にその認にん識しきはなかったし、位を退くと同時に、神杖でもっとも高貴なる位に就いてしまった。

　このままでは、神杖の国内では誰ひとり、白雪を求めることは許されない。

　白雪からでなければ、手を差し出すことはゆるされないのだ。

　臣下が斎王を求めるなど、不敬罪でしかない。

「青磁は？」

　琥珀は諦めきれず、窓辺で外を眺ながめている青磁に歩み寄った。

　青磁はそれに、ぴくりと顔を引きつらせる。

「何が」

「白雪が、七樹を、……たぶん、好きだってことさ」

「……俺たちに、何ができる？」

　青磁は静かに呟つぶやいた。「あいつの心をねじ曲げて、自分を想ってもらいたいとでも言うのか、琥珀」

「そうじゃない」

　琥珀は鼻白んだ。「白雪が、……七樹を好きで、七樹も憎からず想っている。でも、ふたりで幸せになれるんだろうか」

「幸せは、自分自身で決めることだ。他人がとやかく口を挟はさむものじゃない」

　青磁の声は低かった。「たとえ傍はたから見て幸せでないように感じられても、本人たちが心から幸せだと感じているなら、それでいいだろう……」

　それはどこか、自分に言い聞かせているようだった。




　浅緋との引見が終わってすぐ、白雪は奥おく殿どのへ引き取った。落ち着かず、気持ちが乱れて仕方がなかったのだが、書しよ籍せき館の地下室で一晩中過ごしたからだと、近衛たちは思ってくれたようだ。少なくとも表面上は。

「……灰桜」

　寝しん所じよで人ひと払ばらいをし、ひとりになった白雪は手て燭しよくを掲かかげて床ゆかに影かげを落とした。呼ぶと、たちまち灰桜がその中から現れる。

「白雪」

　灰桜は、その幼い顔に心配そうな表情を浮かべていた。

「さっきの話、聞いてた？」

「……うん」

　白雪が寝台に腰こし掛かけると、灰桜もその隣に跳とびのる。

　彼はそっと、白雪の左手にふれて言った。

「白雪は、不安なんだと思う」

「不安？」

「七樹は無茶をするから、いつ、どんな目に遭あうかわからないだろうと、思っているんじゃないか？」

「そうね、……そうだわ」

　口にして認めてから、白雪は激しく後こう悔かいした。

　そしてまた、このことを誰にも知られてはならないとも思った。

「白雪は、どうしたい？」

「どうって」

「七樹とつながっているのを、よくはないと言っていた」

「あれは、……七樹がいやだって……」

　白雪は口ごもった。

「七樹が嫌いやだと言ったのは、俺がふたりのあいだに入って、勝手に記き憶おくや考えをやりとりされることだ。白雪とつながっているのを嫌だとは言っていなかったぞ」

「そうだったかしら」

「どっちにしろ、今はまだふたりをつないでおくしかないから、それは我が慢まんしてほしい」

「我慢なんて」

　白雪はかすかに首を振ふった。「つながっているからって、困ることは今のところないもの。……居場所がわかるのは、その、ありがたいし」

「だったら、よかった」

　灰桜はほっとしたようだった。白雪はそっと彼を抱き寄よせる。

　寝具には由永が温おん石じやくを入れてくれたし、寝所の内側は気温が上がるよう術がかけられている。だから白雪は寒くなかったが、それでも灰桜のぬくもりがいとしかった。

「このあいだ、」と、灰桜が顔をほころばせる。「七樹も、こうしてくれた」

「……よかったわね」

　くす、と白雪は笑った。「灰桜は、もうあの人が怖こわくないのね」

「うん。大好きだ」

　子どもは無む邪じや気きに破顔した。「あいつが、俺の最初の主あるじの魂こんを持っていなくても、好きだ。今、それは関係ない。本当に別人だから。……それでも、俺は七樹が好きだ。口は悪いけど、やさしいから」

「そうよね」と、白雪はうなずいた。「素す直なおじゃないんだから」

「でも、そういうところも好きだ」

　灰桜は幸せそうに笑う。

「灰桜は、素直ね」

「だって、本当のことだ。隠かくす必要もない。俺は七樹がいてくれてうれしい。好きだから、傍そばにいたい。本当は、魂にかけられた封ふう印いんを解いてやりたい。そうしたら、俺と完全につながるから、使し役えきしてもらえる」

「封印……」

　白雪はその言葉に、溜ため息いきをつく。「そういえば、もうすぐ使節団が来るっていうのに、竜りゆう泉せんの封印方法が見つからないの。何かいい考えはない？」

「ないこともない」

　灰桜は神しん妙みような顔をした。「この前、竜泉を見に行っていたときに、考えたんだ」

　白雪はごくりと喉のどを鳴らした。

　灰桜は、ふれていた白雪の左手を握にぎると、語り始めた。

「この白雪の左手は、俺の力をこの形に調ととのえてくっつけただけなんだ。今では白雪の身としっかりくっついているから、最初からついていた手と同じで、もう外すことはできない。……俺の力はそうやって、少しずつ分けて、別のものにすることができる。また、七樹の前ぜん生しように分け与あたえたように、切り分けて誰かに譲じよう渡とすることもできる。……そうすると、俺自身の力はどんどん減っていくが」

「そうなの？」

　白雪は驚おどろいた。七樹の前生、そして自分の左手に力を分け与えたはずなのに、灰桜の力は今も強大だ。最初にはいったいどれほどの力を有していたのだろう。

「竜泉は、地表の内側で穴が空いている状態なんだ。竜泉の中まで潜もぐって見てみたが、たいした大きさの穴じゃなかった。その穴から噴ふき出した一部が、竜道のほうへ流れ出しているようだったから、そこを塞ふさげば、竜道も自然となくなると思う」

　だから、と灰桜はつづけた。「その穴に、俺の力を詰つめれば、封印のはたらきができると思う」

　白雪は目を瞠みはった。

「でも、灰桜、そんなことをして、だいじょうぶなの？　あなたの力が減ってしまったら、」

「他ほかに俺の使い途みちなぞないだろう」

　灰桜は無邪気に笑った。「今まで俺は、いろんなことをしてきた。白雪から見れば非道だと感じることがほとんどだ。それでもこうして生き存ながらえて、……白雪と一いつ緒しよにいると楽しかった。七樹にも会えた」

　白雪は、灰桜の頭に手を置いた。さらさらの髪かみの手て触ざわりが心ここ地ちよい。

「白雪の役に立てれば、それ以上うれしいことはない」

　灰桜の言葉が、白雪にはひどく悲しく感じられた。

　千ち白しろはどうだったか今では確かめるすべもないが、灰桜はどうやら有限の存在らしい。

　であれば、その力を使って封印を施ほどこしたとき、彼自身の存在はどうなってしまうのか。

　白雪はその考えに至って、思わずぎゅっと灰桜を抱だきしめた。

「でも、……灰桜、どうか無理はしないで」

「白雪、どっちかだ」

　灰桜の答えは淡たん々たんとしていた。「どちらかひとつ。ふたつともは、選べない」

　選せん択たくなどできない。

　すべてを得るためにはどうすればいいのか。

「封印をするとなったら、決して、失敗はしない」

　灰桜は断言した。「必ず成功させる」

　白雪はそれでも、不安だった。

　成功したとしても、灰桜はそのとき、どうなるのだろうか、と。
















　年末も差さし迫せまった時期に、使節団が天藍城へ入った。

　小規模だとは聞いていたが、驚いたことに構成員はたった十三名だった。うち一名が統とう帥すいだ。

「軽く見られてる気がするぜ」

　蘇芳の報告を聞き終えると、青磁が忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「それくらいで怒おこっちゃだめよ」

　白雪はたしなめた。「こちらのことを慮おもんぱかってくださったのかもしれないし」

　正直なところ、年末の多た忙ぼうな時期に大人数で押しかけられても困る。軽かろんじられていると考えるより、気き遣づかわれたと思っていたほうが気が楽だった。

「そこまで考えてくれたのなら、年末に来るより、年があけてからのほうがありがたかったよね」

　琥珀が肩かたをすくめる。

「そうも言ってられないだろう、ことは急を要するんだ」

　蘇芳が深く息をついた。

　竜珠の断絶についての憶おく測そくや噂うわさが城下を飛び交かっているのは、朝議でも問題になっている。この年末に不ふ穏おんな空気がつづくのは世相としてよくない。早めに公告すべきなのだろうが、竜珠に代わる式について、何もかもが不ふ透とう明めいで知識が足りない。本当に竜珠の代わりとできるのか。それが確定しなければ公おおやけに報じてはならないと、白雪は斎さい王おうとして臣下に命じていた。

「それもそうだけどさ、……で、黒曜は？」

　四羽を送っていった黒曜は、使節団を導いて入国した。先に報告を受けた蘇芳のみが顔を合わせており、謁えつ見けんが終わるまでは使節団側に留め置かれる。

「元気そうだったぞ。統帥と陛下の謁見が済んだら、近衛に戻もどると言っていた」

　蘇芳が答える。「いろいろと、話したいこともあるようだった」

「それは、よかったわ」

　黒曜のことは白雪も案じていた。使者として四羽に同行したが、ひょっとしたら帰ってこられないかもしれなかったのだ。見知らぬ相手方に乗り込んでいく身は、いつも死を覚かく悟ごせねばならない。最初、この役目は青磁が名乗り出ていたが、本人の希望により、黒曜となった。最終的に決定したのは白雪である。白雪は、黒曜が四羽を気にかけているのに気づいたのだ。

「ところで、使節団の中に四羽さんはいないの？」

「いないようだな」

「そう……」

　白雪は、残念に思った。彼女にはもう一度、ちゃんと会って話をしたい。黒曜がついていけば、ひょっとしたら一緒にまた来てくれるかも知れないとも考えたのだが。

　白雪は、壁かべの杖つえ立たてに立てかけておいた九連環杖を手にした。と、不思議なふんわりとした熱さと、奇き妙みような感覚が伝わってくる。

　胸むな騒さわぎというほど物ぶつ騒そうでなく、かといって先さき見みというほど明確でない感覚だった。このさきに、何かが起きる。それがよいことか、悪いことかまではわからない。ただ、何かが起きる。

「陛下？」

　琥珀の呼びかけに、白雪ははっと我に返った。

「ごめんなさい、……その、」

「何か、見えた？」

　琥珀の心配そうな顔に、白雪は首を振ふる。

「何かが起きる、って気がしただけ。──でも、そのとおりよね。これから何かが起きる。いいえ、起こそうとしているんだから」

「僕たちは、そうやってことを起こそうとしている君を手助けし、支えるために傍そばにいるんだからね」

　琥珀は、蘇芳と青磁を交こう互ごに見た。「だから、ちゃんと頼たよってね。ひとりだけでなんとかしようとして、しきれないときには、必ず手を貸すから」

「ありがとう」

　白雪はうなずいた。「じゃあ、行きましょうか」

　白雪が前に出ると、三名の近衛は左右に分かれて、礼をした。そのまま部屋を出ると、近衛たちがあとからついてくるのがわかる。

　謁見の間までのあいだに、白雪は今までに取り決めた手順を何度も頭の中で繰くり返した。儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつ、実務的なやりとり、先方が何を言ってくるかなど、またそれらへの予想できる対応は賀宗と話し合って決めてあった。予想と異なった対応をされたら、それは自分でしのぐと言ってある。

　建物の奥にある回かい廊ろうは、昼間でも、斎王が通るときには壁の燭しよく台だいに太い蠟ろう燭そくが灯ともされる。ゆらゆらと影かげを揺ゆらしながら、白雪は謁見の間にたどりついた。

　以前は、謁見の間にある玉座は十三段もの階段を上らなければならなかった。今はそこには誰もいない。高たか座くらは輝キ石セキノ神カミに譲ゆずり渡わたしたとして、白雪は玉座を新しく謁見の間の片かた隅すみに作らせた。高さは、ない。ただ壁ぎわに椅い子すがあるきりだ。だが、それへ臣しんが平へい伏ふくすることもない。白雪が必要以上に恭うやうやしく扱あつかわれるのをひどく嫌いやがったためだ。

　斎王に対して臣下が過か剰じように恭しくしすぎないことを白雪は望んだ。十四まで放ほう浪ろうの旅を繰り返してきた身にとって、平伏されずとも、何もした憶おぼえはないのに頭を下げられるのはひどく怖おそろしく、また居い心ごこ地ち悪く感じられたからだ。

　その要望は戸と惑まどいながらも受け容れられたが、そんな白雪を、威い厳げんがないと陰かげ口ぐちを叩たたく者もいた。しかし、十代で威厳を身につけられるような育ちはしていないと白雪は思っているので、どうということもなかった。その程度で傷つく矜きよう恃じでもない。

　自分より年取った者たちに頭を下げられるほど自分が偉い大だいではないのを、白雪はよく知っていた。




　斎王桜おう院いん雪せつ月げつが謁見の間に入っていくと、先さき触ぶれが抑よく揚ようをつけて唄うたうように告げる。

　白雪の持つ九連環杖が涼すずやかな神音かのんを響ひびかせる中、すでに中へ入って待っていた使節団が上体を深く曲げて礼をしているのが見えた。皆みな、最初に見た七樹と似たような衣服を身につけている。体にぴったりとした服装は機能的なのだろう。何枚もの重ね着を斎宮として経験していた白雪にはそれがよくわかる。

　少し離はなれた場所には黒曜が、同じように頭を下げていた。

　玉座の左右には、八公がすでに控ひかえていた。玉座のすぐ隣となりには八公を束ねる大おと臣どの頭かみ、杖州公賀宗がいる。強こわばった顔つきをしているように見えるのは、緊きん張ちようのためだろうか。おそらくはこの中でもっとも年長に数えられるであろう賀宗すら、このような局面には緊張するのだとわかって、白雪はなんとなく安あん堵どした。

　彼が緊張するのなら、自分なぞ緊張していてあたりまえなのだと考えながら、白雪は早足できびきびと玉座へ近づき、座った。

「使節団の皆さま、面おもてを上げてください。我が国の斎王、桜院雪月さまのお出ましです」

　神音の響きが残る中、賀宗が声をかけると、使節団の面々はゆっくりと体を立てる。

　白雪は息をのんだ。

　黒曜が、前へ進み出る。

「陛下、勅ちよく命めいを果たし、戻りました」

　白雪は、戸惑いを隠かくしながらうなずく。黒曜の声は凜りんとして、静かな間に響き渡った。

「こちらが、使節団の統帥を務める方です」

　白雪を戸惑わせた張本人、──統帥と呼ばれた者は、泣き笑いの表情が刻まれた面をその顔につけていたのである。

　白雪はちらりと傍かたわらの賀宗を見上げた。賀宗の目には戸惑いの色が濃こい。緊張しているだけではなく、統帥の仮面に困こん惑わくしていたのだと白雪は悟さとる。

「このように、わけあって顔を隠さねばならぬため、仮面をつけたままで失礼いたします」

　ゆら、と近くの気配が動いたのが白雪にはわかった。八公のうち、誰かが憤いきどおっているのが気配で感じられる。おそらく、統帥がふざけた面をつけているのに腹を立てたのだろう。確かに、統帥の態度は決して不ぶ躾しつけではなかったが、その面は明らかに玩がん弄ろうに近い悪意めいたものを感じさせた。

「わけとはどのようなものか、お尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

　賀宗が問いかける。このような場では高貴なる者はあまり口を開かぬほうがよいと、以前から厳しく言われているため、白雪は口を閉とざさざるを得ない。

「のちほどお話しいたします」

　仮面の下でしゃべっているにも拘かかわらず、統帥の声はひどく明めい瞭りように澄すんで聞こえた。意外と若々しい。

　ふと白雪は思い返す。灰桜の持っている記き憶おくは結局、白雪以外の者に見せることはできなかった。しかし七樹の記憶を見たから、白雪は統とう帥すいの顔を知っている。だから自分に対して顔を知られたくないと思って隠しているのなら無む駄だだ。

　とにかく面を気にするのはやめた。泣き笑いの表情がどうにも滑こつ稽けいで、じっと見ていると笑ってしまいそうになるのだ。緊張が限界に達しているせいもあるだろう。

　国の存亡を問う場面で笑い出してしまうのは避さけたかったので、白雪は下腹に力を込めた。

「無礼ではないか」

　言葉を発したのは、八公のひとり、道延だった。

「涼州公、お静かに」

　賀宗がなだめる。

　たとえわけがあって顔を隠さねばならぬにせよ、そのような面はどうなのかと、問うこともできたが、賀宗はそうしなかった。相手がこちらを挑ちよう発はつして怒おこらせようとしている可能性があるからだろう。

「陛下よりの親書を賜たまわって、私わたくしめが参じました。氷期の件と、竜珠による星の危機をご理解いただけたようで、誠にありがたく思っています」

「我々も、そちらさまのご報告を承うけたまわり、竜珠の断絶を検討しております」

　白雪はよどみなく述べた。「ただ、我が国の竜珠は多く、断絶の処置もすぐにというわけにはまいりません。竜珠によって生なり業わいを立てる者にそのような処置を施ほどこせば、路頭に迷ってしまいます。そうなれば民たみが困ります」

　白雪は言葉を飾かざる気はなかった。異国から来た者に、どのようにこちらの状じよう況きようをわかってもらうか、ただそれだけを考えた。あくまでもありのままに伝えることが最良だと思ったのだ。

「それで、復活盟約国の皆さまに、わたくしからお願いがございます」

「お願い、ですか……」

　さすがにこれには統帥も戸惑ったようだ。声こわ色いろに困惑が滲にじんでいる。

「どのようなものでございましょうか」

「そちらさまでは、式という理ことわりをご利用になっていると伺うかがいました。それを、竜珠の代わりに我が国でも使えるようにしたいのです。式とは、読み書きさえできれば誰でも扱えると聞きました」

「ですが、竜珠に式は使えません」

　統帥はすかさず答える。

「ええ、ですから、竜珠を断たたれた者に、式を教えてほしいのです。竜珠でなくなれば、使えるようになるのでしょうか」

　統帥の答えはなかった。相手が驚おどろいているのか、それとも困っているのか、白雪には感じ取れない。仮面をつけているのは表情を読ませないためかと疑う。

「陛下、失礼ながら、こちらも、神杖の方々にお願いしたき儀ぎがあります。陛下のお言葉に応こたえる前に、まずはそちらを申し述べさせていただいてよろしいでしょうか」

「……どうぞ」

　予想していなかった切り返しに、白雪は許可を与あたえる。

「神杖には、竜泉と呼ばれる場所があると聞き及およんでおります」

「あります」

　白雪はうなずいた。

「そこからこの惑ほ星しの命そのものというべき力が湧ゆう出しゆつしている。そのためにこの地には竜珠が多いとも伺いました。竜珠を絶っても、力の湧出を抑おさえられない限り、地は衰おとろえていく。それを止めるには、竜泉を封ふうじるしかありません。……陛下は強大な竜珠とのこと。どうか、その竜泉を封ふう印いんしていただきたい」

　白雪は黙だまっていた。それはすでにこちらも考えている、と言うべきか迷ううちに統帥はよどみなくつづける。

「正直に申し上げまして、神杖は建国以来、他国との交わりを最小限にとどめていた。少なくとも、海の向こうでは神杖を、竜珠の多い土地、秘された不ふ吉きつな国だと思っている者も少なからずいます」

　白雪はぎゅっと歯をかみしめた。両りよう脇わきの八公から険悪な気配を感じる。心を砕くだき尽つくす国をわるく言われれば、いい気がしないものだ。

「復活盟約国が秘ひ密みつ裏りにことを運ぼうとしたのも、そのためですか」

「はい」

　白雪の問いに、統帥は短く答えた。

「つまり、開国したにも拘わらず、我が国は、他国の言葉に耳を貸さない愚おろかな国だと思われていたわけですね」

「陛下、失礼ながら、その通りでございます」

　白雪が玉座から立ち上がるより先に、左手からとび出した者がいる。一いつ瞬しゆん、何が起きたか白雪には理解できなかった。

　翻ひるがえる青い衣ころもは、道延のものだった。




　道延は佳春より涼州公を受け渡わたされた際に、代々の涼州公が王を守るために帯びる大小二振ふりも渡されていた。太刀たち金桂、小太刀銀桂である。

　その両方を抜ぬいて、白雪から遮さえぎるように統帥の前に立った道延は、金桂を統帥に向け、銀桂をその傍らの使節員に向けた。しかし、誰も微び動どうだにしない。

「さきほどから聞いておれば無礼の数々、許し難し。面を取れ！」

　腹に響ひびくような怒いかりの声に、白雪は驚いた。賀宗を見ると、さすがに焦あせっている。

「涼州公、」

「陛下、この者が異国から来たというのはでたらめです。他ほかの方々も気づいておられるはずだ！」

「でたらめとはひどい」

　仮面の下から聞こえる声が、微び妙みように口調を変えていた。

「──待って、道延」

　張り詰つめた空気をするりとすり抜けて、刀をかまえる道延に近づいたのは、戸口近くで控えていた星曜館館長、夜鳩だった。

　立ちすくんでいた白雪は呆あつ気けに取られたが、謁えつ見けんの間にいるほとんどの者が同じ状態だった。近衛たちも、固かた唾ずをのんでこの場を見守っている。

「君の気持ちはわかるけど、陛下の御ご前ぜんですよ」

「ええいうるさい！」

　道延はきっと夜鳩を睨にらみつけた。「こいつの無礼と不義を許せるはずもないだろうが！」

「こいつ呼ばわりですか」

　仮面の下から揶や揄ゆが響いた。

　瞬しゆん時じに道延は光の速さで金桂を振り下ろした。思わず白雪は立ち上がる。

　きまじめで融ゆう通ずうのきかない道延がまさかそのような暴挙に出るとは……

「！」

　だが、道延は言葉にしたほど怒りに我を忘れていたわけではなかった。

　統帥の仮面がまっぷたつに断ち割れ、落ちる。

　分厚い絨じゆう毯たんの上に、音もなく木もく片へんは転がった。

「あれは……！」

「貴様！」

　謁見の間、全体から声が上がる。その声はどこか呆あきれたような、それでいて安あん堵どにも似て聞こえた。

　白雪はわけがわからず、そのまま前に進み出る。

「待った道延、御前だ！」

　素す早ばやく納刀した道延が、統帥の首根っこを捕つかまえて殴なぐりかかろうとしたのを、夜鳩が必死で止める。「それ以上はあとで！」

「そうだぜ道延、俺を殴るなんて、あとからいくらでもできるだろう」

　統帥と称しようする男はにやにやして言った。確かにその顔は、七樹の記き憶おくの中にあったものと同じだった。

「貴様、よくもいけしゃあしゃあとそのような……！」

「ほら、陛下もいらっしゃった！」

　近づいた白雪が視界に入ったのか、夜鳩はほっとしたように言った。「他の方々も、どうして止めてくださらないんですか！」

「止めるも何も、涼州公のお気持ちはわからんでもないしのう」

　賀宗がうなずいた。

「公式の謁見で、涼州公に異国の使者を害させるわけにはいきませんよ！」
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「それもそうだ」

　八公の中でも若い、療りよう部ぶ卿きようと物もの部のべ卿きようが列から出て、道延の腕うでを統とう帥すいから引き剝はがした。

　自分より年下の者に止められて、やっと道延は我に返ったようだ。肩かたで息をしている。

「陛下、……」

　道延は白雪に向き直ると、その場で膝ひざをついた。「如い何か様ようにも、ご処分を」

　白雪は困こん惑わくした。何が起きたのか、そこまで道延が何を憤いきどおったのか、まったく見当がつかない。

　夜鳩が救いを求めるような視線を向けてくる。

「陛下、失礼つかまつります」

　いきなり白雪に歩み寄った統帥が、その場で膝をつき、額をこすりつけんばかりに平へい伏ふくした。白雪は驚いて一歩下がる。

「あなたは、──」

「我が朋ほう友ゆう、道延は、生国を侮ぶ辱じよくし、陛下を侮辱した自分を許せず暴挙に及んだと思われます。どうか、寛かん大だいなお心で、お許しくださいませ」

「おまえに命いのち乞ごいをされる憶おぼえはないぞ！」

　道延が顔を上げて統帥に怒ど声せいを浴びせる。その頭を夜鳩が後ろから小こ突づいた。

「せっかく永礼がああ言ってくれているんだから、ありがたく助命されておいたほうがいいですよ」

　白雪は、自分の前で叩こう頭とうする男をまじまじと見おろした。

「なが、れ……？」

「はい」

　呼びかけに永礼は応こたえる。

　突とつ然ぜん、白雪の意識がぐいと奥へ押しやられた。視界ははっきりしているが、見えているものが遠くなる。同時に、体の自由が利きかなくなった。

（しらゆき？）

　奥で情景を眺ながめていた灰桜の気配が、驚おどろいたように近づいてきた。（どうしたんだ）

（誰かが……）

　誰かが白雪の体に憑ついて、勝手に動かそうとしているのだ。

　だが、それがあしきものではないのはわかる。しかし、あしきものなぞよりよほどたちがわるいのもわかった。

　母、──先々代斎さい宮ぐうだ。

「お立ちなさい」

　白雪の口が動いて、鋭するどく命じた。しかしその声は白雪のものではなかった。周りにいた者は、驚いたように白雪を凝ぎよう視しする。驚いていないのは白雪の中身を見み透すかすことのできる夜鳩と、顔を上げた永礼だけだった。

　白雪は、自分の体を動かしている母の霊れいが、腹を立てているのがわかった。ふつふつとこみ上げてくる怒りの根は、心配、だった。

　命令に従って、のろのろと永礼は立ち上がった。

「前へ」

　そのとき、白雪の胸を満たしたのは、安堵に近い感かん慨がいだった。

　──やっと帰ってきた、心配していた、小さな弟……

「目を閉じて、歯を喰くいしばりなさい」

　白雪の舌が紡つむぎ出した言葉に、永礼は黙だまって従う。

　それと同時に白雪の右手は勝手に動いて、永礼の頰ほおに平手を打ちつける。

　次の瞬しゆん間かん、白雪の視界は元のように近くに戻もどり、その中を、永礼は鼻血を噴ふき出しながらふっとんだ。

　茫ぼう然ぜんとする白雪の身から、霊の気配は完全に断たたれていた。










　先々代斎宮を守る騎き士しは四名いた。夜鳩、道延、佳春、そして最年少の永礼。

　使節団の統帥と呼ばれる者は、その永礼だったのだ。道理で私信めいた信書が神杖ふうだったのだろう。

「公式の謁見でしたが、涼州公の斬きりつけと、陛下の平手打ちは記録から削さく除じよされます」

　報告する賀宗の後ろには、鼻血を止めるために鼻び腔こうに詰めものをした永礼が立っている。

「そんなこと、できるんですか？」

　白雪は驚いて、訊きいた。

「統帥の副官と名乗られる方から、是ぜ非ひそうしてほしいと申し出がありました。復活盟約国の使節員、しかも使節団を率いている統帥がこのような問題を起こしたとなれば、今後の活動に差し支つかえるとの理由です。むしろ害を与あたえたのはこちらですから、陛下のご許可をいただくより先にと思い、賛成しましたが」

「それ、露ろ見けんしたら公私混同って言われるんじゃないかしら」

「そうでしょうな。だが、国の恥はじと思えば、このようなこと、誰も口にしますまい」

　賀宗は振ふり返って永礼を睨みつけた。「もともと、この者は神杖に属する者です」

「閣下、ひどいなあ。ちょっと驚かせようと思っただけなんですけど」

「やるなら顔を隠かくすだけでなく声こわ色いろも変えるべきでしたな。第一声から、あなたを知る者は気づいておりましたぞ、永礼どの」

「使いで来た黒曜は気がつかなかったからいけると思ったのに」

「永礼さまの顔も声も、記憶にありませんでした」

　白雪の脇わきに控ひかえる黒曜は、ぼそりと呟つぶやいた。その眉み間けんにはめずらしく皺しわが刻まれている。もちろん他ほかの近衛も白雪のすぐ近くにいたが、全員が全員とも呆れがちな顔をしているのがめずらしかった。

「とりあえず、お座りくださいな、永礼さん」

「では、儂わしはこれで失礼いたします。八公と、式の知育制度について内談せねばなりませぬゆえ」

「あ、じゃあうちの副官も連れていってください。俺の知ってることはたいていあいつも知ってるし、俺と同じ判断するように頼たのんでありますから」

　長なが椅い子すに掛かけた永礼は、あっけらかんと告げる。

「承うけたまわった」

　賀宗はむすりとして答えると、辞去した。

「驚かれました？　陛下」

　賀宗が出て行ってすぐ、永礼は白雪に話しかけた。

「ええ、かなり。──とりあえず、お茶をどうぞ」

　白雪は、手ずからいれた茶を差し出す。「貧血に効くお茶ですから」

「お気き遣づかいありがとうございます。でももう平気ですよ」

　明るく言うと、永礼は鼻の詰つめものをすぽっと抜ぬいてしまった。それを懐ふところに入れると、茶ちや杯はいを手にして一口飲む。

「陛下はご自分でなんでもなさるんですね」

「一通りはだいたい」

「さすが、我が姫ひめの娘むすめ御ごだ」

　我が姫の、という言葉に、白雪はぎくりとした。

「その、永礼さん……」

「三年前だったかな、あの人が死んだって聞いて、ああとうとうこの日が来たんだって、思いました」

　永礼は茶杯の中を覗のぞき込むようにして淡たん々たんと語った。「だからさっき、うれしかった。陛下に殴なぐられて」

「あれは、」

「あの人ですよね」

　自分ではないと弁解しかけた白雪を、永礼はしたり顔で遮さえぎる。

「……そうだったみたいです」

　死んだはずの母、白鷺の霊が未いまだに昇しよう天てんせず、そのへんをうろうろしているのは白雪も知っている。だからといって知らないうちに入り込まれて体を勝手に使われるのはごめんだ、と白雪はやや腹を立てていた。こういうときは勝手に入り込んでくるくせに、助けが必要なときは決して協力してくれない。勝手な母なのである。

「永礼さんは、母が死ぬのを知ってたんですか」

「知ってたも何も、人って死ぬでしょ」

「そういう意味じゃなくて」

　人をくった返答に、白雪はむっとする。

「ごめんごめん」

　白雪の変化を察して、永礼は苦く笑しようした。「ええとね、……俺って白鷺よりかなり年下だから、どっちにしろわたしのほうが先に死ぬって、いつも言ってたんだよ、あいつ」

　どんどん化けの皮が剝はがれているのか、永礼の態度はすでに不ふ遜そんと言っていいほど軽々しかった。あの泣き笑いの面をつけていた者と同一人物とは思えない。

「女のほうが長生きだから、祥しよう琳りんが先に死ぬだろう、そしたら俺がもらってやるって言ったのに、余計なお世話とか言ってくれちゃって、あのころは俺も純真で若かったから、すっごい傷ついたよ」

「若いって、永礼さん今いくつなんですか？」

　黙っているといつまでもしゃべりつづけそうな予感がして、白雪は慌あわてて口を挟はさんだ。

「俺？　二十九」

「えっ」

　驚きの声を上げたのは蘇芳だった。「永礼さまって、俺と四つしか違ちがわないんですか？」

「そうなるなぁ」

　白雪は振り返って長椅子の背越ごしにじっと蘇芳を見た。次に卓たくを挟んだ向かいで茶をすする永礼を見る。

　どう見ても永礼のほうが幼く感じられた。むしろ琥珀に近いようにさえ見える。たぶん、その軽々しい口調と明るい声、表情のせいだろう。顔つきはそれなりにしっかりとしているのに、とにかく表情と醸かもし出す雰ふん囲い気きが若々しすぎるのだ。わるく言えば落ちつきがなさ過ぎる。

「永礼さまはいくつで出しゆつ奔ぽんしたんでしたっけ」

　訊いたのは琥珀だ。どうやら興きよう味み津しん々しんらしいのがそのうずうずした口調でわかる。

「十七……十八年前だから、十一くらいかな」

　白雪は仰ぎよう天てんした。

「十一で国を出ちゃったんですか？」

　さすがの琥珀も驚おどろきの声を上げる。

「十一っていっても、もう声変わりも済んでたし、その時点で俺、今とあんまり変わらない風体だったんだよね。早く大人おとなになって白鷺に追いつきたいって思ってたせいか、すんごい成長が早かったんだよ」

　今とあまり差のない外見で十一だとしたら、それは相当に老けた十一歳だろう。

「よく十一で国まで出られましたね……」

　蘇芳が呟いた。呆あきれてもいるのだろうが、心底驚いているのだろう。

「十一って言ったら、成人前ですよね。旅でだったら蘇芳と青磁も国外まで出てるけど、そうじゃなく出奔って」

　琥珀が信じられないというように言った。

「ただ白鷺から離はなれるだけじゃ、諦あきらめきれないと思ったんだよ」

　それより、と永礼は身を乗り出す。「陛下、竜珠を廃はいする決断をしてくれてありがとう」

「どう考えても、それしか方法がないようだったから、仕方ないです」

　白雪は、他にどう言っていいかわからず、正直に口にした。

「まあね。ただ、神杖の政まつりごとの体制が古いままだったら難しいだろうなと思ってた」

　永礼はここで、表情を改めた。「まじめな話、俺はけっこう長いこと諸国をめぐった。その間、いろんな国で神杖が誤解されてるのを耳にした。同じ結ユイの大陸ではそうでもないけど、解カイや集シユウでは野や蛮ばんな未開国、おぞましい魔ま物ものに守られた国だと思っている者が大半だった」

　白雪の背後で鼻を鳴らしたのは青磁だろう。

　おぞましい魔物とは輝キ石セキノ神カミか。そう考えて白雪はひどく腹立たしくなったが、ここで怒おこってもどうしようもないのはわかったので、自力で心を落ち着かせた。それほどまでに今の白雪にとって、神杖は大切な国、輝キ石セキノ神カミと呼ばれた千ち白しろはかけがえのない存在となっていた。

「だから、復活盟約国でも、竜珠の断絶をこちらが秘ひ密みつ裏りに行えばいいという乱暴な案が通ってしまったんだ。俺は止めたんだけど、力が及およばなかった。だったら、自分は神杖人で地理や風習にも詳くわしいから、穏おん便びんにことを進められる、是ぜ非ひやらせてほしいって頼んだんだ。得体の知れない国に好んで行きたがる者も少なかったから、ありがたく任務に就つけたよ。使節団に志願したやつらも、船上で待ってるやつも、みんな物好きの変わり者ばっかりさ」

「永礼さんは、神杖にわるいようにはしないために、来てくれたの？」

「もちろん、そのつもりだぜ」

　白雪の問いを、永礼は明るく肯こう定ていした。「この国は俺が生まれ育った国だ。そして何より、俺がいちばん好きだった、女が、何もかも賭かけて守った国だ。……その国を、俺が守りたいと思うのは、道理だろう？」

　白雪は、思わず微笑ほほえんだ。この男は信じられる。直観が告げていた。

　すると、永礼も微笑んだ。

「だけど、国を出なければよかったって、あとになって思ったよ。俺が白鷺の子の父親になればよかったんだって。偽いつわろうと思えばできたんだって気がついてさ」

　微笑みながら彼が口にした内容は、明らかにどこかがずれていた。

「わたしの？」

「そう、だから陛下、俺のことお父さんだと思っていいんだぜ」

　永礼は卓たく越ごしに腕うでを伸のばすと、白雪を抱だき寄よせようとした。想像を絶する永礼の申し出に茫ぼう然ぜんとしていた白雪は、なすがままに引き寄せられる。

　背後の近衛たちが止めないのは、白雪が嫌いやがっていないからだろう。実際、白雪は嫌ではなかった。が、ふと思い出してくすくす笑う。

「それ、道延さんにも言われました」

　そう答えながら、やんわりと永礼を押しやる。「騎き士しの三人で父親代わりになるつもりだったって」

「先を越されてたのか」

　永礼は残念そうな顔をした。

「それに、わたしには祥琳という父もいますし……父として育ててくれた人も、いますから。ご遠えん慮りよしますね」

　白雪はにっこり笑った。

「陛下は本当に白鷺の娘むすめだなあ。したたかだけど、やさしくって、でもきっぱりしてる」

「似てるというより、そうでもなきゃ、斎さい宮ぐうなんてやってられないんだと思いますよ」

　白雪が片目をつむってみせると、永礼は苦笑した。

「それで陛下、竜泉の件ですが」

　がらりと永礼の調子が変わる。

「竜泉を封ふう印いんする、ということでしたら、方法を模も索さく中です」

　白雪もそれを受けて、公式の口調に変える。

「確実に封印できそうですか？　いざとなったら式師を派は遣けんしますが」

　永礼はぽんと膝ひざを叩たたいた。「そうだ、七樹はどうしてますか？　四羽からいろいろ聞いたんですが、ずいぶんこっちになじんでるようで。もともとあいつは仲間内でももっとも神杖寄りの考えだったから、」

「永礼さん、式で竜泉は封印できると思いますか？」

　雑談がつづきそうになったので、白雪は慌てて話を戻もどした。

「それは、やってみなければわからない」と、永礼は肩かたをすくめる。

「さっき、永礼さんに竜泉を封ふうじてほしいと言われましたが、以前からそのことは考えていたんです。わたしが竜珠として封印を施ほどこした場合、術をかけて竜泉からの力の湧ゆう出しゆつを止めるでしょう、でもそうしたら、術をかけるために必要な竜珠の力がなくなってしまうんです。途と中ちゆうで力が弱まったら、術が不完全なものになる可能性が高い。これって、わかります？　──竜珠では、竜泉を封印できないんです。ねこが自分のしっぽを追ってその場でくるくる回るようなものだわ」

「なるほど、では式を、」

　言いつのろうとした永礼を、白雪は手で制した。

「灰桜」

　呼ぶと、灰桜が影かげの中から姿を現した。

「彼は灰桜。輝き石せきです」

　灰桜は、白雪の隣となりにちょこんと腰こし掛かけると、じっと永礼を見た。

「それが、輝キ石セキノ神カミ──？」

　永礼が、さすがに驚いたように灰桜を見つめる。

「いいえ、灰桜はただの輝石。──輝キ石セキノ神カミは、もういません」

　白雪は首を振ふると、灰桜を見た。「ね、灰桜、あなたの一部を使ったら、竜泉の底にある穴を埋うめられるのよね」

「そうだ、白雪」

　こっくりと灰桜はうなずく。「策はいくつか考えたほうがいいだろうが、もっとも有力で手て堅がたいのは、俺を使うことだ」

「彼はこう言ってくれています」

　でも、と白雪はつづける。「彼の力は、費ついやされると失われる。つまり、封印に使ってしまったら、彼の存在も危あやうくなるかもしれないんです」

「気にしなくてもいいのに」

　灰桜が、笑って白雪を見上げた。

「……いいえ」

「つまり、その者が消えてしまうかもしれない、しかし陛下はそれがおいやなのですね」

　永礼が確かめるように問う。

「そうです」

「その者は、国を守っているのですか？」

「違ちがいます、この子は、……」

　白雪は口をつぐんだ。

　灰桜は、白雪が名を与あたえるまでは冷たく重たい存在だった。人の恨うらみや憎にくしみを糧かてにしていた。殺さつ戮りくや破は壊かいのためにその力を使っていた。今は過去を悔くやみ、償つぐないたいと考えているのを白雪は知っている。彼は彼なりに、自分のしてきたことを償いたいのだと、白雪は悟さとっていた。

　だからこそ、封印に自分の力を使うよう示し唆さするのだろう。

「この子は、ただの輝石です。でも、わたしにとっては大切な子で……この子が力を貸してくれたら、封印は成功するかもしれません。でも、この子が消えてしまうかもしれないんです」

　大切な子。

　大切な想おもい出を共有した子、だ。

「なるほど」

　理解したのか、永礼は眉まゆを上げた。「陛下はその者を消しよう滅めつさせたくないのですね」

「白雪」

　灰桜が呼びかける。「それが、俺のなすべきことなのに」

「だとしても、あなただけにそんなことをさせたくない」

　確かに、灰桜の力で封印ができればとてもありがたい。しかし、それで灰桜が消えてしまっては、彼を犠ぎ牲せいと引き替かえに平和を得ることになる。

　そんな平和は、本当に平和なのだろうか？

「永礼さん、封印は、灰桜に協力してもらうことになると思います。──でも、灰桜だけに頼たよるつもりはありません」

　白雪はきっぱりと言った。

「白雪」

　灰桜が首を振る。「案ずるな。俺だけの力で必ず成功させてみせるから」

「成功はさせるわ、もちろん絶対にね。だけど、あなたひとりに任せるわけにはいかないわ」

　それからまた、白雪は永礼に向き直る。「それと永礼さん、竜珠でなくなった者でも、式は使えるんですか？　わたしはそれが心配なんです」

「使えるよ」

　明るく永礼は請うけ合った。「だって、俺がそうだから」

「ええええ」

　驚おどろきの声を上げたのは琥珀だった。「永礼さまって、竜珠だったんですか？」

「なんだ、琥珀、知らなかったのか」

「初耳ですよ」

「俺も」

「俺も知りませんでした」

「……永礼さまが術を使っていた記き憶おくがないんですが」

　琥珀と同様に、近衛が口々に言う。

「ああ、そりゃ俺が術を使うのを、白鷺が禁じてたからさ。悪戯いたずらばっかりするからって」

「悪戯って」

「白鷺がいいって言わないのに勝手に部屋に入ったりしてたからな。よくつまみ出された。こいつらの母さんにもよく叱しかられたなあ。知ってる？　青磁の母さんの露つゆ子こがいちばん怖こわかったんだぜ。綺き麗れいな顔して、怒おこるとにこにこしながら尻しりを叩くんだから」

　青磁がみるみるうちに顔を赤らめた。

「そ、そんな……か、……母が、そんなことを？」
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「そうさ。萌もえ黄ぎはすぐものを投げるし、エゼルには蹴けられるし、ロージャには朱雀すざくで斬きりつけられそうになったし、白鷺には手水ちようずの水をぶっかけられた」

「……手水の水って」

「みんな、朝の着き替がえ中だったから」

　永礼はしゃあしゃあと言った。女ならば、そのようなときに部屋に勝手に入ってこられれば怒るだろう。

「つまり、それだけのことをしてたんですね」

「子どものすることなのに」

「子どもでも、殿との方がたにそんなところを見られたくありませんよ」

　白雪は溜ため息いきをついた。自分だって、灰桜にでも着替えなぞ見られたくない。

「まあでも、それだけ白鷺の傍そばにいたかったのさ、俺は。──白鷺は俺を弟のように思っていたみたいだけど、俺は物心ついたころから女として好きだったよ」

　悪びれない永礼に、白雪は返す言葉を見つけられなかった。
















　年末の街はごった返していた。

　空気が不ふ穏おんなのが白雪には感じ取れたが、それは明めい瞭りような害意ではない。心こころ許もとなさ、漠ばく然ぜんとした不安が民たみのあいだを、わるい薬を焚たいた煙けむりのように流れているのだ。

　竜珠の断絶が公おおやけにされた、翌日だった。




「たいへんだったね、白雪」

　救きゆう慰い寮りようを訪ねると、父の祥琳に迎むかえられた。以前より慣れた手つきで子どもたちの洗せん濯たく物をたたみながら、娘むすめを労ねぎらってくれた。小さい子どもたちは昼ひる寝ね中、そうでない者は集団で散歩に行ったらしい。

　白雪はこの日、前王の祥琳にことの次し第だいを報告すべく訪おとずれた。また、救慰寮の者たちが、このたびの公告について不安になっているのではないかと、ようすを見に来たのである。治安がよくないとも聞いていたので心配になったのだ。近衛に言えば止められただろうから、九連を身代わりにしてひとりで来ていた。

「祥琳さまだったら、どうしました？」

　式師との諍いさかいから始まって、その式師の上にいる統とう帥すいが白鷺の騎き士しのひとりだったことまで、一部始終を語り終えた白雪が尋たずねると、祥琳は困ったように手を止める。

「どうもこうも……想像もつかないよ。私があの仕事をしていたときは、外政はさほど考えなくて済んだからね。その点、白雪は……」

　そこで祥琳は深く溜息をついた。娘の置かれた状じよう況きようを思って、気が重くなったようだ。

「だいじょうぶですよ、祥琳さま」

　白雪は努めて明るく言った。

「あまり無理はしないようにね」

　実の父である祥琳の気き遣づかいはうれしく、心に染しみる。だが、白雪はうなずかずただ微笑ほほえんだ。無理をせねばならぬ場面が、今後いくらでもあるような気がしたからだ。

　ふと、なじんだ気配がしたので顔を上げた。

「あ、凜りん子こさん」

　縁えん側がわに座っていると、裏庭が見える。木戸を押しあけて入ってきたのは、凜子だった。

「おかえりなさい」

「あら、まあ、小雪さん、お疲つかれさま。ひょっとして、ふたりで一いつ緒しよに来たの？」

　凜子の後ろから入ってきたのは、七樹だった。微び妙みような顔をしていたが、凜子の誤解については特に何も言わなかった。人前で白雪と言い争うのは不本意らしい。それは白雪も同感だった。

「買いものに行ったんだけど、街中どこも殺気立っててたいへんだったわ」

「あの、凜子さん、……」

「特に、術師たちが、集まって何やら相談していたの」

　縁側にたどりついた凜子は、持っていた荷物を祥琳の隣となりに置いた。その横で、七樹も担かついでいた荷物を置きながら、ちらりと白雪に目を向ける。

「どうするつもりなんだよ」

　低い声に、白雪は驚いた。自分への問いかけだと気づくまでに少しかかった。

「どうするって、何を」

「術師のやつら、国から出て行くか、それとも斎さい王おうに訴うつたえるか、言い合ってたぜ」

「国から出て行っても、結局は同じなのに……」

　白雪は唇くちびるを嚙かんだ。

　たとえ神杖から逃のがれても、この地上のどこへ行っても同じだ。神杖から竜珠が断絶されれば、次はさらに西へと復活盟約国の手は伸のびるだろう。逆に、すでに結ユイの大陸の西せい岸がんから上陸している可能性だってある。それに竜泉を封ふうじてしまったら、竜珠のままでいてもやがてその不思議の力は失われるのだ。そうなってからでは遅おそい。何もかもを失ってしまうかもしれない。

「式についても公布したのに、みんな、闇やみ雲くもに不安になってるのね」

「そのようよ」

　白雪の呟つぶやきを肯こう定ていしたのは、凜子だった。「みんな、式というものをよく知らないようだったわ。もちろん、わたしだってまったく知りはしないんですけど」

「やたらと焦あせって、国を出て行く人がいなければいいけど」

　白雪の胸に不安が広がる。

「そう思うんだったら、さっさと城に帰ってそういう手配をすべきじゃないか？」

　七樹が肩かたをすくめた。「お役目があるはずのあんたは、こんなところで世間話か。いいご身分だな」

　白雪は思わず七樹をじっと見た。我ながら、恨うらみがましい目つきになっているのではないかと思った。

「確かにそうね」

　言い返したくなるのをこらえつつ、白雪は縁側から立ち上がる。「祥琳さま、凜子さん、わたし、戻もどります。お邪じや魔ましました」

「あらあら」

　さすがに白雪が気分を害したのは察したのだろう。凜子は目を丸くしている。祥琳も、心配そうな顔をした。

「七樹、だったらあなたもお城にお戻りなさい」

「え」

　凜子の言葉に、七樹はぎくりとした。「いや、俺はまだ、用が済んでないし」

「寿じゆ央おうにだったら、いつだって会えるでしょ。小雪さんを送ってあげてちょうだい。こんな不穏な中をひとりで帰すのは心配だから」

「だいじょうぶです、凜子さん。わたしは強いから」

　それだけ言い置くと、白雪は凜子と祥琳に頭を下げて、そのまま小走りで駆かけ出した。

「おい！」

　七樹の叫さけぶ声がしたが、耳も貸さずに救慰寮から出る。しばらく駆けて、大路へ出たところで足を止めた。そこでやっと、深く息をつく。

　白雪がひとりで出てきたのは、七樹がいれば自分の居場所がわかるから、近衛の心配もいくらか軽減されるのではないかと思っての行動だった。それが、七樹も同じ場所にいては意味がない。そう考えもしたから、早く戻ることにしたのだ。

　七樹に言われたからではない。

「おい」

　声を掛かけられると同時に腕うでを摑つかまれた。白雪はむっとしつつ振ふり返る。

「あなた、城下にわざわざ出てくるなんて、どうしたの」

　気配で察していた通り、七樹である。彼から完全に姿をくらませられるはずもなかった。

　七樹は城下への往来も許可されてから、何度か救慰寮を訪れているようだ。育った場所が気になるのだろう。

「寿央に会いたかったんだよ。留守だったから話も済んでないがな。あんたこそ、ひとりでふらふら出歩いていいのかよ」

　余計なお世話、と言い返そうとして白雪は黙だまった。七樹が自分を心配しているような気がしたのだ。これは錯さつ覚かくだろうか。それとも願望か。

「平気よ……」

「青磁にあんまり心配させるなよ」

「わかってる」

　なるべく語気が強くならないように、白雪は気をつけた。

　七樹に対して器用に振る舞まえないのはどうしてだろう。我ながら不思議だ。他ほかの者にだったら、何を言われても笑って聞き流せるのに。

　七樹の一言一言を軽く聞き流せないのは、彼にどう思われているかが気になるからだろう。それは自分でも認められる。では、気になるのは何な故ぜなのか。白雪はそう考えて、胸が痛くなった。

　やはり、自分は。

「わたし、……」

　白雪は足を止めて、じっと七樹を見上げた。七樹も戸と惑まどったように白雪を見返す。

「なんだ？」

　返される促うながしはいつもよりやわらかい。

　白雪は言葉を探して思いあぐねた。

　あなたが気になるのだと、まっすぐに言えたらいいのだろうが、それがむずかしい。七樹は戸惑うだろう。そこから先は想像がつかない。

　午後の大路は、そろそろ人が出歩き始めているころだった。道の真ん中で立ち止まっているふたりを、通り過ぎる人は不思議そうにちらちらと見ていく。今の白雪は、それすらも気にならないほど気持ちに余よ裕ゆうがなかった。

　いっそここで言ってしまおうか。城に戻れば今後はこうして話す機会もあまりないだろう。

「あのね、」

「おい」

　白雪が覚かく悟ごを決めて口を開くと同時に、七樹の表情が訝いぶかしげなものに変わる。白雪の後ろに視線を向けて、注視するように目を細めた。

「なんだ、ありゃ」

　白雪は振り返った。

　そちらのほうから、歩いてくる者たちがいる。白雪も驚おどろくほどにその人数は多かった。大路いっぱいに広がっている。聞こえてくるざわめきに耳を傾かたむけて、白雪はますます驚いた。

「城へ行かねば……」

「だからといって、どうなるというんですか」

「斎王なんて、ただのお飾かざりだ」

「ではこの件は、執しつ政せいが？」

「としか思えん」

　意識を澄すませると、心語でも会話が飛び交かっているのがわかる。白雪は理解した。これは城下の術師たちだ。さっき、凜子と七樹が見かけたと言っていた者たちか。

　理解した直後に、白雪は大路の真ん中にとび出した。

「止まりなさい！」

　声を張り上げて、集団に命じる。その言葉に込められた力に、術師たちは縛しばられるように動きを止めた。

「あなたがたは、何をしているのです。今から、どこへ行こうとしているのですか」

　白雪は、声が震ふるえないように下腹に力を込めた。ここで止めなければならない。そんな気が強くした。

　集団の一列めから、まだ若い男が一歩進み出る。長い髪かみを編んで左ひだり肩かたに垂らしており、一目で竜珠と見て取れた。どうやらこの集団を束ねる者らしい。

「あなたは、陛下の御庭係ですね」

　男は凜りんとした声で言った。「我々は、この天藍の術師です」

　どうやら、男は白雪の、というより小雪の顔を見知っているらしい。陛下の御庭係、という言葉で、術師たちはざわざわと波打つように口々に声を上げた。

「あなたが御庭係なら、陛下を止めてください！」

「無む駄だだ、しょせん小こ娘むすめのままごと遊びなんだろうよ」

「竜珠を断絶って、みんな集めて殺す気なのか」

　不安、憤いきどおり、そして嘲あざけり。

　白雪は奥歯を嚙みしめた。

「静かに」

　前に出た男が振り返って制止すると、術師たちはやがて口を閉とざした。

「あなたがたは、竜珠の断絶が不満なのですね」

「陛下は、私わたくしどもをどうなさるおつもりなのですか」

　男は、悲しげな目をして白雪を見た。「竜珠を壊こわす、と一方的に通達されて、詳くわしいことは知らされていません。ただ、竜珠を壊しても、その後、式を身につければ、術のようなことはできると伺うかがいました。その式とは、みな知識では知っていますが、本当に我々に扱あつかえるものなのか、竜珠を壊したあとに、我々は今までのように生活ができるのか、──それが、不安なのです」

「勝手なこと言ってんじゃねえよ！」

　白雪の横に歩み出た七樹が、怒いかりを込めた声で叫んだ。

　白雪が驚いていると、さらに七樹は一歩前へ出る。

　まるで白雪をかばうように。

「式はなあ、誰にだって使える。竜珠を壊した者が式を使えるようになったのを、俺は何度も見た。それに、竜珠を断絶する理由も知らされているだろうが。それでも、おまえらは自分の保身ばかり考えるっていうのか！」

「竜珠が地を衰おとろえさせる、ということでしたが……」

　前に出た男は、困こん惑わくしたように七樹を見た。「しかし、この国にそのような兆ちよう候こうは見られませんし」

「自分たちさえよければいいって考え方だな」

　七樹は吐はき捨てた。

「そのようなことは申しませんが、本当に、竜珠が地を削けずり衰えさせているというなら、それを見なければ納なつ得とくがいかないという者も多いのです」

　これにはさすがに白雪も呆あきれた。

　前に出た男は済まなさそうな表情を浮うかべる。

「年を取った術師ほど、この先を案じてそう言っています。我々、若者はまだなんとかなります。こののちも、術師でなく別の職を手にすることもできるでしょう。しかし、生まれつき竜珠として何十年も不思議の力を用いてきた者にとっては、竜珠でなくなることがどんなことかわかりますか。自分自身から何もかもを奪うばわれるようなものなのです」

「何もかもを奪われたって、命までとられるわけじゃない。死ななきゃなんだってできるさ」

　七樹は激しく言った。「おまえたちがのうのうと生き存ながらえるために、世界のどこかで凍こおりついた国で多くの人が死んでいく。──そうだ、滅ほろびはいつか神杖にだってやってくるぞ」

「結界があれば……」

　集団の中から声が上がった。

「結界が生きていれば、こんなことにはならなかったのに」

「そうだ、あんなことがなければ」

「今の王がみんな悪いんじゃねえか」

「まったく、斎さい宮ぐうでいりゃあよかったのに」

　ざわつく術師たちを一いち瞥べつすると、七樹は振ふり返って白雪を見た。

「おい、あいつを呼べ」

「え、」

「──やっぱいい、俺が呼ぶ」

　七樹は再び、前を向いた。「灰桜！」

　たちまち城で待っていたはずの灰桜が七樹の傍かたわらに現れる。

「それは……！」

　前に出ていた男は、混乱するように灰桜を見、次いで七樹を見た。灰桜が何者か、知っているのだろう。しかし、目の前の男が何故呼び出せるのかと混乱したようだ。

　呼ばれて来てはみたものの、呼んだのが白雪ではなく七樹だと気づいて、灰桜はその大きな目を瞠みはった。

「七樹」

「俺が見てきた滅びの記き憶おくを、こいつらに見せてやってくれ」

　七樹は灰桜の頭に手を置いて、言った。「できれば、いちばんひどい滅びの記憶だ。そういうのって、できるか？」

「このあいだ読んだときに、わかるようにしておいたから、簡単だ」

「なんだそりゃ」

　七樹が問うのに灰桜は答えず、七樹の両手を取った。七樹は目を閉じる。

「思い出すと七樹がつらいから、眠ねむって」

　灰桜がやさしい声で言うと、七樹の膝ひざが折れて地に着いた。

　とたんに、空間が歪ゆがむのが白雪に感じられる。

　術師たちは戸と惑まどったように顔を見合わせていたが、やがてその顔が驚きよう愕がくに彩いろどられ始めた。目を閉じて絶ぜつ叫きようする者、その場にしゃがみ込んで震える者、何かを叫さけび出す者、あっという間にその場にいた者たちは恐きよう慌こうに陥おちいり、やがてばたばたと昏こん倒とうしていく。

　前に出ていた男は、集団を束ねていただけあって最後まで持ちこたえていた。

　集団のほとんどがその場に倒たおれてしまったのを見計らって、灰桜は七樹の手を離した。

　白雪は、膝をついたまま意識を失っている七樹を傍らで支える。

「見ましたか？」

　そうしながら、前に出ていた男に尋たずねた。

　男は恐きよう怖ふの色をその目に浮かべて、白雪を見た。

「……あれは、いったい……」

「あなたが何を見たか、わたしにはわかりません。ですが、それは、この人の記憶です。この人は、世界中をまわって、いくつもの国が滅びたのを見たと言っています。……竜珠を断絶しなければ、やがて神杖もそのように滅びるのですよ」

　白雪の告げる言葉に、しかし男から恐怖の色は消えなかった。










　そのすぐあとで、市中見回りの赤せき鳥ちよう隊たいが駆かけつけてきた。

「小雪」

　赤鳥隊を率いて駆けつけたのは、驚おどろいたことに楓美だった。

　楓美は、地面に横たわった七樹の傍らに膝をついていた白雪に気づくと、近づいてきた。

「だいじょうぶですか？」

「わたしは、平気……それより、あなたどうしてここへ」

「術師たちが不ふ穏おんだったので、見張っていたんです」

　楓美は顔を近づけると、小声で囁ささやいた。

　ひいなの時代に同室だった楓美は、口数が少なく、また他ほかの者に比べて身体能力が高かった。自分の特性を活いかそうとして、彼女は側そば仕づかえではなく御庭係となることを自ら選んだ。もちろん、同室だった小雪が、今は斎王であることも知っている。

「かれらは、どうしたのですか」

　倒れている術師たちを、赤鳥隊の者たちが起こそうとしている。

「彼の記憶を見せたの」

　白雪は手短に説明した。楓美もある程度、七樹についての情報は得ている。

「楓美、どうか術師たちを乱暴に扱わないように、赤鳥隊に伝えて。かれらを捕ほ縛ばくする必要はありません。そしてあの、あそこにいる人を、ここに連れてきて」

「はい」

　楓美はうなずくと、白雪の指示通りに、集団を束ねていた術師を連れてきた。彼は怯おびえの色いろ濃こい顔を白雪に向ける。

「怖おそろしかったですか？」

　白雪は彼に訊きいた。彼は無言でうなずく。

「今のままでは、滅びは等しくこの神杖にも訪おとずれます。そのことを、他の術師の方たちにも、伝えてくれませんか？」

　男は暫しばし逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて大きくうなずいた。

「そうせねば、ならないでしょう。そして、竜珠の断絶も進めねばなりますまい」

　彼の言葉に、白雪は安あん堵どの息をつく。

「よかった、わかってくださって」

「ですが、……本当に、竜珠でなくなったとして、その、陛下が提案なさっている式という理ことわりは、我々に使いこなせるのでしょうか」

「陛下も、お考えになったうえで出された結論だと思います」

　白雪には、そうとしか答えられなかった。「陛下がおっしゃるには、元は竜珠だった者でも、問題なく式は扱えるとのことです。それに、陛下にはこのこと、しかとお伝えして、竜珠の断絶後には必要な便べん宜ぎを取りはからっていただくよう、お願い申し上げておきます」




　赤鳥隊の隊員が術師たちを目ざめさせ、念のために身元を調べるとして支部へ引き立てていくころには、七樹も意識を取り戻もどした。

　楓美は、赤鳥隊が不必要に術師たちを責め立てないか見ていてほしいという白雪の頼たのみを聞き容いれて、支部についていった。

　白雪はこれまで、老いた竜珠の気持ちを考えていなかった。それを気づかせられたのはありがたかったと、今回の件を振り返って思った。もし年配の竜珠が式を憶おぼえきれないというなら、相応の保障も考えねばならないだろう。

「本当に、どうもありがとう」

　意識が戻った七樹とともに大路を出て再び城に向かったのは、あたりが夕ゆう陽ひに染まり始めたころだった。といっても冬なので陽が落ちるのが早いだけだ。まだ夕食までには時間があった。

「いいさ。前ほど疲つかれなかったし」

　七樹は隣となりを歩く灰桜を見おろした。「しかしおまえ、わかるようにしておいたって、どういう意味だ、あれ」

「何度も記憶を読み出せば、必要なものがどこにあるかは容易に見当がつくようになる。ただの慣れだ」

　灰桜は涼すずしい顔をして説明する。「どんなに散らかっていても、どの場所に何があるか、憶えてしまえば簡単なことだ」

「散らかってって、人をなんだと思っているんだ」

　七樹は憤ふん慨がいしたように言ったが、言葉ほど怒おこってはいないようだった。むしろおもしろがっているように見える。

　灰桜はふいっと左手を伸のばし、七樹の右手とつないだ。

「七樹、頼みがある」

「なんだよ」

「魂こんの封ふう印いんを解かせてくれ」

　さすがにこれは予想していなかったらしい。七樹は戸惑って灰桜を見、次いで何な故ぜか白雪を見た。

「おい」

「……何よ」

「こいつ、なんでこんなこと言うんだ？」

「知らないわ。どうしてわたしに訊くのよ」

「あんたはこいつの飼い主だろう」

「飼い主って、灰桜は猫ねこや犬じゃないわよ」

「心配だから！」

　言い合いになりそうな雰ふん囲い気きを察したのか、ふたりのあいだで灰桜が声を上げた。

「心配？」

　七樹が再び灰桜を見る。

「ええと、……七樹が式を使いつづけると、寿じゆ命みようが早く尽つきる。それを止めたい」

「それは少し考えさせてくれ」

　七樹の答えに、灰桜はうなずいた。

　七樹の灰桜への態度がずいぶんと親しげなものに変わっていることに、白雪は気づく。

「あなた、この子とずいぶん仲良くなったのね」

「……まあな」

　最近の灰桜は、朝、白雪の影かげから出て行くと、夜まで戻ってこない。白雪が眠るころになると、やっと影の中に入る。自分から出ているあいだ、何をしているのか白雪は知らなかった。呼ばない限り、白雪のもとにも来ない。

　まさかと思って、白雪は訊いてみた。

「ひょっとして、灰桜は毎日そっちに行ってるの」

「知らなかったのか」

　七樹が驚いたような顔をした。

「灰桜、何も言わないから……」

　てっきり竜泉に行っているのだと思っていたので、白雪も特に訊かなかったのだ。

「だいじょうぶだ、毎日毎日ずうっと七樹に張りついてるわけじゃない。竜泉のことも調べている。さっきも行っていた」

　灰桜はつづけた。「竜泉の封印に、輝き石せきの力が必要だと言っただろう？　七樹の魂にその力が封ふうじられている。七樹が白雪を癒いやしたときは、そうしたいという強い意志で封印をはねのけていたんだ。だが、そう何度もできることじゃない。──竜泉の封印には七樹の力も借りなければならないかもしれないから、魂の封印を解いておきたかったんだ」

　白雪は心臓が跳はね上がるのを感じた。『そうしたいという強い意志で』とは、つまり、七樹は自分を助けたいと強く願ったというのだろうか。

「俺に竜泉の封印を手伝えっていうのか？」

　七樹は灰桜に問う。灰桜は不安そうな顔をした。七樹に拒きよ否ひされるのではないかと案じたらしい。

「そうだ、だが、いざとなったらでいいんだ」

「協力するのはいいさ。封印の解除については、前向きに考えよう」

　七樹は溜ため息いきをついた。「俺は式師だから、式が使えなきゃ話にならない。魂の封印を解いておまえの言う輝石の力を使えるようになったら、理力が使えなくなるんだろう？　けど、そういう理由があるなら、統とう帥すいに訊いてみる。何せ、竜泉を封印しろって言ってるのは本国なんだからな。あの人が許可してくれれば、俺も、……復活盟約国での職務を終わらせることができるかもしれないから、式師である必要もなくなる」

　白雪は恐おそる恐る、七樹の横顔を見た。しっかりした鼻筋が、夕陽を受けて翳かげっている。

「なんだよ」

　白雪の視線に気づいて、七樹はすぐに白雪を見た。

「その、……式師をやめたら、あなたは、どうするの？　復活盟約国の職務がなくなったら、そのあとは……」

「どうもしねえよ。また、いろんな土地に行って、……あ、だめなのか」と、七樹は顎あごに触ふれて考え込んだ。「あんたの居場所がわかるから、俺はここにいないとならないんだよな。青磁に怒られちまう」

　いつもなら好きにすればいいと返すところだが、白雪は反射的に口からとび出しそうになったその言葉をのみ込んだ。

　そんなことを言ってしまえば本当に七樹はどこか遠くへ行ってしまうだろう。今だって、白雪の居場所がわかるから、という理由で縛しばられてくれているのは、七樹が青磁の心配を減らそうとしているからだけだ。少なくとも白雪にはそうとしか思えない。

「それにしても、あんたもたいへんだな」

　思いがけない七樹の言葉に、え、と白雪は顔を上げた。考え込むうちに、いつの間にかうつむいていたらしい。

「何が」

「あんな、……目の前で、役立たずとかままごと遊びとか言われて、よく怒らないなと」

「あんなの、いつものことよ。あなただって言ったじゃない。おめでたいって」

「悪かったよ」

　七樹ははっきりと言った。「あれは、本当に俺が悪かった。ごめん」

　白雪は驚おどろいて、足を止めた。七樹は一歩先で立ち止まり、白雪を見る。

「そんな、……いいのよ。わたしがおめでたいのは本当のことだし、わたしがどんなにがんばったって、納なつ得とくしない人は納得しないわ」

　それが、三年にわたって斎さい王おうとして位にあった白雪が、経験から得た諦てい観かんだった。

　斎王となったからには、できるだけのことをする。そう思って尽くしてきた。無知を恥はじて勉学にも励はげんだ。斎職も疎おろそかにせぬよう努めた。できるだけのことはやってきたと思う。

　それでも、足りないと言われれば、足りないのだ。

　自分の為なしたことを評価するのは自分自身ではなく、他人だ。

　自分でいくら『できた』と思っていても、『できていない』と言われればそれは『できていない』のである。

　そのことに比ひ較かく的てき早く気づいたので、白雪はさほどあがかずに済んだ。

　要するに、自分に課せられたことを淡たん々たんとこなすことが最良であり最善の道だと知ったのだ。

「王なんて適当にやってればそれはそれでよかったんだろうけど、そうしたくなかったの。わたしの両親は、どちらも聖王位に翻ほん弄ろうされた人生だったわ。父は今は幸せそうだけど、母は父とこの国を守るために命を賭かけたわ。……そうしてまで両親が守ったものを受け継ついだら、疎かにしたくないと考えるのはあたりまえでしょう」

　白雪は自分に言い聞かせるようにつづけた。「だから、この国をよくしたい。少しでも、嫌いやな思いをする人を減らしたい。すべての人にとっていい国なんて、無理だけど、でも、そういう理想は持っていたほうがいいでしょう。──そういうところが、夢見る子どものようだって言われるんでしょうけど」

　そう考えて、半ば意地のように斎王を務めてきた。

　それをつづけられたのは、周囲の者が支えてくれたおかげもある。自分ひとりではここまで意地を張りきれなかっただろう。

　七樹は何故か、まぶしそうに目を細めて白雪を見ている。

「……あんたは、すごいな」

　ぽつりと、呟つぶやく。「見直したよ」

　白雪ははっと我に返った。長々と語ってしまったことが恥ずかしくなって、さっさと歩き出す。

「早く、帰りましょう。お腹なかすいちゃった」

「あ、ああ」

　灰桜と七樹が手をつないだまま、白雪をあとから追う。

「見直すなんて、よほどだめだと思われてたのね、わたし」

　沈ちん黙もくが怖こわくて白雪は明るく言った。すると、七樹は首を振ふる。

「そうじゃねえよ」

　彼は白雪より速く歩いて、前へ出てしまう。だから表情は見えなかった。灰桜が小走りでそれについていく。

「ただ、俺は勘かん違ちがいしてたと思ったんだ。何も知らない異郷で育った小こ娘むすめが斎宮だとか、斎王だとかって、そりゃあ傀かい儡らいだろうってな」

　それは本当によく言われることなので、白雪にとっては風のそよぎにも等しい。

　七樹はさらにつづけた。

「でも、あんたに初めて会ったとき、きついことをずけずけ言うから、こんなのを思い通りに操あやつれるやつなんているのかよ、って思った。やっぱり、操るなんて無理だよ、あんたは。……悪かったな、いろいろ誤解してて」

　謝罪も含ふくまれていたが、白雪は思わず笑った。操ることができないと言われたのは褒ほめ言葉に取れなかったが、なんだかうれしかった。

「ありがとう」

　隣となりに追いついて礼を言うと、七樹は顔を逸そらしてしまう。照れているのがわかった。

　それを、白雪は可愛かわいいと思った。




　もっと、こんなふうにわかりあいたい。

　白雪は、そう望み始めていた。
















　斎王とは、城じよう壁へきの前で別れた。彼女は専用の抜ぬけ道を持っているらしく、門からは入らないのだという。

　城門で所属と名を名乗り、帰城の記録を取られる。王城だからこうした検けん閲えつは厳しいのかと思ったらそうでもなかった。何度か往来するようになってわかったが、城に住み込みで働くまでにはいろいろと手間がかかっても、一度認められると出たり入ったりは容易にできるらしい。

　寝ね起おきも、今は近衛の宿舎の一室を充あてられている。奥おく殿どのに近いその部屋を与あたえられたのは、歓かん迎げいされているのではなく、近衛が自分の監かん視しを兼かねているためなのはもちろんわかっていた。

「七樹！」

　宿舎に戻もどろうとしていた七樹を呼び止めたのは、琥珀だった。ぽつりぽつりつき始めた外灯の下で七樹は振り返り、立ち止まる。すぐに琥珀が傍そばまでやってきた。

「白雪、どこにいるかわからない？」

「あいつなら、そろそろ帰ってるはずだぜ」

　七樹の答えに、え、と琥珀は目を瞠みはる。

「どういう意味、それ。まるで見てきたみたいだ」

「……さっきまで、その、一いつ緒しよだったからな」

　たちまち、琥珀の顔が険悪になった。

「七樹、まさか白雪と逢あい引きでもしてたっていうんじゃないだろうね！」

「誤解だ！」

　七樹は焦あせった。琥珀が白雪を想おもっているのはわかっていたが、まさかこんなにも顕けん著ちよに反応されるとは思わなかったのだ。

「偶ぐう然ぜん！　その、偶然、俺が救慰寮に行ったら、あいつも来たんだよ！」

「あやしいなあ」

　琥珀はじろじろと七樹の顔を見る。七樹はその視線から逃にげるように顔を逸らした。

「怪あやしいも何も、俺とあいつが何かあるわけないだろ。あいつは、──俺を毛け嫌ぎらいしてるんだし」

「……何かの間ま違ちがいってこともあるからさ」と、琥珀は表情を和やわらげた。「魔まが差したりも、するだろ。用心はいくらでもしないとね」

「あんた、相当あいつが好きなんだな」

「まあね」

　琥珀はにっこりした。明るい笑え顔がおなのに、どことなく暗く感じるのは何な故ぜだろう。

「僕は子どものころ、閉じ込められて育ったんだよ。竜珠が強すぎるからって理由でね」

　白雪が城にいるとわかって安心したのか、琥珀は語り始めた。「悪いことをしていないのに閉じ込められるのは、僕が悪い子だからだと思ってた。だから、これ以上悪い子にならないように、外に出られたら竜珠を誰かのために使って、よろこばれたいって考えてた。……外に出られてからは、斎さい宮ぐうの騎き士しになるんだって考えてたから、白雪のために役に立ちたいと思ってきたんだよ」

「それは、……気の毒だったけど、偉えらいな、あんたは」

「だから、竜珠でなくなったら、どうすればいいかわからない」

　琥珀は、七樹をまっすぐ見上げた。七樹ははっとする。

　確かに、強大な竜珠であることそのものが存在意義になっているのであれば、竜珠でなくなったときの衝しよう撃げきは計り知れないだろう。

「けれど、白雪の決めたことだから、竜珠の断絶に反対する気はない。……僕もいつか、竜珠でなくなる。そのときは式を使えるように、がんばるよ」

　だから、と琥珀はつづけた。「七樹、そのときはよろしくね」

「え、」

「たとえ一連の件がうまくいって、竜珠が完全にいなくなっても、君は神杖から去れないよ。式師である限りはね」

　琥珀の笑顔が怖おそろしい。それはどういう意味なのか。

「永礼さまと話したけど、復活盟約国は式師の派は遣けんをこれ以上する気はないらしい。だから、竜珠を断絶した者に式を教えるのは、七樹、しばらくは君たちの役目になると思う」

　七樹は黙だまった。さきほどの話では、自分は式を使えなくなる可能性もあるのだ。

「──もし、君が白雪といい仲になったら、とことんまでいびってやるからね」

　ふいに、琥珀はがらりと口調を変えた。地を這はうような低い声と、それに似合わないにこやかな笑顔に、七樹は本気で怯おびえて後あと退ずさる。

「いい仲って、……それはねえよ」

「七樹！」

　呼び声に、七樹は救われた気がした。青磁だった。

「あいつがどこにいるかわかったのか、琥珀」

「あ、青磁。うん、さっき帰ってきたって。七樹と一緒に救慰寮にいたらしいよ」

「七樹と？　おい、おまえ、あいつに無理を言われたんじゃないだろうな」

　青磁はどうやら白雪より七樹を心配したようだ。斎王の近衛としてそれはどうかと七樹は思ったが、ただ首を振った。

「偶然だ。俺は寿央に用があったんだが、出かけてて会えなかったんだ」

「そうか。……あいつの言うことを聞く必要はないからな、無理を言われたらちゃんと俺に言うんだぞ」

「何それ。まるで上司にいじめられた後こう輩はいを庇かばってるみたいだ」

「似たようなもんだろうが。あいつが口にしたことに面と向かって逆らったら、一応は不敬に当たるんだぞ」

「一応って」

　七樹は思わず突つっ込む。

「強ごう情じようで頑がん固こで言い出したらきかないのはわかっていたが、わかっていて王位に就つけたのはまずかったよなあ……」

　青磁はぼそぼそ呟つぶやいた。それこそ不敬ではないだろうか。

「でも、僕らにもどうにもできないしね」

　琥珀はあっさりと言った。「血筋をたどれば他ほかに王に適当なのは蘇芳くらいしかいない。あとは茉まつ莉りだよね」

「茉莉が?!」

　七樹は思わず声を上げた。

「あの子は杖州公の直系曾ひ孫まごにあたるから、今でも継けい承しよう権は蘇芳に次ついで二位だ。公表はされてないけどさ」

　琥珀の言葉に、七樹は額を押さえた。とんでもないことだ、と怖おそろしくなった。

　七樹にとって茉莉は大切な妹である。彼女を害するものがあれば排はい除じよして守りたかった。だが、今となってそれもかなわない。

　自分が渡わたした腕うで環わがあれば、居場所だけは自分にわかる。もし危ない目に遭あったら助けに行こう、と考えて渡した。気休めに過ぎないにしろ、七樹にできることはそれくらいだけだ。……それに今は、蘇芳がいる。彼なら茉莉を大切にし、守ってくれるだろう。

「白雪が子どもを産めば話も変わるけど、ただ、そのころには王政とか、斎職について、今とは違う制度になっているかもしれないね。竜珠がいなくなるから、斎いつきについては本当に変わってくると思うよ」

　そういえば、と琥珀がふと暗い顔をした。「式について、七樹に話を聞きたいって言ってる人がいる。会わせたいんだけど、今からじゃだめかな」

「今から？」

「その人はね、ずっと自分の仕事ばかりしていて、私生活はほとんどないようなものだから、いつも職場にいるんだ」

　琥珀はそう言って笑ったが、その笑顔はどこか悲しげに見えた。

　琥珀の肩かたを、青磁がそっと叩たたいた。




　七樹が琥珀に連れて行かれたのは星曜館だった。裏口から招き入れられたのは、術師の中には時とき津つが原はらでの件で式師をよく思っていない者が多いからだ。それは七樹もわかっていたので、ひょっとしたら自分は殺されるのだろうかとも考えた。

　そこまで考えてしまったのは、いつも明るい琥珀がひどく暗い表情をしていたからだ。一緒にいると絶え間なくしゃべっている印象があったのに、必要以上は口を開かず黙り込んでいる。体調でも悪いのだろうかと思ったくらいだった。

「どうも、初めまして」

　にこにこしながら七樹を出で迎むかえたのは、長い黒くろ髪かみを結ゆった男だった。そこそこの年はいっているだろうに、見た目ではそれを感じさせない。どことなく雰ふん囲い気きが琥珀に似ていると、七樹はぼんやり思った。

「私は夜鳩といいます。この星曜館の館長です」

　三角形の部屋の一辺に執しつ務む机が置かれ、夜鳩はそこに掛かけていた。おかしなもので、この部屋の扉とびらはすべて開け放たれている。何かのまじないだろうかと七樹は思った。

「わざわざ呼びつけてすまなかったね。私はあまりこの部屋から出ないほうがいいので、できるだけここで話を済ませたいと思ったんだ」

　館長というからには術師の中でも高位だろうに、夜鳩は気取ったところもなく気軽に七樹に話しかけた。

「どうぞ、かけて」

　別の一辺に置かれた応接用の長なが椅い子すに座るようすすめられ、七樹はやや緊きん張ちようしながら掛けた。その隣となりに琥珀が腰こしを下ろす。

「今回、わざわざ君に来てもらったのは、式について、いろいろと教えてほしいと思ったからなんだ」

「式について、ですか」

　七樹は、前に座った夜鳩に凝ぎよう視しされ、ますます緊張する。

「竜珠の断絶が決まったからには、いつか必ず、この国から竜珠はひとりもいなくなる。生まれてくる竜珠の子もすぐに処置する方針で行くと、杖州公からうかがった。そうなったら、星曜館でやっていることは、式師に引き継がれるだろう」

　七樹は黙って聞いていた。

　神杖は古くからある国だ。しかも、建国以前から竜珠の多い土地だから、国として竜珠に頼たよる割合が他国とは比ひ較かくにならないほど大きい。復活盟約国が竜珠の断絶を秘ひ密みつ裏りに行おうとしたのは、そんな神杖が竜珠の断絶を容易に受け容いれないだろうと予測したためだ。

　だが、その予測を覆くつがえして、神杖は根本から変わりつつある。

　それは、あの斎王がいるからだろうか。

「永礼に聞いたよ。竜珠でなくなった者でも式は使えると。だからといって、今すぐ術師をすべて式師に変えることはできないのはわかっている。業務にも差し障さわるし、心理的抵てい抗こうも大きい。──君の仲間がしたことを許せず、今も憤いきどおっている者は多い」

　七樹はうつむいた。それについては反はん駁ばくのしようがない。

「だから、まずは私が示そうと思う」

「……夜鳩さま」

　七樹の横で沈ちん黙もくしていた琥珀が声を上げた。

　夜鳩はそれへ、安心させるように微笑ほほえみかける。

「私が、竜珠を断絶する国内で最初の術師となろう」

　夜鳩はあくまでもにこやかだった。「城内で今はもっとも高位の術師である私が竜珠でなくなれば、他の術師たちも不服を言い出しにくくなるだろう。いい手本になれる」

「夜鳩さま！　そんな、……そうなったら、誰がこの星曜館の館長を務めるんですか」

　琥珀が立ち上がる。すると夜鳩は平然と答えた。

「これまで通り、私だよ。星曜館が術師でなく式師の館やかたになる。それだけのことだ」

　七樹は舌を巻いた。ここまで自分を投げ出せる者も滅めつ多たにいないだろう。

　自分たちは神杖を見くびりすぎていたかもしれない、と思った。

　琥珀が力なく再び座り込む。

「あなたは勝手だ。いつもそうやって……自分を削けずるのがそんなに楽ですか」

「君が削られるよりはいいさ」

　夜鳩はやんわりと琥珀をたしなめた。「それにご心配なく。いつかは君だって同じ道をたどる。私たちの関係は何も変わらない」

「そうであるように、願います」

　琥珀はぽつりと呟いた。










「あんたが永礼なんて名前だとは、知りませんでしたよ」

　その後すぐに来らい賓ひん館を訪ねると、統とう帥すいは快く七樹を迎むかえてくれた。

「あれ、そうだっけ」

　明るく言うと、統帥は笑った。「名乗ったと思ったんだけどな」

「聞いてません。最初から結ユイ方面支部の統帥としか言ってませんでしたよ。どうせ名乗るのを忘れてたんでしょう。俺なんか最後に入った出来損そこないだしね」

「いやだな、そういう卑ひ下げは自分をだめにするからやめなさいって前々から言ってるだろう」

　永礼はそう言いながら、卓たく越ごしに手を伸のばして、長椅子にもたれた七樹の頰ほおをつまんで引っ張った。子どもじみた真ま似ねから、七樹は慌あわてて逃のがれる。

「そういうことはやめてください！」

　冗じよう談だんでなくかなり痛い。七樹は半泣きになりながら抗こう議ぎした。

「ではおたがい嫌いやなことはやめようね。──で、こんな夜遅おそくに何か用？」

　彼は、にやにやと人の悪い笑えみを浮うかべた。「それとも悩なやみの相談とか？」

「統帥って、この国の斎さい宮ぐうの騎き士しだったんでしょう。あの人に似てるって言われませんでしたか。あの、星曜館の館長さん」

「夜鳩に？」と、永礼は顔をしかめる。「あんなどす黒い男に似てると言われるとは、傷つくな。あいつはにっこり笑って後ろに回した手で俺の尻しりをつねったような男だぞ」

「そうされることをしたんでしょう。統帥がこの国を出たのは十一だって聞きましたよ」

「誰に」

「さっき会った、その夜鳩さんに。いろいろ教えてもらいましたからね」

　永礼は苦々しげな顔をした。久しぶりに会った部下を、先に帰き還かんした部下から仕入れたねたでからかおうと思っていたのに、これではおたがい、弱みを握にぎり合ってしまったようなものではないか。

「可愛かわいくないなあ、七樹。初めて会ったときはあんなに可愛かったのに」

「茶化してもだめです。どれだけ統帥が、騎士として仕えていた斎宮を好きだったか聞きましたからね。──四羽が何を言ったか知りませんが、俺をからかおうとしても無む駄だですから！」

「へぇー」

　永礼は目を細めた。「じゃあ、おまえが斎王に懸け想そうしてるってのは、本当なんだ」

　懸想だなんて、四羽はどんな報告をしたのかと、七樹はどっと疲つかれを感じる。

「どうとってくれてもかまいませんよ。──ただし、あいつはそのことを知りませんから、みだりに口にしないでほしいんですが」

「……七樹は、本気であの陛下が好きなのか？」

　永礼は真ま面じ目めな顔をした。どうやらからかう気はないらしい。

「そうです」

　仕方なく肯こう定ていすると、永礼はわずかに眉まゆを寄せた。沈黙が重い。七樹は咳せき払ばらいをした。

「だからって、あいつに何か言うつもりはないです」

「えっ、そうなの？」

　七樹の言葉に、永礼は心底驚おどろいたようだ。

「……あいつは斎王ですよ、この国の。斎王に対しては、誰も求めることはできないと聞きましたが」

「そうだけど、でも、もし斎王が七樹を気に入ってたらどうする？　四羽に、七樹が斎王にめろめろだって聞いてから、七樹が婿むこに入ってくれたらいいと俺は思ってるんだが」

「本気で言ってるんですか！　俺は、……俺の仲間はこの国の術師を殺した。俺の仲間はあいつを殺そうとしたんですよ。俺はそのどちらも止められなかった」

　永礼の明快さにかっとなった七樹は、思わず胸に溜たまっていたものを吐はき出した。

　七樹が真しん剣けんに白雪と、──白雪への気持ちと向き合えないのは、それらの行動を止められなかったという負い目があるからだった。

　そのことで白雪が傷つき、負ったもののことを考えて、気が重くなる。

「そうじゃなくても、あいつは俺をよくは思っていないでしょう」

　今日、話していてわかった。嫌きらわれているわけではない、と。

　だが、だからといって自分が好かれているとも、七樹には思えなかった。

「七樹は、まじめだな」

　永礼は苦く笑しようした。「自分がしたわけでもないことの責任まで取れないって、言ってもいいんだぜ」

「俺はそんなふうには思えないし、責任を取ってるつもりもないです」

「うん、まあ、……いいや。そんな話をしに来たんじゃないだろう？」

　永礼が促うながした。「用って、なんだい？」

　そこで七樹は自分がこんな夜更けにやってきた本題を思い出した。

　星曜館の館長である夜鳩が、まず自分の竜珠を断絶してほしいと願い出てきたこと、また、式は、術師だったが竜珠を断絶した者たちを最優先に教え伝えてほしいと望んでいること。

　式が誰にでも扱あつかえるというなら、竜珠でない者も使えるのだろう。もし、術師だった者以外も式を使うようになれば、特に式師が必要ではなくなるではないかと夜鳩は懸け念ねんしていたのだ。術師として生きてきた者は、それ以外でたつきをたてることができない。一種の特権階級のように扱われているからだという。

「勝手な要望だよね。夜鳩の気持ちもわからなくはないけど」

　一通り聞き終えた永礼は、鼻を鳴らした。「竜珠でも、術師以外の職で生活している人はいくらでもいる。特にこの神杖はね。術師になるのは、その道を究きわめたいと願う根っからの凝こり性しようだ。式師になるならそういう気性のほうが合っているだろうから、それは夜鳩の望み通りにしてもいいだろう」

「では、竜珠しか式を会得できないようにするんですか」

「まあ、しばらくはそうしたほうが軋あつ轢れきも少ないだろう。今後十年か二十年は、術師だった者が優先して式を扱えるように取り決めればいい。その後は緩ゆるやかに、誰でも習得できるように門戸を広げればいいさ。──しかしみんな奇き特とくだねぇ、式師で生計を立てたいなんて。こき使われて煩わずらわしい思いをするだけなのに」

　なあ、と同意を求められて、七樹はあぜんとした。

「できる者ができることをやるべきだって、言ったじゃないですかあんた俺に！」

「言ったっけ？　ああ、言ったかも」

　耳の穴をいじりながら、永礼は鼻でわらった。「七樹がそんな理想を鵜う吞のみにするような純じゆん粋すいな子でうれしいよ、俺は」

　七樹はうなだれた。

「俺は、つまり、言いくるめられてたんですね……」

「いやでもあれは本気。特別に力を持っているなら、それは誰かのために使うように天から授さずかったものだとは思ってるよ。──少なくとも、白鷺はそう言ってた」

「しらさぎ？」

「ここの陛下の母君さ。俺の惚ほれてた女。今でも大好きだけど、死んじゃったんだ」

　はあ、と永礼は溜ため息いきをついた。「いつか一いつ端ぱしの男になったら神杖に帰って、婿にしてくれ！　って申し込むつもりだったんだけど、遅かったよ。こんなことなら、あのとき国を出ずに、ずっと傍そばにいりゃよかった。そしたら、看取ってやれたのに」

「そうですね。そうしたら俺も、今ここで疲れさせられていませんよ」

「それはつまらない」

　悄しよう然ぜんとしていた永礼は、たちまちいたずらっぽい表情を浮かべた。「それに、どっちを選んでも、あっちにしておけばよかったって思うだろうしな。選ぶって、そういうことだ。だったら、選んだ結果の今を精せい一いつ杯ぱい楽しまないともったいない」

　あくまでも永礼は明るい。見習いたいと七樹は思った。

「だからさ、七樹も、いつか後こう悔かいするにしても、あのとき好きだって言えばよかったって思いつつ、人の奥さんになった彼女を遠くから見てるより、あのときうっかり好きだなんて言わなきゃよかったぜって思いながら惚れた女の尻に敷しかれてるほうが楽しいだろうから、自分の気持ちはしっかり伝えておくほうがいいと思う」

「……それは、励はげましてるんですか？」

　思わず七樹は確かく認にんせずにはいられなかった。

「もちろん」

　永礼は心外そうに腕うでを組んだ。「君たちはみんな、俺にとっては息子むすこや娘むすめ、弟妹のようなものなんだから、先行きを心配してる。職務や任務とはまた別のところでね」

「ありがとうございます」

　ひとまず、七樹は礼を言った。「気が向いたら、考えてみますよ」

　どちらにしろ、しばらくは色いろ恋こいなぞにうつつを抜ぬかす余よ裕ゆうなどない。

「そうだね。……で、さっきの夜鳩の話だけど、いい示じ威いにはなりそうだな。悪く言えば公開処しよ刑けいみたいなものだ」

　この上司の露ろ悪あく的な物言いに慣れていたつもりだったが、思わず七樹は顔をしかめた。

「そこまでしないとならないんですか？」

「そんな嫌いやそうな顔をするなよ。思いついた自分がすごくろくでもない気がしてくるから」

「とてもろくでもないですよ」

　七樹は忌き憚たんない意見を述べる。「脅おどすようで、俺は嫌です」

「だけど七樹、斎さい王おうの勅ちよく命めいでも、応じない者は応じないだろう。そうなれば不敬という罪科で処しよ罰ばつされる国だぜ、ここは。そんなことになるより、ある程度の示威行こう為いで頑がん迷めいな者も嫌いや々いやだとしても従うようになれば、無駄な血は流さずに済む。──時間は限られてるんだ。穏おん便びんに早くことを運ぶ方法があるなら、それに越したことはない」

　永礼の言葉を聞きながら、七樹は大路に押し寄よせて来た術師たちを思い出した。

　あのときは自分が余計な手出しをしたが、そうしなくとも、斎王はあの場をしのいで術師たちを止められただろうか。

　もし、彼女に止められなかったとしたら、……自分も少しは彼女の役に立ったというのだろうか。

「七樹は、斎王が好きだろう。だったら、彼女を煩わせることは少しでも減らしたいって思わないか？」

　永礼のだめ押しに、七樹は言葉を失った。










　精神的にも肉体的にも疲つかれ果てた七樹が、やっと自室を前にしたとき、待っていたかのように隣となりの部屋があいた。

「七樹」

　青磁が顔を出す。「ちょっと、こっちへ」

「なんか、用？」

「飲まないか？」

　もちろん、酒である。七樹はさほど強くはないが、それなりに飲む。だが、わざわざ自室に誘さそうのは、他ほかには聞かれたくない話があるのだろう。今日は人の話を聞かされる日なのか、と七樹は思った。

　寒い廊ろう下かで逡しゆん巡じゆんするのも飽あきて、七樹はそのまま青磁の部屋に入る。

「おまえ、今日はいろいろあったみたいだな」

「いろいろ？」

　近衛の部屋といっても、贅ぜいを尽つくされているわけではない。斎王が華か美びを好まないため、あてがわれた部屋は寝しん室しつと控ひかえの間の二間で一室になっている。控えの間にはくつろぐために長なが椅い子すや卓たくが置かれており、他は戸と棚だな程度の調度しかなく、ひどく殺風景だった。

「あいつに聞いた」

「あいつって誰」

　わかっていて、七樹は訊きき返す。長椅子に腰こし掛かけた青磁は、酒さか瓶びんから背の高い酒しゆ盃はいに酒を注ぎながら、

「陛下だ」と、答える。

「青磁はあいつの名前をあんまり呼ばないな」

「御み名なを軽々しく呼ぶ気にはなれん」

　こぼれそうなほど酒の注つがれた酒盃を前に押し出され、七樹は戸と惑まどった。

「おまえ、術師の暴動を止めてくれたんだってな」

「暴動ってほど殺さつ伐ばつとしてなかったけどな」

「ばか言うな。赤鳥隊の報告も聞いたぜ。市街地に術師が集まって不ふ穏おんな談合をしているという一報は午後には入っていたが、術師の取り締しまりは赤鳥隊には許されていない。星曜館から抑よく止しのために人を出したくても、斎宮の許可がないとできん。今は斎宮はいないから、斎王の勅命が必要になる」

　青磁は長々と説明した。「だが、斎王は見当たらない。さすがに身代わりの九連に勅命を出せるほどの判断力はないし、そこまでの責任を負わせることはできん。それであいつを捜さがし回ってたんだ。おまえも捜したがいないんで、どうするものかと泡あわくってたんだがな。──あいつはこっぴどく叱しかっておいた」

「あの術師たち、どうなった？　俺が目をさましたころにはいなかったんだが」

「御庭係が機転を利きかせて連れてきた赤鳥隊に身元だけ控えさせたらしい」

　七樹の疑問に答えてから、青磁は深く息をついた。「おまえの身み柄がらはすでに自由だ。俺たちには行動を制限することはもうできん。だができれば、せめて外出するときは、近衛の誰かに伝えてくれ。あいつと一いつ緒しよに姿をくらまされると困るんでな」

「……ごめん」

　七樹は酒盃に口をつけた。強い酒精が喉のどを焼きながら落ちていく。この心ここ地ちよさは寒い時季にはまた格別だ。

「謝ることじゃない。俺たちも油断しすぎていた。おまえにあいつの居場所がわかるからとはいえ、いつもあてにするわけにはいかないということを、今ひとつわかってなかったんだよなあ……」

　確かにそうかもしれないが、青磁に悄然とされると七樹も心苦しい。

　青磁は、自分の酒盃に口をつけると、一気に飲み干してしまった。七樹は驚おどろく。そんなふうに一気に飲めるほど軽い酒とは思えなかったのだ。

「青磁、そんな飲み方してだいじょうぶなのか？　明日だって仕事があるんだろう」

「これくらいは平気だ。酒なんて、旅のあいだに慣れちまったよ」

　青磁は平然として答える。「そういえば、俺が旅に出るって救慰寮に報告に行ったら、おまえ、泣き出したなあ」

　古いことを持ち出され、酒を飲みかけていた七樹はふき出しそうになった。

「……そうだっけ」
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「憶おぼえてないふりをしなくてもいいぞ、七樹」

　七樹は黙だまって酒を飲んだ。子どものころの頼たよりない記き憶おくを掘ほり起こされるのは気き恥はずかしい。

「あのころに、戻もどりたいと思うか？」

　その問いに、七樹は少し考えた。黙って首を振ふる。

「だろうな。俺もだ」

　子どものころに戻りたいと振り返られるほど、昔の自分が幸せだったと七樹には思えない。

　不幸せではなかったが、自由はわずかで、できることも少なかった。望みを叶かなえる手段も知らず力もなく、圧おし潰つぶされそうな頼りない心地で、それでも必死に虚きよ勢せいを張って、弟や妹を守っていた。

　あのころに比べれば、今の自分は汚よごれてしまっているものの、力は得た。これでもう、誰のことも傷つけることなく守れる。

　だから、昔を懐なつかしむことはあっても、戻りたいとは思わない。

「だが、そう思えるのは幸運なんだと、最近思うようになった」

「幸運？」

「ああ。今になってつらい思いをするより、子どものころに辛しん酸さんを嘗なめておけば、大人おとなになってからは何があってもわりと耐たえられるものだなと」

「それはそうかもしれないな」

　七樹は十五の年から過ごした三年間を振り返った。──本当にさまざまなことがあった。

　思い返せば、今、このように青磁と酌くみ交かわしているのが夢のように思えるほどだ。七樹が生き延びられたのはあらゆる偶ぐう然ぜんや誰かの親切や気まぐれのおかげだった。

　だから昔の自分のように困難に陥おちいっているものが目の前にいるなら手を貸したいと考える。今ならば人に手を貸す余よ裕ゆうも力も持っている。

「なんにせよ、おまえが戻ってきてくれて、俺はうれしい」

　青磁は無表情に言った。からになった自分の酒盃に再び酒を注ぎ、青磁はつづけた。

「もう、会えないと思っていた」

「……俺も」

「だが、科とが者ものとしておまえを引っ立てることになるとは思わなかった」

　青磁はじろりと七樹を睨にらみつけた。目が据すわっている。

　ひょっとして酔よっているのだろうかと七樹が考えていると、再び青磁は酒盃を呷あおった。いくら酒に慣れているとはいえ、この早さでこの強さの酒を飲みつづけるのは体によくないのではないだろうかと七樹は思ったが、それを言うより前に酒瓶の口を突つき出された。促うながされるままに酒盃の残りを飲み干し、傾かたむけられた酒瓶の口に当てた。再び酒がなみなみと注がれる。

「ごめん」

「茉莉だって、どれほど悲しんだか」

「うん……」

「おまえには幸せになってほしい」

　どんどん青磁の言葉に脈みやく絡らくがなくなっていく。まったく表情は変わらないが、かなり酔っているのだと七樹は気づいた。

「青磁、飲み過ぎなんじゃあ……」

　その言葉は青磁の耳に届いていないらしい。たちまち青磁の酒盃はあけられて、新しく酒が注そそがれる。

「青磁、もうそろそろ」

「なんだ？　俺はまだちっとも酔ってないぜ」

　酔っぱらいの常じよう套と句うくを吐はくと、青磁はまたしても一気に酒を飲み干した。

「酒さけ癖ぐせが悪すぎるぜ……」

　七樹は溜ため息いきをついた。

　そういえば、こんなふうに青磁と飲むのは初めてだ、と七樹は気づいた。
















　翌日の朝議で、特別に参加を希望した夜鳩の提案に、その場にいた者たちは驚いた。

「それは、……本気でおっしゃっているのですか、夜鳩どの」

　扇おうぎ形がたの議席の端はしに設けられた臨時席で夜鳩が提案したのは、自らの竜珠を壊こわしてほしいというものだった。

「もちろん、こんなことを、このような場で、冗じよう談だんで口にはできません」

　夜鳩は微笑ほほえんでいた。「自分は科者ですが、ご存じのように、陛下のご慈じ悲ひによって、以前と変わらぬ職務を与あたえられ、ぬくぬくと過ごしております。そして未いまだに、術師の中でも高位に在ることを許されている。──このご恩に報いるために、他ほかの術師に先立って、身の処し方を示したいのです」

　斎さい王おうとして朝議に出席していた白雪は、九連環杖をぎゅっと握にぎりしめた。

　夜鳩は三年前の王位簒さん奪だつに加担した。その首しゆ謀ぼう者しやである杖州公賀宗と共に、罪に問われながらもある程度の自由を許され、以前と変わらぬ職務をこなすよう求められている。白雪が決めた措そ置ちを生ぬるいと非難する者もいたが、罪の贖あがないに命を投げ出すほうが実は楽なのを白雪は知っている。

　この三年、ふたりは何度か命を狙ねらわれた。賀宗に命じられた夜鳩が禁きん呪じゆで招いた雪ゆき嵐あらしの異変で家族を亡なくした者が思い詰つめ、殺そうと試みたのだった。

「竜珠を断絶したのちは、どうなさるおつもりですか。失礼ながら、夜鳩どのひとりを無む為いに国で養うわけにはいかぬでしょう」

　賀宗が問う。

「もちろん、そのようなことは望みません。式を会得し、式師として、他の術師たちの手本となるよう心がけるつもりです」

　夜鳩の決意に、白雪は思わず玉座から立ち上がった。

「ならば、わたしも、」

「陛下」

　賀宗の声がとんだ。「軽はずみな発言はおやめください。陛下はこの国を統すべる責を負う方。そのようなこと、許されるはずはありません」

　白雪は口をつぐんだ。

　賀宗の言葉はもっともである。言葉は一度口にしたら取り消せない。白雪はだが、玉座を降りた。

「夜鳩さん、……ありがとうございます」

　歩み寄って礼を言うと、夜鳩は困こん惑わくしたように笑った。

「陛下、私は陛下のおかげで存ながらえているのです。陛下のお望みとあれば、この命、どのようにも使ってみせます」

　確かにそう言って、自分は夜鳩の命を掬すくい上げたのを白雪は思い出した。

　自分のしたことで死んだ者たちの分も、生きるべきだと。

　どれほど人に蔑さげすまれ、憎にくまれ、また踏ふみ躙にじられても、決して自分で生きることを終わらせてはならないと、命じたのだ。










　平年の神杖では、年末の三日間が年とし越こしのための休きゆう暇かとされている。この三日間は、公的機関も止まってしまう。城下だけでなく、国じゅうの商業街は正月のための買いものに来る人々があふれる。新年は新年で最初の三日間が年始の休暇とされるから、合計で六日間が公式の休暇だ。ただし、閏うるう年どしはこの限りではない。

「参賀の市民に、竜珠の断絶を見せるって案は、いいと思うけど」

　平然と言ったのは、琥珀だ。反対されると思っていた白雪は拍ひよう子し抜ぬけした。

「本気なの、琥珀」

「夜鳩さまがそうしてほしいと望んでいるなら、僕にも、他の誰にも止められはしないよ」

　琥珀は肩かたをすくめた。「それに、夜鳩さまが科者だという事実は何を以もつてしても消えない。だからこそ、何度でもそうやって我が身を犠ぎ牲せいにしてまで民たみに尽つくしていると訴うつたえかけることはいいと思う。今でも、夜鳩さまだけでなく杖州公も、涼州送りにすべきだと言っている人たちは少なくないんだから」

　冷静に分ぶん析せきする琥珀に、黒曜が後ろで腕うで組ぐみをしてうなずいている。

「確かに、夜鳩さまを止められるのはせいぜい陛下の勅ちよく命めいくらいだろうな」

　蘇芳が同意した。

「わかったわ」

　白雪は小さく息をついた。「ではそのように、永礼さんに頼たのみましょう」

「それは俺が行こう」と、青磁が名乗り出る。

「じゃあ、参賀と夜鳩さまの竜珠の断絶を公開する件については、僕が式部卿きようと相談するね。星曜館は式部省下だし」

　そう言い置くと、ふたりの近衛はそそくさと執しつ務む室を出て行く。

「動き始めたわね」

　白雪は残ったふたりの近衛に向かって笑えみかけた。「しばらく忙いそがしくなるわ。みんなには迷めい惑わくかけると思うけど、最後まで乗り切ってね」

「それはもちろんだが、白雪」

　蘇芳は微び妙みように言いよどむようすを見せた。「実は、今朝早く、隣りん国ごくからの使者が来た」

「また長汀から？」

「先さき触ぶれだ。午後には国主が天藍入りするらしい。しかも単たん騎きで」

「国主って、静玄さまが？　おひとりで？」

　白雪は驚おどろいて目を瞠みはった。「その、……どうしてこの忙しい年末にいらっしゃるの？」

「わからない。先日、浅緋どのがお戻もどりになるとき、少し話したが、そのような話題は出なかった。あの浅緋どののことだから、もし国主がこちらにいらっしゃるなら、一言ありそうなものなのに」

　報告する蘇芳も困惑している。

「そうよね、わたしも初耳だわ」

　白雪は眉まゆを寄せた。「ひょっとして、何かあったのかしら。──とにかく、いらしたらすぐにお会いできるよう、準備はしておきましょう」




　翌日から公休となるため、城内はやたらと人の往来が激しかった。人によっては、今から地元へ帰る者もいる。天藍の駅から出る最後の乗合馬車に乗り、元がん旦たんには実家で過ごせるならば、帰ることを許可される。もちろんその場合、三日の夜までに城へ戻らなければならない。

　だから、ひいなの姿で白雪が駆かけずり回っていても、誰も気には留めない。

「静玄さま？」

　静玄が到とう着ちやくした、という報告を聞いて、食事中だった白雪は、取るのものとりあえず会いにいった。年末年始はあまり時間が取れない。静玄が急いでいるならば、早いうちに会って話を聞いておいたほうがいいだろうと思ったのだ。

「これは……」

　来らい賓ひん館の片かた翼よくは復活盟約国の使節団が使っているが、もう一方は空いている。静玄がそこへ入る直前で、白雪は呼び止められた。ここで捕つかまえておかないと、会うのがあす以降になってしまっただろう。それは避さけたかった白雪は、ほっとして静玄に笑みかけた。

「陛下、このようなところにお出ましになって、よろしいのですか」

　静玄も、白雪が御庭係に扮ふんして出歩いているのを知っていたから、声をひそめて問う。

「でも、静玄さまが急にいらっしゃったから、何かとても重要なお話があるのかと思って参りました」

　白雪の答えに、静玄は困ったような表情を浮うかべる。

「では、少しお話がしたいのですが、……どこか、静かなところで、誰の手も煩わずらわせず済む場所がいいです」

　つまりは、室内では困るというのだろう。何な故ぜ、静玄がそう求めるのか白雪には理解できなかったが、うなずいた。

「そうですね」

　辺りを見回しながら考える。「少し寒いかもしれませんけれど、庭園でもいいですか？　早はや咲ざきの沈じん丁ちよう花げが咲いているころです。とてもいい匂においがしますよ」

　白雪が誘さそうと、静玄は顔をほころばせた。

「では、どうぞよろしくお願いいたします」

　静玄の言葉に白雪はうなずくと、先立って歩き出す。

　城内の半分は庭園になっている。その庭園も木立によっていくつにも分けられており、場所によっては名もついている。白雪が静玄を招いたのは寒月庭園だった。建物から比ひ較かく的てき近い。

　しばらく歩くと入り組んだ建物が途と切ぎれ始めた。もうそのあたりから馥ふく郁いくたる芳ほう香こうが漂ただよっている。

「ああ、本当にいい香かおりだ」

　静玄が感じ入ったように呟つぶやいた。

　そこから少し先が寒月庭園だった。あずまやがあり、白雪はそこへ静玄を招く。

「お寒くはないですか、静玄さま」

　すべてのあずまやに常に置かれている燈とう籠ろうには、明るい灯ひがゆらゆらと揺ゆれていた。

「まだ旅装ですから、自分は平気です。陛下こそ、そのような薄うす着ぎで」

「だいじょうぶ、下に着込んでいますから」

　静玄と顔を合わせるのは年に一、二度か。しかし信書のやりとりをしているので、白雪は以前より親しみを感じてはいる。

「でも、さすがにこの椅い子すは冷たいわ」

　白雪はあずまやの丸椅子に腰こし掛かけようとして、やめた。石造りの椅子は凍こおりついたように冷たい。

「では陛下、御おん身みが冷える前に、お話を」

「はい、なんでしょう？」

　話しかけられて、白雪は立ったままの静玄を見上げた。静玄の顔が灯あかりを受けて明るく染まっている。

「陛下には、お心に決めた方はいらっしゃるのでしょうか」

「……」

　白雪は驚いて、まじまじと静玄を見つめた。

「先日、浅緋がこちらにお邪じや魔まいたしました。戻ってきてから、私に言うのです。……私に、陛下を想おもうのはやめたほうがいいと」

　白雪は目を瞠った。

　浅緋が静玄との結けち縁えんを申し込んできたのは記き憶おくに新しい。白雪はそれを断った。今はそのようなことを考える余よ裕ゆうはなかったからだ。

　なのに、それをもう一度申し込まれるとは考えてみなかった。

「私は、……陛下を、ひとりの女性として尊敬し、……その、好意を寄せています」

　たちまち静玄の顔が赤らんだ。それは、燈籠のせいではなかった。

　白雪は、静玄のまなざしをしっかりと受け止めた。

「先日は、浅緋を介かいして、陛下とご縁を結びたいと申し込ませていただきました。あれは、国主として、公おおやけの立場としての申し込みでした。……ですが今日は、私人として陛下に申し上げたい」
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　静玄はここで言葉を切った。白雪は恥はずかしさのあまりその場から逃にげ出したくなったが、脚あしは縫ぬい止められたようにぴくりとも動かない。

「陛下には、私の想いは、受け容いれがたいのでしょうか」

「……はい」

　静玄の真しん摯しな想いが痛いほど通じたからこそ、白雪も真しん剣けんに答えた。

「それは、どうしてか、お教え願えませんか。……どなたか、……想う方でも、いらっしゃるのですか？　もし、理由もなく私を受け容れがたいとおっしゃるのでしたら、陛下のお気持ちが変わるまで、お待ちしたいと思います」

「想う方、だなんて」

　白雪は、顔が赤らむのを止められなかった。

　静玄はそれ以上は促うながさず、黙だまって白雪の言葉を待っている。

「気になるというか」

　白雪は、胸の前で両手を揉もみ絞しぼる。「その、……わたし、こういうことに疎うといから、自分でもよくわからないんです。でも、人に相談することもできなくて」

　ひいなのころ、同どう僚りようの噂うわさ話ばなしはよく耳にした。同室の者たちは楽しそうに、城内でも誰が見目良く好感が持てるか話していた。

　そのたびに自分の騎き士しの名が頻ひん繁ぱんに上がるのには辟へき易えきしたが、何より、そのように異性に興味を持ったことがなかったので、小雪は好きな人はいないの？　と問い詰つめられるたびに困こん惑わくした。どうやら世間ではそのように異性を好ましく思うのがごく当然なのだと、そのころ白雪は初めて知って衝しよう撃げきを受けたほどには、色いろ恋こいに興味がなかったのだ。

　そんなふうに人を想うことなど、必要ないと考えていたから。

「そうですね。一国の主あるじとしては、そのような話もしにくいでしょうし」

　静玄は静かに言った。「もしよろしければ、陛下がどなたかをお気にかけていらっしゃるなら、そのお気持ちをお聞かせ願えませんか？」

　静玄の言葉に、白雪は勇気を奮い起こす。

「気持ちも、何も」と、白雪はゆっくりと口を開く。「自分にも、自分の気持ちがわからないんです。……あの人を見ると、いらいらしてしまって」

　静玄は黙って聞いている。白雪は彼から目を逸そらして、ややうつむき加減になってつづけた。

「意地っ張りで……どうしようもない人なんです。自分を大切にしないし、そのせいで周りが悲しむのもわかっていない。もうほんっとうにばかな人だと、思うんですけど……無茶をしないか、気になるんです。向こう見ずで、でもやさしくて、なんとも思っていない者の命も、平気で自分を投げ出して救おうとするんですよ。──ばかな人だと思いませんか？」

「でも、そのばかな人が、陛下は気になるのですね」

　静玄はやさしく言った。

「気になるというか、……自分を削けずることをやめてほしいだけです。わたしのことなんかどうでもいいくせに、命を助けてくれたんです。ありがたいとは思うけれど、でもそれが、腹が立ってしょうがないんです」

　白雪は心の底から言った。

　彼が自分を好きになるなど想像もつかない。好かれたいとまでは思わないが、これ以上は嫌きらわれたくない、そう考えはする。

「陛下は、その方を大切になさりたいようですね」

「大切に……」

　白雪は額を押さえた。「そうなの、かしら」

「私には、そのように思えました」

「どうしたら、いいのかしら」

「大切になさればよろしい」

「でも、わたしが、……そんなふうに想ったら、迷めい惑わくなんじゃないかしら」

　見上げると、静玄の男らしい顔には、苦しむような表情が浮かんでいた。

「一国の主で、慈じ悲ひ深く、強大な竜珠である陛下のお気持ちを、迷惑だと言うのですか」

「そんなこと、あの人には関係ないみたいです」

　白雪はちょっと笑った。「あの人にとって、わたしは、ただの生意気な鼻持ちならない女なんでしょうね」

　それが、白雪にとっては新しん鮮せんでもあった。

　神杖に戻もどってからずっと、白雪は斎さい宮ぐうの跡あと継つぎであり、また斎宮となってからは国を守る特別な存在だった。今はそれに加えて、為い政せい者しやとしての責任も問われる。城内ではあくまでも公おおやけの存在として扱あつかわれた。

　小雪として城下に出て、救慰寮で子どもたちと過ごすときだけが、今までの白雪そのものだった。

　誰もただの小こ娘むすめの白雪を必要としていない。

　それは仕方のないことだと諦あきらめていた白雪にとって、白雪の地位や力を知ってなお、ただの小娘、一個の人間としても扱ってくれる七樹は、それだけで特別になり得た。

「でも、わたしがあの人を、……好きだとしても、迷惑だと思うわ」

　言いながら、白雪は自分が情けなくてたまらなくなった。

　彼に好かれていない、迷惑だと思われていると口にしただけで、こんなにも胸が痛い。

　自分はこれほどまでに弱かったのだろうか。

「陛下は、その方に好かれたいのですか？」

　再びうつむきかけていた白雪は、はっと顔を上げて静玄を見た。耳まで熱くなるのがわかる。

　静玄は苦く笑しようした。

「そんな、……きらわれるのは、いやだけど……」

「では、もし、その方に好かれていたら、どうしますか？」

　白雪は激しく首を振ふった。

「そんなことは、ない、と思うわ……わたし、きっと生意気だって思われてる。生意気な女なんて、男のひとには不ふ愉ゆ快かいなだけなのでしょう」

「相手のひととなりがわかりませんので、どうとも言いかねますが、そういうのがたまらなく好きだという者もいるようです」

　静玄は咳せき払ばらいをした。「私にとって陛下は、生意気な女などではありません。それに、女性が考えているほど、従順でおとなしい女性を好ましく感じる男ばかりではありません。……自分も、そうです」

　静玄の慰なぐさめが白雪の心に染しみる。

「だと、いいんですけど」

　白雪は力なく呟つぶやいた。

「陛下は、……このようなことを申し上げるのは本意ではありませんが、どうやらその、気になる方を、好ましいと感じておられるようだ。その方が、自分自身を無下に扱うのが腹立たしいのは、そのためでしょう」

「そう、でしょうね……」

　白雪はそれだけ言うと、両手で顔を覆おおってうつむいた。

　そうだ。

　あの人が好きだ。好き、……これはなんという、どうしようもない気持ちだろう。

　ふたりで歩いて城下から戻ったあの時間の空気を思い出して、白雪の胸がいっぱいになった。

　彼の声、彼の笑え顔がおが今になってこんなにも苦しい。

　声が聞きたい、顔が見たい、触ふれて、確かめたい。

　あれから会っていない。今は何をしているんだろう。どうしているだろう。何も困ってはいないだろうか。同じ城内にいるのに、……望めば容易に居場所がわかるのに、どうしてこんなにも遠く感じる。

　会いたい。会いたい、会いたい……

「──陛下」

「ごめんなさい、静玄さま」

　白雪はうつむいたまま、つづけた。

「謝らないでください。不ぶ躾しつけな質問にお答えくださって、うれしく思います」

　静玄の声にはあたたかさがあった。「その幸運な男が誰か、私には知る由よしもないが……」

　幸運な男、とは思えなかった。七樹は自分を好きだとは思えない。

　彼は、自分など、……自分を、どう思っているのか。

　ふいに強く、知りたい、という気持ちが白雪の中にこみ上げた。

　知りたい。

　あの人はわたしをどう思っているんだろう……

「陛下、陛下が想おもう相手に想われたいとお望みならば、それがかなうように、祈いのります」

「静玄さま」

　静玄が身を翻ひるがえした気配に、白雪ははっと顔を上げる。もう静玄がどんな顔をしているか、白雪には見えなかった。

「陛下、……初めてお会いしたとき、私は陛下に対して、ひどく無礼だった。ですが、今では心からあなたに敬服しております。そのことは、お忘れなきよう」

　静玄は振り返らずにそれだけ告げると、あずまやをひとりで去っていく。

　白雪は言葉もなく立ちすくみ、その背を見送った。

　静玄を止めることは、できない。想いを拒こばんだ自分に、そのような権利はない。

　だが、ああして自分も拒まれて去るとしても、あの人にこの想いを告げなければと強く思った。

「……ななき」

　その名を恐おそる恐る、口にする。

　夜風が白雪の頰ほおを撫なでた。

　ゆらゆらと揺ゆれる火ほ影かげと、甘い香かおり。

　冷えた空気を吸い込んで、白雪はもう一度、その名を口にした。

「七樹」

「……呼んだか」

　白雪は驚おどろきもせず、ゆっくりと振り返った。

　木立の向こうから、困こん惑わくしきった表情を浮うかべた七樹が現れる。

「本当に、来た」

　白雪は、ちょっと笑った。

「なんだよ」

　揺れる火影の中、七樹が近づいてくる。「あんたの呼ぶ声が聞こえたような気がしたんだ。場所がわかるから、来るしかないだろう」

「ありがとう。心配してくれたのね」

　素す直なおに礼を述べると、七樹の顔が赤くなるのがはっきりとわかった。

「心配っていうか、……そうだけど、なんか、……きもちわるいな、そうやって言われると」

「そう？」

　七樹の戸と惑まどいがおかしくて、白雪は笑った。

　笑っているうちに、目じりに涙なみだがにじんだので、指先でぬぐった。

「なんで、……そんなに、笑うんだよ」

「ごめんなさい、ちょっと、楽しくって」

「楽しい？　だったら、いいけどよ」

　七樹が自分から目を逸そらしたのにその場を去らないので、白雪は確信した。

　わたしはこの人の傍そばにいてもいいんだ、と。

「ねえ、」

　白雪は、七樹の腕うでを引いた。と、七樹がぎょっとしたようにこちらを見る。

「今ね、わたし、求きゆう婚こんされたの」

「球根？」

「花の球根じゃないわよ」

「……で？」

　七樹は渋しぶ々しぶというように先を促うながした。

「でも、好きな人がいるから、断ったの」

「…………へえ」

　七樹が顔を逸らした。その顔には苦々しげな表情が浮かんでいる。

「で、なんでそれを俺に言うんだ」

「さあ、どうしてかしらね」

　再び、七樹は白雪を見る。

　白雪は、極ごく上じようの笑顔を浮かべようとして、それに成功した。










　夜よ更ふけに降り出した雪は、朝にはやんだ。

「すぐに溶とけちゃったわね、雪」

「でも、またすぐに積もりますよ」

　茉莉が笑って言った。

　雪かきにかり出されていた茉莉は、雪が早く溶けたために労働から解放されていた。めずらしく自由になる時間があったので、斎さい宮ぐう殿でんを訪ねてくれたのだ。

　白雪も、斎宮殿を暖めて、夏乃の代わりに入り口の石段や建物の周りの雪をのけたばかりだったので、疲つかれを取るためにお茶となった。

「そういえばわたし、ずっと白雪さまにお礼を言おうと思ってたんです」

　夏乃がふたりの前に茶を置いて下がると、茉莉は態度を改めて言った。

「お礼って、なあに？」

「ななにいを連れて帰ってきてくれて、ありがとう」

　茉莉はぺこりと頭を下げた。「ななにいに聞いたわ。白雪さまが、わたしが心配してるって怒おこってくれたって」

　白雪は顔を赤らめた。確かにそう言いはしたが、あれは、純じゆん粋すいにそれだけの意味ではなかったのだと、今なら自覚もある。

　自分は結局、彼自身が気になっていただけなのだと。

「そんな、……お礼を言われるようなものじゃないのよ。その、茉莉が、あの人のことをとても大切に想っているのは、わかっていたから」

「大切というか」

　茉莉は顔を上げると、腕うで環わを撫でた。「家族、だから」

　ふと白雪は思い出して立ち上がった。

「ちょっと待っててね」

　客間を出て、仮か眠みん用の寝しん室しつとして使っている部屋へ入った。奥おく殿どのの寝しん所じよと異なってこぢんまりとした寝室には、小さいながら化け粧しよう台や、予備の着き替がえが入った衣装棚だなが壁かべ掛かけの後ろに隠かくれている。

　白雪は壁掛けを捲まくると、化粧台の引き出しをあけて、目当てのものを見つけ出した。それを手にして客間に戻もどる。

「茉莉の腕環を見ていたら、これを思い出して」

　白雪が手にしたのは、赤い髪かみで編まれた腕環だった。茉莉はあれっという顔をする。

「それ、蘇芳さま……？」

「編んでくれたのは、蘇芳よ。でも、……この髪は、わたしの、とても大切だった人のものなの」

　茉莉はゆっくりと、二、三度瞬まばたいた。何かを思い出そうとしている、目つき。

「まっくろな、人」

　夢見心ごこ地ちで彼女は呟つぶやいた。「怖こわくなかったけど、お顔が、見えなかったわ……あれは、夜だったから？」

　その呟きに、茉莉はあのときのことを憶おぼえているのだと、白雪は気づいた。

「そうね、あなたもあの人に会ったのよね……」

　一度だけ会った朱月を、幼かった茉莉は『まっくろな人』と言った。

　それは彼自身が、恨うらみや憎にくしみといった負の感情で凝こり固まり、竜珠としての視力でそのように見えてしまったのだろう。

「あの人、本当は、赤い髪だったの？」

「そのようね。──わたしもずっと、知らなかったわ」

　あまりにも重い竜珠とその憎しみのため、自分を照らす光さえねじ曲げていた朱月は、その身を黒く染めあげていた。くろがねによって身をつないでいたせいだけではないはずだ。

「ね、こうするとおそろいね」

　白雪は左手首に腕環を通すと、茉莉の前にかざして見せた。

　ずっと、この腕環のことは思い出さないようにしていた。昔、一いつ緒しよにいた人の想おもい出が蘇よみがえり、心をひどく痛めつけたからだ。

　だが今は、その痛みもいとしいと思える。

「わたし、……この人が、好きだったわ。今でも、とても好き」

　白雪は腕環を指先で撫でながら、呟いた。

　七樹を好ましく感じるのとは異なる気持ちで、今は地の底で眠ねむるあの男を、白雪はいとおしく想う。

「白雪さまは、……その人以外に、好きな人は、いないの？」

　茉莉は何な故ぜか、真しん剣けんな顔で問いかけてくる。

「どうして？」

　何故そのようなことを訊きかれるのか、不思議に思って白雪は問い返した。

「だって、その人、もういないんでしょう……」

　茉莉は痛々しげな顔をする。この髪の持ち主が生きてはいないことが、茉莉には感じ取れるようだ。

「もういない人をずっと好きなのは、つらくないのかと思って」

「つらくは、ないわ。だって、この人はもう変わらないのよ」

　死者はけっして変わらない。その心も想い出も止まっている。心乱されることはない。傷つけられることも、ないのだ。──永遠の存在になってしまったから。

　それは悲しく、淋さびしいことだと白雪にもわかっている。

「……白雪さま、もっと他ほかの人を好きになればいいのに」

　茉莉はどこか怒ったような声で言った。

　ふふ、と白雪は笑う。

「茉莉は、誰かを好きになったことはあるの？」

「一緒にいたい人はいるわ」

　茉莉はしごく真ま面じ目めな顔をして答えた。「みんながよく話してるけど、縁えんを結ぶとか、まだよくわからない。母さんだって、父さんと縁を結んだけれど、でも父さんは死んじゃって、ひとりぼっちになっちゃった。結局は好きな人と離はなればなれになったから、それって幸せなのかなあって、考えるもの。……だけど、縁を結ばなくてもいいから、一緒にいて、話したり、笑ったりしたい人はいる。──それは、好きってこと？」

　最後は自分に対しての問いかけのようだった。白雪は黙だまって少女の言葉に耳を傾かたむける。

　そういうふうに、あの人を好きだった。

　父として娘むすめとして、ずっと一緒にいられれば、よかったのに。

　悔くやんでいるのではない。ただ、そのようにあれたらよかったのにと考えるだけだ。

「一緒にいるときの、空気とか、声とか、あったかい感じがして……これがなくなったらいやだし、できたらずっとこのままでいたいって、思うの。これは好きということなのかしら？」

「たぶん、ね」

　白雪はうなずいた。茉莉が誰のことを言っているのか見当はつく。そしてまた、彼女の願いがかなえばいいとも思う。

　傍そばにいたい。ただそれだけで、いいのだ。姿を見て、その空気に触ふれ、声を聞く。ただそれだけでうれしい。その視線が自分の上になくともいいとも思う。何よりも大切にするものを持っている人ならば、それを守りきるのを見届けたい。

　それが白雪にとって、愛しているということだった。

「陛下」

　夏乃が、戸口に立って呼んだ。「黒曜さまがお見えです」

「通してください」

「あ、じゃあわたし、行くね。邪じや魔ましたら黒曜さまにわるいから」

　茉莉はそう言うと、ぴょんと立ち上がり、白雪が止める間も与あたえず部屋をとび出して行く。

　入れ違ちがいに黒曜が入ってきた。

「……茉莉が、来ていたんだな」

「ええ、どうぞ」

「邪魔をしただろうか」

「いいのよ、話は終わったから」

　入ってきた黒曜は、白雪のすすめるままに、さきほどまで茉莉の座っていた場所に腰こし掛かける。

　夏乃がお茶を運んできて、黒曜の前に置いた。

「異国の船まで行かれたそうですが、いかがでしたか？」

「海は、きつい」

　夏乃の問いに、黒曜は溜ため息いきをついた。まあ、と夏乃はひとしきり笑ってから退出する。

「竜珠は海が苦手だというけれど、どうしてかしら」

　白雪は不思議に思って、訊いた。

　黒曜は眉まゆを上げる。

「知らないのか、白雪」

「理由があるの？」

「海には、天イー竜クア神ルの流した血が混じっているからだ」

　白雪は目を丸くした。

「初めて聞くわ。黒曜は物知りね」

「神杖の竜珠ならば誰でも知っている」

　黒曜は鬱うつ々うつとした顔つきで呟いた。「それに、首の後ろにあるという竜珠が、船のような、揺ゆれる感覚に惑まどわされるという説もあるようだ」

「船って、そんなに揺れるの？」

　白雪は興味を持って尋たずねた。「他にも、いろいろと聞きたかったのよ。こうやってゆっくり話すのは久しぶりね」

「ああ。……俺も、話したいことがあって」

「なあに？」

「彼女が、よろしくと言っていた」

　彼女とは、四羽のことだろう。

「四羽さんは、元気なのかしら？　少しはよくなった？」

「病巣があったが、取り除いた」

　黒曜は淡たん々たんと告げる。「今、復活盟約国の船団は長汀の港にいる。そこで、手術をした。俺も、手伝った」

「手術……」

　白雪は驚おどろいた。

「白雪に、頼たのみがある」

　思い詰つめたように、黒曜はじっと白雪を見つめた。黒曜がそのように切せつ羽ぱ詰つまった態度を見せることはめずらしい。白雪は驚きながらもうなずいた。

「こののち、竜珠はいなくなる。俺も竜珠でなくなるときが来るだろう。そのために、できるだけ早く医術を学ばせてほしい。──医師に、なりたいんだ」

　白雪はじっと黒曜を見た。

　黒曜の竜珠は、特別だ。ただひとりと決めた相手と命を取り換かえることができるという。黒曜はその相手に白雪を選んだ。

　だが、それももう終わる。

　彼が新しい道を選ぼうとしているのを、誰が止められるというのか。

「黒曜は、そうしたいのね」

「だめだろうか……」

　不安げな彼に、白雪は笑えみかけた。

「黒曜が決めたことを、わたしがどうこう言えはしないわ」

　言葉を選びながら、白雪は答える。「医師になるのはたいへんらしいわよ。それでもかまわないなら、思うとおりにしたらいいわ」

「……ありがとう」

　黒曜は、ほっとしたように顔をほころばせた。「俺が白雪の役に立てるのは、癒いやしの術だけだ。竜珠でなくなればそれもできない。医師がそれに近いようだから、やってみたいと思ったんだ」
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「だったらお礼を言うのはわたしのほうね」

「いや、俺がしたいだけだから、……気にしないでくれ」

　黒曜のやさしさが染しみ渡わたるようだ。

　白雪は静かにうなずいた。










　昨夜の意味深な白雪の態度を思い返していると、顔が熱くなってくる。

　七樹は噴ふん水すいのふちに積もった雪を素す手でで払はらいのけた。その冷たさすら感じない。

　緑陰庭園だと教えられた場所は、誰の足あし跡あともなかった。たまに七樹は、ひとりでここに来るようになっている。自分に術が利きかないのがありがたかった。おかげで自由に出入りできるし、誰も来ない。

　ぼんやりと雪で埋うめ尽つくされた水すい盤ばんを見おろしていると、人の気配がした。驚いて振ふり向くと、木立の向こうから人がやってくるのが見える。しかも複数だ。

「……七樹」

　先頭に立っていたのは青磁だった。やや困こん惑わくした顔つきをしている。

「青磁？」

　後ろには、蘇芳と琥珀、そして黒曜がつづいている。斎王の近衛が揃そろってなんの用だと、七樹は内心で身構えた。

「どうしたんだ、みんなで」

　なんとなく嫌いやな予感がして、七樹は後あと退ずさった。

　自分が斎さい王おうをどう想おもっているか、近衛は察しているだろう。それを咎とがめられるのかと七樹は考えた。

　しかし、だからといって彼女を想うことをやめられるはずもない。

「昨夜、長汀の国主、静玄どのが、陛下に求きゆう婚こんされた」

　蘇芳が告げた。

「……らしいな」

　白雪が誰かに求婚されたのは本人から聞いて知っていたが、その相手が隣りん国ごくの国主だと知らなかった七樹は、いささか驚く。

「なんで知ってるのさ」

　琥珀が咎めるような声を上げた。

「本人から、聞いた」

　七樹はためらいつつ告げた。とたんに琥珀は無表情になった。

「聞いたって、白雪がわざわざ君に言いに行ったのか」

「そうじゃねえよ、たまたま庭園にいたら、あいつが俺を呼ぶ感じがしたから、行ったらあずまやにいて、そこで、そう聞いて、」

　いつも、怒おこってさえもにこやかな琥珀の変化に、七樹は慌あわててしどろもどろになる。

「静玄どのは先日も、公式に陛下に結けち縁えんを持ちかけていたが、陛下はお断りしていた。今回は、私人としてのお申し込みだったようだ。静玄どのは、陛下を政まつりごとと関かかわりなく、好ましく想っておられた」

　さらにつづく蘇芳の言葉に、七樹はややげんなりした。静玄という男なぞまったく知らないが、自分の切なる想いをこんなところで他人にとやかく取り沙ざ汰たされたくはないだろう。

「それが、俺となんの関係があるっていうんだ」

「陛下は、静玄どのに正式にお断り申し上げたそうだ。──想う者がいるから、静玄どののお申し込みを受けられないと。我々は静玄どのからそう伺うかがった」

　答えたのは青磁だった。だが、七樹はその内容に、胸の痛みを覚える。

　想う者がいる。

　あの、斎王に。

「そこでだ、七樹」

　青磁が一歩前へ出た。その顔はどことなく青ざめている。

「俺たちの誰かひとりと決けつ闘とうしろ」

「……え」

　前後のつながりがわからず、七樹はぽかんとして青磁を見た。

　青磁は淡あわい色の目でじっと七樹を見返す。

「我々は斎王の近衛。陛下をお守りするのが役目だ。そしてまた、陛下が求めた相手を試ためす立場にもいる」

　七樹はゆっくりと瞬まばたいた。青磁が何を言っているのか、理解できない。

「陛下ご自身がお求めになった相手が、陛下を託たくすに足るかを見み極きわめる役目も仰おおせつかっているんだ」

　蘇芳は厳おごそかに告げた。

　七樹は事態を把は握あくし、赤くなり、次いで青くなった。

「だ、だからってなんで俺があんたたちと決闘なんかしなきゃならないんだ！」

「ああもう往おう生じよう際ぎわがわるい！」

　わめいたのは琥珀だ。「僕たちだって、君を認めたくなんかないよ！　僕のほうがよっぽど白雪を泣かせない！　でも、……白雪が望んでるのは僕らじゃないんだ！」

　叫さけびに込められた悲痛な感情に、七樹は圧あつ倒とうされる。

　近衛たちは、全員が斎王を愛している。それはあらゆる意味でだった。家族のように、妹のように、それでいて片かた恋こいのように、自らのものにしたいという願いもこもってさえいた。

　それを諦あきらめざるを得なくなったというからには、腹も立つだろう。

「白雪を幸せにできるのは、白雪が心から求める相手だけだ」

　黒曜が静かに告げた。

　どれほど近衛が愛して尽くしても、白雪自身がそれを受け容いれ、感謝はしても、自ら求めることはもう決してないだろう。

　彼女は心の中で、もっともあたたかい場所に住まわせる人を決めてしまったのだ。

「得物は選ばせてやる。相手もだ。誰とどう戦う？」

　青磁が繰くり返すのに、七樹は腹をくくった。

　──あの斎王を、自分は愛している。

　彼女が求めているのは自分だと、近衛は言う。

　であれば、この戦いから逃にげるわけにはいかない。

　七樹は前へ出た。

「得物はいらない。素手でいく。相手は、──青磁」

　予想していなかったのか、青磁ははっとした。

「手加減なしだ」

　七樹が告げると、青磁はうなずいて、腰こしから二振りの刀を鞘さやごと抜ぬいた。




　噴水から離はなれ、青磁と七樹は対たい峙じする。

　黒曜がふたりの間合いを決め、判ずるために中央に立った。

　はじめ、と低い声がかけられたとたん、青磁の蹴けりがとんでくる。

　刀使いである青磁の体術を見くびったわけではないが、七樹は武器を扱あつかい慣れていない。だから素手でと頼たのんだのだ。青磁の蹴りを間かん一いつ髪ぱつで避さけ、七樹は後ろへと身を翻ひるがえす。

　式師の仲間内でも、七樹は攻こう撃げき力が低い。それは式師としてであって、身体能力は平均以上だ。我が流りゆうだがそれなりに殴なぐり合いもできる。

　蹴りを避けた七樹は、着地すると同時に青磁の襟えり首くびに手を伸のばし、そのまま投げ飛ばそうとする。だが青磁が抵てい抗こうしたので体勢が崩くずれ、ふたりは同時に雪の残る地面に転がった。

　七樹はいち早く体勢を立て直すと、再び青磁を摑つかもうとするが、逆にその腕うでを取られ、固められる。肩かたに激痛がはしったが、かまわず逆に青磁の腕をひねり上げて、地面に叩たたき伏ふせた。次の瞬しゆん間かん、跳とび退のくように青磁から離れて間合いを取る。

「やるじゃねえか」

「青磁こそ」

　痛みのはしる肩で息をしながら、七樹はにやりとした。

　子どものころのじゃれ合いを思い出す。

　昔こうして、青磁と救慰寮の庭で転がって遊んだ。

　もうあのころには戻もどれないが、それ以上にあたたかな記き憶おくを、こののちも作り出せるはずだ。七樹はそう確信していた。

　青磁は立ち上がり、体勢を整えると向かってきた。それを見計らって、七樹は青磁の首元に手を伸ばした。服の襟えりを摑み、反動でそのまま投げ飛ばす。そして、間かん髪はつ入れずに腹部に肘ひじを叩き込んだ。それだけでは足りず、上から青磁の首を締しめ上げる。

　すぐに青磁は落ちた。

「……どうだ」

　七樹が見ると、黒曜が近づいてきた。青磁の頰ほおを数度叩いて、意識が飛んでいるのを確かく認にんすると、眉まゆを寄せて告げる。

「おまえの、勝ちだ」

　七樹は後ろにひっくり返った。

「青磁は刀だったら負けないのに」

「無茶を言うな、琥珀。七樹が滅めつ多た斬ぎりにされる」

　冷たい感かん触しよくに身を預けていると、琥珀と蘇芳の会話が聞こえてぞっとした。

「冗じよう談だんじゃねえぞ、おい」

　思わず飛び起きると、黒曜が青磁の喉のどに手を当てている。癒いやしたのだろう、すぐに青磁は意識を取り戻した。

「……んだ、くそっ」

　青磁は悪態をつきながら起き上がる。「負けたのか、俺は」

「そうだよ」と、琥珀が文句を言った。「だいたい、黒曜で体術ならともかく、青磁でってのは納なつ得とくいかないな」

「おまえ相手に体術よりは公平だろうが」
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　青磁は首を回しながら言った。

「いいよ、もう。七樹のことは、これから先ずっといびるから」

　琥珀は恨うらみがましい目つきで七樹を見た。七樹はゆっくり立ち上がる。

「あんなに言ったのにさ」

「俺に選せん択たく権なんかねえんだろ」

　七樹は、体に痛みを感じながら答えた。

「まったくだ。決めたのはあいつだからな」

　青磁は琥珀の手を、なだめるように叩いた。

「青磁はそれでいいわけ？」

　琥珀が不服そうに訊きく。

「……仕方ないだろう、あいつが選んだんだ」

　青磁はくぐもった声でつづけた。「あいつがいいなら、俺はそれで」

　その言葉が、七樹の胸を痛める。

　青磁がどれほど斎さい王おうを大切にしていたか、七樹は知っていた。

　それでも。

　──それでも彼女を愛いとしいと感じる心を止められなかった。

　青磁に対して済まないと思っても、それは口にすべきでないのも、わかった。

　それは、あまりにも傲ごう慢まんだ。

「僕は納得できないから、いびるよ」

「──それであいつと一いつ緒しよにいるのを許されるなら、いくらでもいびってくれ」

　七樹が面と向かって言うと、琥珀は顔をしかめた。

「ちぇ、つまんないな。僕のいびりくらいじゃ気持ちは変わらないって？」

「俺の気持ちを変えることができるのは、あいつだけだ」

「うわっ。本気で言ってるよ」

　琥珀は顔を赤らめた。「聞いてるほうが恥はずかしくなる」

「七樹、頼んだぞ」

　地を這はう低い声が、七樹を振ふり返らせる。蘇芳だった。

「蘇芳？」

「陛下を不幸にしたら、ただじゃ済まさん」

「地の果てまでも追い詰つめる」

　ぼそりと黒曜がだめ押しをする。

「……う、うん」

　七樹はその迫はく力りよくに気け圧おされて、うなずいた。
















　それから三日は瞬またたく間に過ぎ、年が明けた。

　参賀の儀ぎ式しきのあとで、星曜館の館長である夜鳩が、集つどった公衆の面前で竜珠を断絶すると布告したため、例年になく城内は騒さわがしかった。初めての儀式であるし、何よりもそれを人前で見せるというのに、人々は戸と惑まどいを隠かくしきれなかった。

　だがこれは夜鳩のたっての願いでもあった。未知のことに人は怯おびえる。ことを明確に知らしめれば、無む闇やみと怖おそれる者もいなくなるだろうというのである。

　その通りだと思ったので、白雪は夜鳩の案を受け容いれたのだった。




「おめでとう、陛下！」

　元日の朝、朝食を済ませた白雪が、着き替がえるために部屋を移ると、四人の側そば仕づかえが出で迎むかえた。

「みんな……」

　白雪が驚おどろいたのも無理はない。祝いの言葉を投げかけたのは、休きゆう暇かを取ったはずの友人たち、──ひいなのころから見知ってきた四人だったからだ。

　泉せん霧む、湖こ樹たつ、楓美、陽ひ雨うの、四人。

「四人とも、陛下に新年のご挨あい拶さつをしたいと言うので」

　由永が澄すまし顔で説明する。「これから陛下のお支し度たくを手伝ってもらうことにしました」

「それは、うれしいけど……みんな、せっかくのおやすみなのに」

　これから起きることにいつになく緊きん張ちようしていた白雪は、呼吸が楽になったのを自覚した。

　ゆるみすぎるのもよくないが、だからといって張り詰めすぎれば周りの者にもよくない影えい響きようを及およぼす。少しは心にゆとりを持っていたほうがいい、というのが代々の王に伝わっている訓くんだったから、こういう時間を持つのもよいかもしれない。

　これから先、神杖にはさまざまな変化が訪おとずれるだろう。このように穏おだやかな新年を迎むかえられるのも、これが最後かもしれない。そう考えると、白雪の胸にさまざまな感かん慨がいが去来した。

「でも、小雪は休めないでしょ」

　明るく言ったのは湖樹だ。

「小雪じゃなくて、今は陛下よ」と、冷静に楓美が指し摘てきする。

「王さまって、たいへんなのねぇ」

　おっとりと陽雨が感想を口にする。

「そうよ、だからさっさと済ませましょう」

　めんどうみのいい泉霧が、てきぱきと白雪の衣装を手にした。

　それからの作業は手早かったが、時間がかかった。白雪はじっとして、四人が自分の衣類を調ととのえてくれるのを待った。

　友人たちが、自分を案じてこのような行動に出てくれたのが、白雪には痛いほど伝わってきて、うれしくなった。寝しん食しよくを共にした四人は、今ではかけがえのない存在だ。

　──そして、この手で送り出さなければならなかった迦か純すみのことも、決して忘れまい。

　彼女たちのためにも、自分は斎王という職務をまっとうしなければと、決意を新たにする。

　最後に化け粧しようを施ほどこされ、準備が完かん了りようすると、

「陛下、とってもお似合いですよ」

　四人の側仕えを監かん督とくしていた由永が、にっこり笑えんで告げた。

　華か美びを好まない白雪だが、新年の衣装を何年も着回すのは衣装房ぼうから苦情が入るので、毎年新しいものを誂あつらえるようにしていた。そうしないと、自分たちの仕事を取り上げるのかとお針子たちに言われてしまうのだ。それも道理なので、白雪は慶けい弔ちようの衣装についてだけは口を出さないようにしていた。

　王でありながら斎職も兼かねる白雪の衣装は、斎宮の衣装と似ている。だが、動きやすさは格段にこちらのほうが上だ。斎宮のときのように木ぽつ履くりを履はかずに済むのも白雪にはありがたい。

　また、冬物なので冷えないように保温性が高められている。幾いく重えにも重ねられた布地は軽い薄うす物ものだが、寒さはまったく感じない。

　白雪の王名、桜院雪月にちなんだのか、装束は淡たん紅こう色しよくと白が基調になっている。長い裾すそを引きずらぬよう片手で持ち上げると、呼びかけられた。

「陛下」

　白雪は鏡の前からゆっくりと振り返った。由永が九連環杖を渡わたしてくれる。

「ありがとう、由永」

　右手で受け取ると、由永はおもてを引き締しめる。

「お出ましください」

「ええ」

　白雪も、気持ちを切り替かえた。

　これからが、大切な場面だ。

「──灰桜」

　呼ぶと、影かげの中からふわりと子どもの姿が現れた。

　その姿に、滅めつ多たに見ることのない側仕えたちは驚く。慣れているのは由永だけだ。

「じゃあ、みんな、またそのうち、お茶しましょうね。──行ってきます」

「行ってらっしゃいませ、陛下！」

　由永も合わせた五人が、声をそろえて白雪を送り出す。

　部屋の扉とびらが、外からあけられた。

　通路に出ると、近衛たちが待っている。礼装が凜り々りしい四人に、白雪は笑みかけた。

「みんな、おはよう」

　昔のように教えられた言葉ではなく、自分の言葉で、白雪は近衛たちに語りかける。

　四人は恭うやうやしく頭を下げた。

「陛下、今年も御おん身みをお守りいたします」

　簡素な受け答えは、白雪が決めたものだ。憶おぼえるのがたいへんな美び辞じ麗れい句くより、心を込めた短い言葉を白雪は好んでいる。たとえ威い厳げんがないと言われようとも気に留めない。誰が傷つくわけでもないのだからいいだろうと思っている。

「今年も、どうぞよろしく」

　白雪は告げると、廊ろう下かを歩き出した。後ろから近衛が付き随したがう。

　謁えつ見けんの間へ向かう通路には、誰もいない。以前はここにも側仕えや侍じ従じゆうが並んで頭を下げたものだ。それは斎さい王おうになって初めての新年でいやになり、やめさせた。

　あれから過ぎた時間はほんのわずかだというのに──

「神杖斎王、桜院雪月陛下のお成りです！」

　謁見の間の扉が大きく開かれ、先さき触ぶれが高らかに告げる。

　九連環杖を携たずさえた白雪は、輝き石せきと近衛たちを従え、謁見の間に入った。










　新年の謁見が終わると、城内を訪れた市民参賀への顔見せとなる。

　城内といっても、開放されるのはごく一部だ。それでも市民は詰つめかけて、門の外にまであふれかえる。

　今年は、夜鳩の竜珠を断絶する儀式を公開すると報じられていたためもあり、今までにないほどの人が詰めかけた。

「緊張しますね」

　詰めかけた市民を見おろす高く作られた壇だん上じようで、夜鳩は下に集まる市民を眺ながめながら、言った。

「そうですね」

「俺は平気ですが」

　白雪の後ろで、永礼が言った。明るい口調に、夜鳩も苦く笑しようする。

「まったく君は肝きもが太いよ。図ずう々ずうしいにもほどがある」

「仕方ないさ。白鷺に育てられたようなもんだからな」

「そうなんですか？」

　市民に向かって手を振ふっていた白雪は、驚いて、傍かたわらに立った永礼を見た。彼が纏まとっている礼服は道延に借りたものだ。体格が近いのでなんとか着られたようだが、どうにも似合っているとは言い難がたい。永礼の独特な滑こつ稽けいさも相まって、礼れい儀ぎ正ただしくしようとして失敗した道どう化け師に見えなくもない。

「俺、生まれてすぐに捨てられたんですよ。それを、市中徘はい徊かいしていた白鷺が拾ってくれたんだ。あんたが来るのはわかってたけど、生まれてくるのが思ってたより遅おそくてびっくりしたって言われたなあ」

　いかにも母が言いそうな台詞せりふに、白雪は思わず笑った。永礼は照れくさそうに頭を搔く。

「俺にとって、白鷺は本当に、何もかもすべてだったんだ。最初は姉や母のように感じていたけど、そのうち、たったひとりの特別な人だって気づいた」

「……永礼さん」

「しょうがないから、俺はこの先もずっとひとりさ」

「それは私も同じなので、同情はしません」と、夜鳩が割り込んでくる。「まったく、これと決めた相手が先にいってしまうなんて、困った話です。女性のほうが長生きするはずなのに」

　夜鳩の傍らには、今でも想おもい人がいるのだろうか。白雪は考えたが、言わずにおく。

「さあ、くだらないおしゃべりはここまでにして、早く済ませてしまいましょう」と、夜鳩が肩かたをすくめて眼下を見る。「ほら、ご覧なさい。あの人々は、大罪を犯おかした私がとうとう殺されるのかと、わくわくしながら待っているんですから、その楽しみを打ち砕くだいてやらないと」

「その通りね」

　白雪は苦笑した。

　竜珠の断絶を、民たみのほとんどは竜珠を殺すと受け取っている。その誤解を解くためにも、断絶がどのような処置であるか、はっきりと知らしめなければならない。夜鳩が自分の竜珠を断絶するのを市民に見せるべきだと主張したのは、そのためだった。

「夜鳩さま、もう思い残すことはありませんか？」

　白雪は遠回しに尋たずねた。竜珠でなくなれば、幻げん視しの光も見えなくなるだろう。霊れいもだ。もし想い人の霊がそれを察して夜鳩の前に現れれば、最後の逢おう瀬せとなるかもしれない。

「……そうですね」

　夜鳩は目を閉じて考え込んだ。「仕事の引き継つぎは終わりましたし、見えていた霊にはお別れを言ってきましたから、もう、ないですよ」

　白雪はうなずいた。

　いつか彼に寄より添そっていた女性は、夜鳩に見られることを拒こばんでいた。彼女なりの気き遣づかいだったのだろう。それは自分が告げるべきでないのもわかっていたから、白雪はあえてそれ以上は何も言わなかった。

　夜鳩は覚かく悟ごを決めたのか、壇上の中央に置かれた椅い子すに腰こし掛かけた。結ゆった髪かみの尾おを左右に肩から前に垂らす。後ろ首が露あらわになった。

　それが見えたのか、参賀の市民がざわめいた。

「さあ、どうぞ、永礼」

「では、失礼する」

　永礼は、露わになった夜鳩のうなじに指先を当てた。

　竜珠の断絶と、言葉で何度も聞きはしたが、白雪が実際にその現象を目まの当たりにするのはこれが初めてだ。

　白雪と同じ情景を遠くから見ている市民たちが、ざわざわと騒さわぎ立てるのを遠い葉は擦ずれのように感じながら、永礼の指先が青くひかるのを見ていた。

　その指先から、波長ヒビキに似た音色が紡つむがれ、夜鳩の後ろ首に刻み込まれるのが視界にうっすらと映る。これが式だろうか、と白雪は思った。

　まぶしい。

　くらんだ目を閉じると、白雪の視界に、その場では見えないはずのものが見えた。




　──地にうつぶせている人間の後ろ首に、きらきらした薄うすい貝かい殻がらのようなものが降り注ぐ。

（かわいそうに）

　天からやわらかな女性の声が響ひびいた。見上げても、高く澄すんだ空があるばかり。

（せめて、われわれの血を継いだ証あかしに、これを授さずけましょう）

　貝殻に似たものは、うつぶせた者の後ろ首に落ちると、ゆっくりと溶とけ込んでいく。

　白雪は目を瞠みはった。

　数多くの伝承や、俗ぞく説せつ。

　地アル・母イー神シヤラによって与あたえられた竜りゆうの鱗うろこ…

（我が子の血を引く証として、我が子の身のかけらを受け継ぐがよい）

　響き渡わたる声は、あくまでもやさしく、慈じ愛あいに満ちていた。そしてまた、悲しみも湛たたえている。

（これによって神の力を得ることがよいことかどうかは、わかりませんが……）

　白雪は、竜珠の終わりと始まりを、同時に見たのだった。




　やがて幻視が消えたので目をあけると、夜鳩の首から離はなれた永礼の指先を、踊おどるように青いひかりが舞まっていた。

「夜鳩さん」

　呼びかけると、夜鳩が身を起こす。

「陛下」

　夜鳩は、白雪を見上げた。「不思議なものですね。……幻視の光が、もう見えない。生まれたときからずっと見えていたのに」

　苦笑する彼は、どことなく頼たよりなげに見える。

「気分は、どうですか」

「悪くないです」

　夜鳩はゆっくりと立ち上がった。「これで、この鬱うつ陶とうしい髪ともおさらばだ」

　彼は言うなり、懐ふところから鋏はさみを取り出した。

　白雪が目を丸くする前で、結わえた紐ひもごと、ざくざくと髪を切っていく。きつく結っていたからか、夜鳩から離れても、髪束は散らずにまとまっていた。

　剝むき出しになった夜鳩の後ろ首には、竜珠を断絶したしるしの、赤い痣あざが浮うかんでいた。
















　正月も四日を過ぎると、人々は平常に戻もどっていった。

「特に、大々的に知らせる必要もないでしょう」

　傍らに立つ灰桜の頭を撫なでながら、白雪は切り出した。「だって、ほとんどの民は、竜泉のことを知らないのよ」

「それにしても、──」

　言いかけた蘇芳を、白雪は片手を上げて制する。

「これが、わたしの役目だから」

「陛下……」

　蘇芳の呟つぶやきに、白雪は微笑ほほえみかける。

　これから竜泉に封ふう印いんを施ほどこす。

　だが、灰桜だけを差し向けるつもりがなかった白雪は、自分も行くと言って譲ゆずらなかった。近衛は止められず、案じた杖州公や八公が反対したが、白雪は決して首を縦に振ふらなかった。

　灰桜だけを犠ぎ牲せいにして安あん穏のんと暮らせるほど、自分は頑がん丈じような神経をしているわけではない。それに、輝き石せきの力なら自分だって持っているのだ。ならば、自分も力を貸すべきだと考えたのだ。

「灰桜、白雪のこと、頼たのむよ」

　琥珀が心配そうに灰桜に頼んでいる。「無茶しそうになったら、止めてよね」

「もちろん」

　灰桜はうなずく。

「七樹、おまえもだぞ」

「俺に止められるかな」

　七樹は呟いた。

　七樹は、白雪が灰桜に同行すると聞いて、自分も行くと名乗りを上げたのである。自分も封印を解けば輝石の力を使えるからと。

　そして、竜泉の封印を今回最大の目標として神杖を訪おとずれた永礼は、詳くわしい事情を知って、七樹が式師を退くことを許可した。

「そうね」

　白雪は、七樹の横顔を見てちょっと笑った。

　竜泉のある彩さい湖こ跡あとに入ったのは、白雪と七樹、灰桜以外には近衛だけだった。他ほかの者たち、──儀ぎ式しきを見届けるべく集つどった杖州公や八公、それに夜鳩、永礼たちは、彩湖跡のきわ、もと神かみ降ふりの丘おかがあった場所の近くで、心配そうにこちらを見ている。

　かれらの緊きん張ちようと焦しよう燥そうが痛いほど伝わってくるが、白雪はそれに苛いら立だちはしなかった。

「全力で、やれるだけのことをやるつもりよ。──もし失敗して、何か、その、……まずいことが起きたら、みんなは逃にげてね」

　白雪はそう近衛たちに向かって言いながら、失敗したらどうなるのだろうと考えた。想像がつかない。逆に竜泉から湧ゆう出しゆつする地の力が多くなるだろうか。その可能性はあるだろう。

　急激に地の力が今まで以上に噴ふき出るようになれば、目に見えて大地が衰おとろえる可能性もある。

「そういうことを冗じよう談だんでも言うな！」

　白雪の不安を吹ふき飛ばすように、青磁が怒ど鳴なった。それを黒曜が、なだめるように背をさすっている。

「絶対に成功させる、くらい言ってみろ。いつものように」

「そうね」

　白雪は青磁に笑え顔がおを向けた。「絶対に、封印は成功させてみせるわ」

「それでこそ、おまえだ」

　青磁はきっぱりと言った。

　琥珀がその脇わきで肩かたをすくめ、蘇芳が苦く笑しようしている。

「白雪を信じろ」

　灰桜が、誰にともなく言う。

　白雪はもう一度、近衛たちを見てから、谷の奥へと目を向けた。




　肩を並べて歩き出しながら、白雪は七樹に語った。

「前に、あそこに人が埋うまってるって、言ったでしょう」

「……ああ」

「わたしを育ててくれた人なの」

　白雪は、手首につけた腕うで環わを撫でながら、七樹の横顔を見上げた。「いろいろあって、……その人は、本当はわたしのこと、憎にくんでいたの」

「憎んで？」

　七樹は驚おどろいたようだった。白雪はうなずく。

「本人は、そう言っていたわ。でもそれだけじゃなかったと思うの。だって、本当に憎んでいるだけだったら、一いつ緒しよになんていられないでしょう？」

　愛情と憎ぞう悪おという相反する感情が、実は表裏を成しているのだと、白雪はもう知っていた。

　愛しているから、憎いのだと。

　憎むのは、愛ゆえだと。

「そうだな。……本当に心の底から嫌きらっていたら、離れるだろう。俺だったら、考えないようにする」

「そうよね。だから、あの人は、……わたしを、」

　白雪は喉のどを詰つまらせた。その先は言葉にならない。

　朱月は、少なからず自分を愛してくれていたのだと、今ならわかる。

　──白雪はまだ憶おぼえている。

　足もとに転がった、少年の屍し体たいを。その血の冷たさを。

　遠い昔に死んでいたはずの、あの人を。

「……しらゆき」

　灰桜が、ぎゅっと手を握にぎってきた。見ると、何か言いたげな顔が向けられる。

「灰桜はね、ずっと昔に死んでいたはずのその人を、生かしつづけてくれていたの」

　白雪は、胸の奥からこみ上げてくる、風のようなものに言葉をのせた。「だから、灰桜には感謝してるわ」

　かすかな痛みと共に、そう告げる。

「白雪、……俺は、白雪を痛めつけたのに？」

　灰桜の声はうわずっている。

　白雪は首を振った。

「いいのよ。この痛みは、あの人がいた証あかしだもの」

　いつだったか、祖母に言われた言葉を、白雪は思い出していた。

　永遠につづくものとは、それを望む者が生きているあいだだけ存在しているに過ぎないと彼女は言ったのだ。

　それと同じで、朱月は白雪の中で永遠の存在となってしまった。この胸から彼が消えゆくことはあり得ない。

　それは、隣となりで歩く七樹への想おもいとは異なる。

「悲しくても、痛くても、手放せないの」

　白雪は呟く。

　冬ふゆ枯がれの枝が寒々とした桜の巨きよ木ぼくは、すでに目の前だ。




　灰桜は、七樹の封印を解いた。これによって、七樹は式を使えなくなる。

　解封は一いつ瞬しゆんだった。灰桜の手が七樹の胸に触ふれて、過ぎる。

「……へんな感じ」

　灰桜に合わせて膝ひざをついていた七樹は、立ち上がりながら自分の額にふれた。「何も変わってないような気がするが」

「試ためしてみたら？」

　白雪がそうすすめると、七樹は陣じんを描えがいた。しかし、いつものようにその指先から青い焰ほむらは発されない。

「……本当だ」

　七樹はまじまじと、自分の指先を眺ながめた。

　白雪はそのさまに心配になった。夜鳩の竜珠と異なり、七樹は式が使えなくなるのは嫌いやだったのではないだろうか。

　だが、次の瞬しゆん間かん、その懸け念ねんは吹き飛んだ。

「なんだろう。身が軽くなった気がする」

　七樹の笑顔が、ひどく明るく感じられる。

「気のせいじゃない」

　灰桜がしたり顔でうなずいた。「七樹の枷かせを外したんだ。だから、七樹は今までより軽くなっているはずだ」

　そう言うと、灰桜はその場に膝をついた。

「灰桜？」

「ふたりとも、よく聞いてくれ」

　灰桜は、地面に手を当て、じっとそれを見つめる。「何があっても、俺が戻もどれと言ったら、ここに戻ってくれ」

　灰桜の手に押し出されるようにして、地面から光る蔓つるが二本、伸のび始めた。一本が白雪の左手に、もう一本が七樹の右手に巻きつく。

「命いのち綱づなだ。それを放さないように」

　灰桜が告げると同時に、三人の足もとがへこみ始めた。ゆっくりと足が土の中に沈しずんでいく。

「怖こわがらなくていい。地面の中でも呼吸はできるから、苦しくない。俺を信じてくれ」

　灰桜の言葉に、ふたりはうなずいた。










　たちまち体のすべてが土の中に沈んでいく。不思議と、呼吸は苦しくなかった。

　最初は視界がきかなかったが、やがて土の中でも見え始めた。白いものが土に混じって見える。何かの骨だ。

　この土地に埋まった人骨だと、白雪は思い当たった。

（もう少しだ。──ほら）

　灰桜の呼びかけと同時に、視界が土の色でなく、まぶしい黄色に染まった。

　ふわりと体が浮うく。

（これが、竜泉の源みなもとだ）

　灰桜が眼下を指し示す。見ると、明るい赤い焰を噴き出す穴が見えた。

　まるで湯に浸つかっているかのように、周りがあたたかい。

　そのあたたかみが、あいた穴から流れてきているのがわかる。

（きれい……それに、とても気持ちいいわ）

（だが、あれを塞ふさがなければ、この大地は衰おとろえるばかりだ）

　灰桜の言葉に、白雪は体勢を変えた。泳ぐように源へ近づく。

　穴の近くまで来ると、周りが熱く感じられた。穴の近くに手をかざすと、火傷やけどをしそうな錯さつ覚かくをおぼえる。そこがゆらゆらと揺ゆれて見えたから、本当に熱いのかもしれない。

（白雪、塞ぐぞ）

（灰桜、……）

　灰桜は、穴の近くまで来ると、両手を胸の前でかざした。その唇くちびるが薄うすくあいて、やわらかな高い音色が響ひびき始める。

　白雪は息をのんだ。

　音色と同時に、灰桜の手のひらから黒いきらきらとした粒りゆう子しが滲にじみ出す。それは白雪が初めて目にしたときと同じ、くろがねの粒子そのものだった。

　くろがねの粒子が、噴ふき出す流れに逆らって、ゆっくりと源に近づいていくのを、白雪はじっと見つめた。

　息が苦しいのは地中にいるためではない、緊きん張ちようのせいだ。だが、胸むな騒さわぎがするのは。

（灰桜……）

　灰桜が発する粒子の流れが濃こくなって、噴き出していた流れと絡からみ合い、混じり合って、流れを押し戻そうとする。その強さは拮きつ抗こうしていて、源に吸い込まれる粒子は少ない。

　そうするうちに、徐じよ々じよに灰桜の姿が薄くなっていく。

（灰桜、まさか、……）

　噴き出していた流れは今や、くろがねの粒子に押し戻されて源へと返されている。源の穴も、ゆっくりと小さくなっていた。だがまだ充じゆう分ぶんではない。

　七樹が舌打ちをして、灰桜の肩かたを摑つかもうとする。

　だがその手は、灰桜をすり抜ぬけた。

（灰桜！）

　白雪は思わず叫さけんだ。

（これしか方法はないと言っただろう）

　灰桜は音色を奏かなでながら、同時に言葉で告げた。（封ふう印いんには、輝き石せきの力を使うしかないと）

　白雪は絶句した。

　最初から彼は、消えるつもりだったのか。

　自分をおいて、ひとりでいってしまうつもりだったのか。

（冗じよう談だんじゃねえぞ）

　七樹が、怒おこったように言った。怒った、……いや、彼が悲しんでいるのが、今の白雪には痛いほどわかった。

（冗談ではない。──七樹、白雪をよろしく頼たのむ。俺はもう守ってやれそうにない）

（俺ひとりにこいつを押しつけるつもりかよ）

（そのためにおまえの封印を解いたんだ。この先、おまえの力が白雪には必要になる）

（そんな力がなくたって、俺はこいつの傍そばにいるぜ）

　白雪は耳を疑った。

　思わず七樹の横顔を見る。だが、七樹はまっすぐに灰桜を見ていた。

（俺が守りたいから、守るんだ。おまえに言われたからとか、代わりなんかじゃねえ）

　ふいに、空間が揺れた。

（ふたりとも、行け）

　告げる灰桜の瞳ひとみは、赤く染まっている。白雪は息をのんだ。

（俺が消えるのを、見ないでほしい）

　その言葉に猛もう烈れつに腹を立てたのは、白雪だけではなかったようだ。

（おまえだけが輝石の力を持ってるわけじゃないだろう！）

　七樹は叫ぶと、もう触れられなくなった灰桜の手を後ろから支えるように、両手を添そえた。

（……七樹）

　灰桜は驚おどろいたように、顔だけ振ふり返って七樹を見た。

（俺だって持ってる。……だいたいなあ、子どもひとりだけにこんなことさせられねえだろ）

（子どもなのは外見だけだと言っただろう）

　灰桜は苦く笑しようした。

（わたしを仲間はずれにする気？）

　白雪は、七樹の後ろから手を添えた。（わたしの左手だって、輝石なんでしょう）

　源へ意識を集中させると、とたんに吸い込まれるような感覚を味わう。

　実際に、竜泉の源が逆流して、輝石の力を吸い込んでいるのだ。

（ふたりとも、……そんなことをするな！）

　灰桜の叫びは悲鳴に近い。

　だが、白雪も、もちろん七樹も聞き容いれはしなかった。

（だめよ、だってわたし、灰桜に消えてほしくないもの）

（まったくだ。言わなくてもわかれよ、それくらい！）

　やはり七樹が怒ったように叫ぶが、それは照てれ隠かくし以外の何ものでもない。

　吸い込まれる感覚がますます強くなっていく。灰桜の姿も、今や向こう側の景け色しきがはっきり見えるほど透すけていた。

　だが、それに比例して、穴がゆっくりと黒い点になっていくのがわかった。

　もうすぐ、ふさがる、……

　白雪の意識は、それきり途と切ぎれた。










　冷たい空気が肺に満たされると同時に、白雪の意識が上じよう昇しようした。

　目をあけると、分厚い雲に覆おおわれた空が見える。

　世界の終わりみたいだ、と白雪は思った。いつも、雲で覆われても明るい空を見るたび、そう思う。どうしてだろう。

　そう考えながら、ゆっくりと身を起こした。

　動きやすい装束を身につけているが、体じゅうが土で汚よごれている。何をしてこうなったんだろう？　白雪はぼんやりと考え、……思い出した。

　そうだ。封印を、──

「どこ、……」

　あたりを見回しながら、一いつ緒しよにいたはずのふたりを求める。「灰桜、……七樹！」

　白雪が半はん狂きよう乱らんになる前に、視界に盛られた土塊が入る。

　それを見た瞬しゆん間かん、白雪の脳のう裏りを駆かけめぐったのは、誰よりも信じ頼たよっていた人を埋うめた、あのときのことだった。

「ななき……?!」

　動転した白雪が激しく土塊をかき分けると、大きな手が現れた。

　そこから見当をつけて土を掘ほり返す。左手が冷たくなってうまく動かず、より激しく動かす右手の指先が痛んだが、その痛みもすぐに忘れて、七樹の体を探さぐり当てるようにひたすら土を搔かき出した。

　しばらくすると、七樹の上半身を掘り出せた。

「七樹！」

　返事はない。

「なな、き……」

　まさか。

　心臓を恐きよう怖ふに鷲わし摑づかみされた。白雪は何度も深呼吸を繰くり返す。

「ななき、……七樹、ねえ……起きて……」

　その顔から土を払はらいのけながら、白雪は囁ささやく。

（しらゆき、殴なぐってやれ）

　身の内側から響いた声に、白雪は顔を上げた。

「灰桜？」

　あたりを見回すが、姿が見えない。

（影かげの中だ）

　灰桜の声は、どうしてか笑っているように聞こえた。（俺はもう、ここから出られそうにないな。姿を保つ力がない。──だが、ふたりのおかげで、この意識は消えずに済んだ）

「灰桜……」

（七樹を呼よび戻もどせ。想おもいを込めて呼べばいいんだ、白雪）

　想いを込めて。

「ななき！」

　勇気づけられた白雪は、七樹の顔に口を近づけて、叫んだ。

　何度も、繰り返し、その名を。

　あなたが好き、と。

　想いを込めて。




　痛む頭に響ひびく声が、名を呼んでいる。

　その声に込められたひどく強い力を、七樹は心ここ地ちよく感じる。

　強ごう引いんで、あたたかい、そして美しい力。

　七樹に与あたえられる、無む償しようの慈じ愛あい。

　まるで、闇やみ空ぞらに瞬またたく星のように感じられる。

　……昔、兄に教えられた。星とはひとつひとつが遠くにあって、近づけば太陽に等しい、もしくはそれ以上の明るさなのだと。

　彼女に宿る星は、まさしく太陽のように七樹を照らす。

　容よう赦しやのない明るさは目を射るけれど、それを七樹は心地よく思うようになっていた。

「ななき！」

「……そんなに呼ばなくても、聞こえてる」

　目をこすりながらもごもご呟つぶやくと、ぴしゃりと頰ほおを張られた。

　思わずとび起きる。

「いてえじゃねえか！」

「だ、だったら、早く目を、あけてよ……！」

　張られた頰を押さえて、七樹は相手を見た。

　きらきらとまばらにひかる銀ぎん髪ぱつは、土で汚れている。

　その綺き麗れいな顔も、涙なみだが土と混じって、泥どろになって、汚れきっていた。

「わるかった」

　七樹は、頰を押さえていた手を、彼女に伸のばした。

　泥で汚れた顔が、どうしてこんなにも、

「綺麗だな、あんたは……」

　触れた頰のやわらかさに、七樹は思わず笑った。

「ばか」

　その言葉で緊きん張ちようが解けたのか、白雪は、よほどおかしかったようだ。泣きながら笑った。

「あなたって本当におばかさんね！」

　声を立てて笑いながら、彼女は七樹に抱だきつく。

　七樹はその背に腕を回した。

「それはこっちの台詞せりふだぜ！」

　強く抱きしめると、白雪は胸に顔をうずめてきた。

「あなたがあんまりおばかさんだから……もう、目を離はなしたくない」

　くぐもる声が、七樹をあたためる。

「……俺もだ」

　七樹が力強くうなずいた。「ずっと、一緒にいよう」

　七樹の言葉に、白雪が肩かたを震ふるわせる。

　声をこらえたその泣き方に、七樹は、どんなことがあってもこの身から離れまいと誓ちかった。

























　こんなにもばかな、いとしいこの人が。

　──生きていてくれて、よかった。
















　雪は膝ひざの高さまで降り積もっている。

　青磁はそのさまを眺ながめながら、屋外に面した回かい廊ろうを歩いていた。

「おじちゃま！」

　子どもの声が、青磁の足を止めた。

　振ふり向くと、転がるようにして、四つか五つごろの子どもが駆け寄ってくる。

「百もも音ね、そんなに慌あわてると転ぶぞ」

　百音と呼ばれた少女は、声を立てて笑いながら青磁にとびついた。

「だいじょうぶ！　おにいちゃまとはちがうもの」

　そのまま彼女は、青磁の膝から腰こし、肩へとよじ登る。青磁は諦あきらめて彼女を抱き上げた。

「確かに、千ち彩さはおまえよりとろいからな……」

　言われた本人が聞いたら泣き出しそうな事実を、青磁は口にした。百音の兄、千彩は、妹の百音より泣き虫なのだ。

「あのね、おかあちゃまがおじちゃまをよんでるの。それで、ももねがむかえにきたのです」

「呼んでるって、なんでだよ？」と、青磁は溜ため息いきをついた。「で、どこにいるんだよ、『おかあちゃま』。斎さい宮ぐう殿でんか、それとも奥おく殿どのか」

「さいぐうでんよ。たかいとこにのせちゃった本を、とってほしいんだって」

「そんなの百音のおとうちゃまに頼たのめばいいんじゃねえの。俺より背が高いんだし」

　青磁はやれやれと歩き出す。もちろん、行き先は斎宮殿だ。

「おとうちゃまにはないしょなんだって」

　百音は、唇くちびるの前で指を立てた。

「内ない緒しよ？　おまえのおかあちゃまは何を企たくらんでるんだ」

「やきがしをつくってくれるって、いってたわ」と、百音はうれしそうに答える。「まえのおうひさまがつくってくれた、とっておきのおかしだって」

「焼き菓が子し？」

　青磁は呆あきれた。いったい何をやっているのか、この少女の母は。

「年があけたばっかりなのに、のんきだな」

「きせきの日だから、お祝いをしたいんだって」

「ああ、……そういえば、そうだな」

　百音の言葉に、青磁は思い出す。

　この少女や、その兄が生まれる前の話だ。

　青磁のもっとも愛した少女は、奇き跡せきを起こしたのだ。──そして神の力は人間ひとから去った。

「ねえおじちゃま」

　百音はふいに、まじめな顔をした。

　くりくりとした瞳ひとみは、感情の高低で濃のう淡たんを変えるみどり色だ。今は若葉のように澄すんだ明るい色をしている。だが、頭とう髪はつは瞳にそぐわぬ漆しつ黒こくで、こちらは少女の母の、遠い昔を思わせた。

「うん？」

「きせきの日って、何？　きせきって、おかあちゃまの影かげの中にいるののことでしょう？」

「あいつもきせきだけど、きせきの日とは字が違ちがう」

　思わず青磁は笑った。「おかあちゃまの影の中にいる輝き石せきは、光る石のことだ。奇跡の日のほうは、……そうだな、なんかこう、偶ぐう然ぜんのふりしてやってきた、ありがたい何かだよ」

「……よくわかんない」

　少女は瞬まばたいた。

「百音はまだ子どもだから、わからなくていいさ」

「おとなになれば、わかる？」

「たぶん」

「じゃあ、はやくおとなになりたい！」

　百音はそう言うと、青磁にしがみついた。

「あっという間に大人おとなになっちまうんだろうな、おまえ」

　その日を想像して、青磁は少し悲しくなった。

　それを察したのか、肩にしがみついていた少女が、顔を覗のぞき込んでくる。

「おとなになったら、ももね、おじちゃまとずっといっしょにいるから！」

　青磁は苦く笑しようした。

　そんなことを言ったって、いつか忘れてしまうだろう、この子は。

「おじさま！」

　今度は、少年の声がした。見ると、前方の曲がり角で少年が立っている。

「あ、おにいちゃま」

「百音、ずるい」

　千彩は抱き上げられている百音を見て、うらやましそうな顔をした。

「いいでしょー」と、百音は自じ慢まんする。

「おじさま、僕もだっこ」

「無理。ふたりは無理」

　青磁は慌てて百音を下へおろした。以前はそうでもなかったが、そろそろふたりまとめて抱き上げるのは無理がある。この子たちも大きくなったし、青磁だってもう若くはないのだ。

「おじちゃま……」

　しょんぼりする百音の手を握にぎってやる。

「これで我が慢まんしろ」

「おじさま、僕も」

「じゃあ千彩はこっちな」

　両手を子どもたちとつないで、青磁は斎宮殿へと歩き出す。

「ね、おじちゃま、約束よ」

　百音が言った。「おとなになったら、ずっといっしょね」

「おじさまは、僕と一いつ緒しよにいるんだよ」

　千彩が、怒おこったように言った。

　その瞳は、母親譲ゆずりの空色だ。髪かみは妹と同じ漆黒だが、光の加減でたまにみどり色に光る。これは父親に似たらしい。

「ふたりとも、そんなこと言ってたって、大人になったら他ほかに一緒にいる人を見つけるに決まってんだろ」

　青磁は淋さびしく呟つぶやいた。

　子どもの約束ほど、あてにならないものはない。青磁は経験としてそれを熟知していた。

「そんなことないよ、僕、噓うそはつかないから」

「ももねは、ずっとおじちゃまといっしょよ」

　愛した少女の血を継つぐ甥おいと姪めいの声が重なる。




　青磁は苦笑しながらも、幸せだった。
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　こんにちは、菅沼です。

　星宿姫伝最終巻『くろがねの奇跡』を無事お届けすることができて、感無量です。




　七巻で一いつ旦たんしろがね編を終えましたが、みなさまの応おう援えんのおかげで、くろがね編三巻を書かせていただけました。本当にうれしかったです。最初から三巻と決めて編集さんともよく話し合って内容を整ととのえたので、みつしり感てんこもりだと思いますが、書けることはみんな書いたと思います（というのも、自分が思いつくことの中に書けないこともかなり多かったのです）。

　デビュー作がシリーズ化して十冊も書かせていただけるとは思ってもみませんでした。今でも夢のように思えます。準備期間も含ふくめますと四年近くこの物語に関かかわってきました。

　その間、いろいろなことがありましたが、基本的にずっと、おめでたいくらいにとても幸せでした。自分の頭の中でだけ動いていた登場人物たちが、読んでくださるみなさまがいて初めて、ひとりよがりなただの妄もう想そうではなくなり、命を吹ふき込まれていくのだと身を以もつて知りました。また、それまでは友だち以外ではほとんど読んでもらえることもない物語を綴つづっていたので、感想をいただくたび、見たこともなければ会ったこともない不特定多数の方が自分の書いたものを読んでくれている！　と実感して、ドキドキしたものです。

　ですから、読みつづけてくださったみなさまには心から感謝しています。至らぬ点も多々あったでしょうが、最後までおつきあいくださってありがとうございました。もちろん、そうでない方にも、いつかふと気が変わってお手に取っていただけるといいなあと思っています。

　そして、この原始的な幸福感もいつでも思い出せるように、初心を忘れないでいたいです。




　そんな読者さまにお願いがあります。できましたらばこの物語を、十年後、二十年後にもう一度読み返してくださいませ。このごろ自分も、昔読んだ本を読み返してみたのですが、最初に読んだときとまったく違ちがう受け取り方になって、我ながら驚おどろいたものです。

　それまでこの本が残っているかはわかりませんが、可能ならばどうぞお願いします。そのときどんな感想を持ったか、昔はどんな気持ちだったか、思い出してみてください。広こう範はん囲いタイムカプセルな気分でお願いしています（笑）。




　先代編集のＮさま、当代編集さま、お二方ともありがとうございました。どちらの方も、話すと趣しゆ味みが合うのですが（いえ、合わせてくださっていたのかもしれませんが……）、「でもこれじゃあ」「売れませんよね～」という会話の締しめは変わらなかったのがとてもおかしいです。先代さまはまた何かありましたら、当代さまは今後もどうぞよろしくお願いいたします。

　そして、この物語のビジュアル面、世界観の一いつ端たんを担になってくださった絵師の瀬せ田たさまには、ひとかたならぬお世話になり、本当にありがとうございました。こんなにきらびやかで巧うまい絵え柄がらが自分の話につくのか……！　と初めて拝見したときは驚きのあまり絶句したのも今では懐なつかしい思い出です。

　二〇〇八年九月に発行予定の次回作『暴れ三匹事件帖（笑）』（仮）でも瀬田さんに挿さし絵えをつけていただけるようでわくわくしています。すでに雑誌で短編も発表した作品の本編となります。読者さまはそちらもどうぞよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、あらゆる面で支えてくれた友だちと家族に、感謝を。みんなの励はげましや忌き憚たんないツッコミや愛の鞭むちの罵ののしり（笑）が、本当に支えになりました。面と向かって言うのは恥はずかしいので、ここでお礼を述べさせていただきます。本当に、ありがとうございました。




　それではみなさま、ひとまずこれにて失礼いたします。

　またどこかでお会いできるよう祈いのりつつ。





菅沼理恵　拝　　









螺旋細工　　http://www.rasenzaiku.com/
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